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　　　　　プロローグ







　人、人、人だった。

　会場に併設された駐ちゆう車しや場じようを埋め尽くすのは、開場を待つ一般参加者の列。何百人いるのか、そもそもそんな単位で足りるのか、文ふみ人ひとには見当もつかなかった。

　とにかく視界の及ぶ限りに人がいる。全部を見ようと思ったら、首をめぐらさなければならず、冬だから当然かもしれないが、皆、防寒に余念がなく、それがよりいっそう、人を多く見せていた。

　この駐車場は、鐘しゆ翠すい善ぜん高校の体たい育いく館かんが何十個入るのだろうか、という広さがあり、そのまま野外ステージにもなって、夏にはロックフェスティバルなども開かれるというから、何万という数なのかもしれない。

　先頭の人間は、一体いつから並んでいるのだろう。一応、徹てつ夜やは禁止ということになっているらしいが、列に並ばないで、借り切ったバスを近くに停めてそこで夜明けを待つ猛も者さもいるとかいう話もネットで拾った。

（理解不能だ……）

　自分もこれから参加するというのを棚に上げて、文ふみ人ひとは嘆息した。

（何だこの情じよう熱ねつ。そんなに本が好きなのか？　何で、こんな朝早くから嬉き々きとして並んでるんだ？）

　わからなかった。

　実際、彼らは、嬉々としている。離はなれていても聞こえる。

　これは──アニメソングというやつだ。

　何のアニメかは知らない。だが、今、歌が売れるのは、既に著名で固定ファンのいる歌い手か、そうでなければアニメの主題歌だった。

　文人は以前はあまりテレビを観みなかったが、崎さき田た姉妹が来てからは少しは観るようになり、そうするとＣＭでＣＤの宣伝なんかもやっていて、そのほとんどがアニメの主題歌や挿入歌なのだった。

　そんな曲を、スピーカーを持ち込んで流し、歌にあわせて自分たちでも大声で歌ったり、踊ったりして、係員に注意されたりしている。

「なんともすごいエネルギーじゃな」

　足首まである白いダウンのコートで腕組みをしたフィフが嬉うれしそうに隣となりで呟つぶやいた。文人は段ボール箱を縛しばり付けたカートを引いていたが、彼女は手ぶらだ。コートにはもこもこした縁ふち取どりのフードがついていたが、背中に落として、長い長い銀髪を隠そうとしない。

　通り過ぎる人の、

「何のコスプレかな？」

　という声が聞こえたが、何のコスプレでもなかった。

　フィフは端はなからこうだ。

　細い体に、紫むらさき色いろの大きな瞳ひとみに白い肌。寝ね癖ぐせがついたらなかなか取れない強い長い銀髪。生意気そうな顔で、生意気なことをいうのだから、芸がない。

（違った）

　端からではない。つい忘れそうになるが、もともとは、すごい大人おとなの女だった。すごい大人で、すごい女だった。それが、ページを毟むしられて、仕掛けを壊こわされて、今のような小学生と見み紛まがうような体となって──今もそのままだった。

　彼女を大人の女に戻すのは、文人の役目だ。《まいすた》としてできることだ。戦わない代わりにするべきことだ。

　ただしそれは誰だれかのためではない。そんなたいそうな人間ではない、と文人は自己を冷静に評価していた。あくまでも自分のためにすること、していることだった。

「エネルギー、ね」

　白い息を吐きながら、文人は同じように列を見つめた。

「確たしかにすごいよな。列の最初の方の連中がいつから並んでるのかもわからないけど、今並んでる連中にしたって、いったいいつごろ入場できるんだ？　入れないで終わりになったりしないのかな？」

「そんなことになったら、暴ぼう動どうが起きそうじゃな」

　フィフは、む、と呟つぶやいて指を立てた。

「もしや、これも連中の仕業か!?」

　連中、とは《禁書》のことだ。フィフと同じ《生ける仕掛け絵本》。簡かん単たんに言えば、開くと実体化する珍妙奇き天て烈れつな《本》のことである。《奴やつ》とフィフが呼ぶ《禁書》の元、何冊もの仕掛け絵本が、知られていないだけで、世界で暗あん躍やくをしている。

「おまえな、何でもかんでも連中の仕業だって思うの悪い癖くせだぞ」

　フィフは剣けん吞のんな顔つきになる。

「何を言う。これだけの本好きが集まっておるのじゃぞ？　皆、おまえの本が欲しくて集まったのじゃ。それが買えないとなったらどうなる？　その怒り、無念さを、利用してもおかしくはあるまい」

「ねえよ！　だいたいあの人たちは僕の本を買いに集まったわけじゃない！　万が一そうだったとしても、最初っから全然足りないだろうが！」

　完成したのは二〇冊である。

　柄つか森もりからは、完売はありえない、二冊売れたらいいかもね、と言われていた。

　いたが。

　この人の山を見ると、ひょっとして楽勝なんじゃないか、と思わなくもない。これだけの人間がいるのだ。完売してもおかしくはない気がする。

「馬ば鹿か者もの！」

　足を踏まれた。フィフが履はいていたのがスニーカーでよかった。

「そなたは拙せつの《まいすた》なのじゃぞ！　この星を丸ごと生み出すくらいの気概がなくてどうするのじゃ！」

「どんな分厚い本になるんだよ、それ！」

「こーんなじゃ！」

　フィフは両腕を思い切り広げた。

「……小さっ！」

　また、足を踏まれた。

　二度目はさすがに腹に据えかねる。

　お返しだ、と踏み返そうとして避けられ、逆にまた踏もうとしてきたのでそれを避け、また踏もうとして、ということを繰くり返していたら、

「──それ、なんの踊り？」

　冷水をぶっかけるような声を背中に浴び、文ふみ人ひとはフィフと凍りついたように止まった。

　振り返ると双子が怒って、笑っていた。

　崎さき田たルカに崎田チカ。

　笑っているのが姉のルカで、静かに怒っているのが妹のチカだ。もっとも一卵性の双子なので、姉妹の区別はこういう感情を表にしていないとつかない。

　二人ふたりは、パッと見にはコスプレをしているようにしか見えない格好をしている。

　全身銀ぎん色いろ。

　といっても裸に銀粉を塗りつけているわけではなく、高い耐火性の服に身を包んでいるのだった。簡かん単たんに言うと消防士だった。そうとしか見えない格好をしていた。出で初ぞめ式しきにはまだ早いじゃないか、と言いたくなるくらい見事ななりきりっぷりだった。

　ただし、背中に逆さに背負ったボンベに入っているのは呼吸のための酸素ではない。二人は火を消すためにこのような格好をしているのではなく、火をつけるためにこのような格好をしているので、ボンベに詰まっているのは発火性のある特殊な粘液だ。

　咳せき払ばらいをして、文人は動いて乱れたダウンジャケットを直した。

「……喜びの舞まい」

「はい？」

「ごめん、噓うそです。──こいつが人の足を踏むからさあ」

「人を立てた親指でさすな！」

　今度は膝ひざ蹴げりだった。

「痛いてえな！」

「礼れい儀ぎがなっとらんからじゃ！」

「おまえ、それが自分のご主人様に対する態度か!?」

「は！　拙せつのパンツひとつまともに作れないくせに主人面づらか？　臍へそで茶が沸くわ！」

「じゃあ沸かしてみろ！　茶を淹いれてみろ！」

「やってやる！」

　ば、とダウンコートの前をはだけようとして、

「──いい加減にしないと、本気で燃もやすわよ？」

　言葉とは裏腹の、さっきよりもよっぽど冷えた言葉に、文人とフィフは振り向き、息を飲んだ。チカは本気だった。いつの間にかその指はポンプから伸びるホースのノズルに付けられたハンドルのトリガーにかかっていた。

　文人たちは背筋を伸ばし、ごめんなさい、と謝あやまった。ルカが腹を抱えて笑う。その隣となりでチカはハンドルから手を放はなし、ため息をついた。

「……まったく。何、はしゃいでるの？　二人とも、テンションが変だわ」

　文人はフィフと顔を見合わせた。

　自分ではそんなつもりはないのだが、そういうのならそうなのかもしれない。何しろこの数日、ろくに寝ていないのだ。そうしなければ到底、二〇冊もの本を完成させることは出来なかった。

「大体、二人ふたりとも忘れてない？　ここにいるのはわたしたちだけじゃないのよ？」

　それは、他ほかの参加者のことを指しているのではない。

　文ふみ人ひともフィフも、崎さき田た姉妹に隠れるようにして立つもう一人ひとりの同行者のことを、忘れていたわけではないのだが、すっかり考えていなかった。

　見れば、朝の日の光を浴びてぎらぎらと輝かがやく消防士風の服の間で、蔓つるの部分がレザー素材の眼鏡めがねをかけた女子が、雲くも木き詠よみが微妙な微笑を浮かべていた。

「……えっと……江え本もと？　パンツ作るって……何？」

　テンションが下がるばかりか、血の気が引いた。

　やべえ！　やばすぎる！　ホームステイしている（ことになっている）外国の少女のパンツを作っているなんて話がクラスに広まったら、人生が終わる！

「いや、その！　違うって！」

　文人は咄とつ嗟さにダウンジャケットのポケットに手を突っ込んで短い鉛筆を引っ張り出した。そのままぐるりと回す。ぐうん、と時間が引き延ばされる感覚があった。

　特技、《走そう馬ま灯とう》。

　脳をフル活動させることで時間が止まっているような感覚になり、その中で膨ぼう大だいな思考をすることが出来る、文人の技だった。

　言い訳を考えなければならない。変態の烙らく印いんを押されて人生を終わらせたくなければ、納得のいく言い訳を。

（……これだ！）

　ばっちりの理由を思いつき、文人は鉛筆を回すの止やめた。時間が戻ってくる。脳みそが熱あついのはいつものことだ。三分は考えていたが、雲木たちには一いつ瞬しゆんでしかなかったはずだ。

「な、何言ってんだよ、雲木！　パンツじゃなくて、パン！　うちは主食は米なんだけどさ、フィフがパンじゃなくちゃやだ、しかも焼き立てじゃないと泣く、っていうから挑戦してるんだけど、これがなかなか難むずかしくて──」

「何を言っておるのじゃ。拙せつはご飯が大好──むぐっ」

　無理やり口を塞ふさいだ。

　だまれ。

　僕がこの先、変態として生きるか、そうじゃないかの瀬せ戸と際ぎわなんだぞ！

　鼻もつまんでやった。

　顔を上げると、雲木は眼鏡の向うで、微妙に眉まゆをひそめていた。

「……パン？」

「そう、パン！　絶対にパン！　パンって言ったらパン！　ふかふかでやわらかい！」

「……ふうん……」

　雲くも木きは少し首を傾かしげて、文ふみ人ひとの言葉を咀そ嚼しやくするようにしていたが、やがて視し線せんを戻すと、それじゃあ、と言った。

「ご主人様っていうのは？」

「！　そ、それはっ」

　もう一度、鉛筆を回すべきか文人は迷った。《走そう馬ま灯とう》は脳に負担がかかる。病院でちゃんと調しらべたわけではないのであくまで自分の使用感としてだが、連続使用は脳の血管が切れそうな感じがして、怖かった。

　どどどどうする、と考えていると、

「単に、ゲームの話よ」

　と、二人ふたりの間でチカが言った。言ってくれた。

　なんとも微妙な表情で、振り向きもしない彼女を、雲木は睨にらむように見た。

「ゲーム？」

「ええそう。昨日きのう、装そう丁ていをしながら、なんとなくゲームをしようっていうことになって、一番になったのがフミーで、ペケがフィフだったの。ペケの人は一番の人に、一日、主人として仕えるっていうルールでしたから、これは、その続きでしょう」

　そうなの？　という目で見つめられ、文人は慌てて頷うなずいた。

（ナイスだ、チカさん！　助かった）

　親指を立てて、グッジョブを讃たたえようと思った瞬しゆん間かん、腹に強烈な痛みが走って、文人は体をくの字に折っていた。

　必然、フィフの口を押さえていた手が解ほどける。

　と思ったら、顎あごにアッパーを喰くらっていた。首が嫌いやな音を立てて、顔がのけぞる。

「拙せつを殺す気かっ！　息が出来んわっ！」

　そうだった。

　思わず、口ばかりか鼻も塞ふさいでしまったのだった。涙声なのも仕方がない。

（あー、空が青いなあ……）

　そんなことを思いながら、文人はばったりと仰あお向むけに倒れた。




　コミエス当日の、異様にテンションの高い、寒い朝のことだった。




　　　　　☆




　そして。

　テンションの高いのは何も文ふみ人ひとたちの専売というわけではなかった。

「じゃから！　それはそっちではのうてこっちじゃ！　ああもう！　おまえもそれはそこではないというのに！　ええい、これだから第二版のやつらはっ！」

　などと。

　傍はたから聞いている者には一体なんのことやらわかりかねる言葉を怒ど涛とうのように吐く少女の姿が、会場内の企業ブースの一番良い位置のスペースの中にあった。

　年の頃ころは、一二、三歳。

　カラシリスという古代エジプトの高貴な者が好んで纏まとった半透明の布地の服を着け、黄金とラピスラズリの首飾りに、ウラエウスという蛇神の飾りをつけた宝冠を被かぶった格好は、古代エジプト王国最後の女王、クレオパトラと同じである。

　半透明の服であるから、当然その下のチョコレート色の肌が透けていたが、彼女は下着らしい下着をつけている様よう子すがなかった。

　事実、つけていなかったのだが、他ほかの企業ブースの人々はそうではないかと思いつつも、確たしかめる勇気はなく、かつ、自分たちのところの準備もあったので、見て見ぬふりをしていた。

　だが、そうは出来ない人々もいた。

　コミエスのスタッフである。

　半裸の少女が売り子をしていると外部に知れればイベントの存続にも関かかわる。当然真偽を確かめにやってきた。

「責任者の方はいらっしゃいますか？」

　その声を聞いた少女は、すぐにそうだとわかり、舌を打った。

　予想はしていた。

　別に、カラシリスの布を透けないようすることなど造作もないことだったが、《人》に言われて直すなど、ファラオとしての矜きよう持じが許さなかった。

「百ゆ合り若わか」

　少女の声に、スペースの隅の、荷物かと思われた布の山がのっそりと動き、立ち上がった。

　背を丸めているのに、髷まげを結った総髪は天てん井じようについてしまいそうで、薄うす汚よごれた膝ひざ丈たけの単物ひとえのはだけた胸元からは、赤金色に日焼けした鉄筋のような肌が覗のぞいている。

「来い」

　百合若、と呼ばれた大男は無言で頷うなずいた。

　への字に結ばれた口は未み来らい永えい劫ごう開くことはないと思われほど固い。だが、決して醜しこ男おという訳ではなく、不ふ機き嫌げんそうではあるが、魅み力りよく的てきではあった。

　表に出ると、売り場となるカウンターの向こうには、スタッフ腕章をつけた三人の男が待っていた。

　彼らは一目少女を見ると、うろたえ、顔を赤くし、困ったぞ、という顔をした。そしてすぐに後ろの百ゆ合り若わかに気付き、ぎょっとした表情になった。

　当然だ。

　体が大きいということは、それだけで相手を威圧することが出来る。体格差はそのまま個人の戦力差となるからで、生物は本能的に自分よりも大きな相手には怯ひるむものだ。

　それでも、先頭の一人ひとりは咳せき払ばらいをして、

「ええと……あなたが責任者ですか？」

　と少し震ふるえる声で言った。顔を仰あお向むけて。百合若に向かって。

「違うわ！」

　少女は吼ほえた。

　スタッフは、ぎょっとして、少女を見た。

　その顔に向かって、指を突きつける。

「ぬしらのその黒い目はただの穴か？　穴ぼこか？　だったら砂を詰めてくれようぞ？　責任者の名前はなんじゃ？　誰だれじゃ？　言うてみよ！」

「え、えっと……ク、クレオパトラ──？」

「そうじゃ！」

　少女は腰に手を当てて、ぐいと背を反らし、膨ふくらみかけの胸を誇るようにした。

「わらわが、最後のファラオ、クレオパトラである！」

　無言だった。

　しかも、困ったような顔になった。

「……なんじゃ。感動の薄うすい奴やつらじゃのう。世紀の三大美女に数えられるわらわをこうして愛めでることが出来ておるというに」

「た、確たしかに責任者はクレオパトラってなってるけど、そうじゃなくてね、お嬢じようちゃん──」

「無礼者がっ！」

　すっぱーん、と良い音がした。

　スタッフの男は何が起きたかわからない様よう子すで、しかし半ば腰を折るような格好になって、させられていた。

「ファラオをなんと思うておるか！」

　びし、と少女は──クレオパトラは、手にしたハリセンで男を指した。

「ど、どこから……」

　無む論ろん《本》の中からである。

　だがそんなことを説明してやる義理はない。柔らかな、しかし音だけは小気味良いハリセンを掌てのひらに打ち付け、クレオパトラはナイル川の青色で縁ふち取どられたアーモンド形の黒い瞳ひとみで、男たちをじろりと見た。

「まったく。これだから人間はイヤなのじゃ」

[image: ]

　男たちは困惑した表情のまま顔を見合わせたが、意を決した様よう子すで、あの、と言った。

「その格好で売り場に立たれるのは、ちょっと困るんですけど……」

　子供に対してこの物の言いようは、明らかに百ゆ合り若わかに対する遠えん慮りよからだった。それでも、一応抗こう議ぎの意志を示しただけマシともいえる。普通は百合若に睨にらまれただけで声が出なくなる。

（……なんじゃ、睨んではおらんのか）

　百合若は仁に王おう立だちになってはいたが、その視し線せんはサークル参加者の列へと向いていた。これでは威力は半減だ。別にこの人間たちの胆きもが据わっているというわけではなかった。

「困るとはなにがじゃ？」

　クレオパトラは、ふん、と鼻を鳴らした。男たちの視線が泳ぐ。

「いえ、だからその……その格好が」

「この格好の何が問題じゃ」

「で、ですから、その、ろ、露ろ出しゆつが、ですね」

「わらわの裸が透けておるのが《問題》じゃというのか？」

「そ、そうです」

　ほっと安あん堵どが声に滲にじんだ。クレオパトラはそれを、

「無礼者っ！」

　一喝した。

「ぬしらは、わらわの王国の誇る民族衣装を愚ぐ弄ろうするか!?　わらわの王国の文化を侮ぶ蔑べつするのか!?　わかっておるのじゃろうな!?　重ねて侮蔑するならば、もはやわらわとぬしらの間だけの問題ではない！　国と国との問題じゃ！　他国の文化を理解せず、猥わい褻せつだと侮蔑したこの国をわらわは決して許さぬ！　わらわの国民もじゃ！　そういうことなのじゃな!?」

「い、いえそんな！　そんな大おお袈げ裟さなことじゃなくて──」

「何が大袈裟じゃあっ！」

　ハリセンで思い切りテーブルを叩たたいた。ぱーん、と辺りにいい音が響ひびく。男たちは、ひい、と情けない声を上げて後ろに下がる。

「わらわの国の文化を猥褻だとぬかしておいて！　戦争じゃな!?　おぬしらは戦争を望むのじゃな!?　よかろう！　受けてたとうではないか！──百合若！　携帯！　大使に言って、宣戦布告の用意じゃ！」

「ま、ままま待って待って！」

　男は悲鳴のように言った。

「わかった！　わかりました！　そのままでいいです！　構いません！」

「…………」

「本当に……そのままでいいですから……」

　ほとんど泣きそうである。

　クレオパトラは、ふっとビターチョコレートのような唇をほころばせると、世紀の三大美女に相応ふさわしい──子供だけれども──微笑を浮かべて、そう、と言った。

「ならば、わらわたちの間には何の問題もなかった。そういうことじゃな？」

「……はい……」

　男はすっかりやつれた様よう子すで頷うなずいた。他の二人ふたりも同じように憔しよう悴すいして一言もなかった。

　クレオパトラは大きく頷き、ひら、と手を振った。

「ならばよい。ご苦労であった。帰ってよいぞ。わらわはこれで色々と忙しいのじゃ」

　噓うそではなかった。

　これから大量の《本》が──手にした者を《天国》へと誘いざなう《導みちびきの書》が届くのだ。それまでに売り場の準備を終えておかねばならなかった。

「まったく、愚か者め」

　連中には、今のエジプトと古代のエジプト王国がまったく違う国だということがわかっていない。わかろうともしていない。

「ここの連中、少しは《本》を読んでおろうに──情けないのう」

　もっとも、それとわかっていてああした脅しをかけたのだが。

　ふ、とため息をついてから、クレオパトラは、ぱし、と軽く自分の頰ほおを叩き、気持ちを切り替えた。そして。

「さて……いよいよじゃ」

　真新しいインクの匂におい漂う会場を、大人おとなびた笑えみをその唇に浮かべ、見回した。




　　　　　☆




「……いや、本当に助かったよ」

　サークル専用の入場口でチケットを見せて、会場に入った文ふみ人ひとは、鉄てつ柵さくをくぐりながらまだ祭りのような騒さわぎを続けている駐ちゆう車しや場じようの人の列を見つつ、雲くも木きに言った。

「そんな……チケット、わたしが手に入れたわけじゃないし。むしろ、お礼を言わなくちゃならないのは、こっちだよ。わたし一人ひとりじゃとても売り子なんて無理だったし、知らない人と一緒なんてもっと無理だったもの」

「いや。そうじゃなくて、ここまで送ってくれたこと」

　文人たちは公共の交通機き関かんで来たのではなかった。雲木の父親が車で送ってくれたのだ。

　車に興きよう味みのない文人にはそれがなんという車なのかはわからなかったが、キャンピングカーだということぐらいはわかった。

　あの手の車には初めて乗ったのだが、実に快適だった。まるで動く家だ。もしも将来、買うことがあったならぜひともキャンピングカーにしよう、と思うほどによかった。

　しかし何より助かったのは、崎さき田た姉妹をこの消防士のような格好のまま電車に乗せずに済んだことだった。

　会場についてから着替えればいいじゃないか、という文人の意見に、二人ふたりは頑として従わず、

「遠足は家を出て戻るまでよ」

　などと、理屈にもなっていないことを言って、譲ゆずらなかった。

　まさか無理やり脱がすわけにもいかず、いっそ別々に出かけようかと思っていたところへ雲木から救いの電話があったのだった。

「お父とうさんが、車出してくれるって言うんだけど……」

「ぜひ！」

　断る理由などなかった。

　しかし、文人は気づくべきであった。何ゆえ、彼女の父親がわざわざ車を出してくれたのかということを。ただの親切ではなかった。それは、家の前で待っていた文人たちの前に停まったキャンピングカーから降りて来た雲木の父の表情を見ればわかった。

　どんな男がうちの娘を、という顔だった。一目確たしかめてやろう、という目だった。

　いやお父さん、僕は別にあなたの娘さんと交際をさせてもらっているわけではないんですよ、と思わず余計な説明をしたくなった。しなかったが。

　だが、彼の表情はすぐに和らいだ。

　理由は簡かん単たんだ。

　待っていたのが文ふみ人ひと一人ひとりではなかったからだ。フィフに崎さき田た姉妹と他ほかに三人もの女子がいたことで、どうやらこれはデートなんかではないとわかったようだった。

「正直、どうしようかって思ってたんだ。あの格好で電車に乗るつもりだったんだから、あの二人ふたり」

　先を行く銀ぎん色いろの背中二つを見て、雲くも木きは、ああ、と苦笑した。

「それはそうだね。そうなったら、わたしもちょっといやだったかも」

「だよな。早速、揉もめてたし」

　先刻、入場口でスタッフとひと悶もん着ちやくあったのだ。コスプレしたままの入場は困るとか何とか言われて。それに対してチカは、

「これはコスプレなどではない！　崎田家秘伝の耐火防炎服を愚ぐ弄ろうするのか！」

　と凄すごんで見せてスタッフを困らせた。

　噓うそである。

　崎田家秘伝の品なんかではない。チカが作ったオリジナルだ。ちなみに彼女たちのチケットは、用意されてなかったのだが、どこからか調達してきたらしい。

　結局、他のスタッフもやってきて協きよう議ぎをし、こんな格好に該がい当とうする漫画もアニメもない、ということで、おかしくはあるがファッションらしい、と引き下がったが、こんなファッションはない。

　しかし、ここのスタッフの頭の中にはあらゆる漫画やアニメのデータが詰まっているのだろうか。コスプレではない、という結けつ論ろんが出るまでが異様に早かった。

　何とかそこは通過したものの、彼女たちの取ったチケットはフロアが違うということで、一般入場後にフロア間の移動が出来るようになったら合流する、ということで一いつ旦たん別れ、二人は異様に注目を浴びながらそれを気にする様よう子すもなく、行ってしまった。

「けど、驚おどろいたでしょう」

　ちらちらと文人を見て、雲木は少し申し分けなさそうだった。

「何が？」

「お父とうさん。わたしが男の子と──江え本もととイベントに出るって聞いたら、何か急に張り切っちゃって……もう、馬ば鹿かだよね」

　ここで、ああ馬鹿だ、と言ってはいけないということぐらい、文人にもわかった。

　文人は知っている──雲木が自分のことを好きなのを。

　彼女はそれを知らない。

　知るに至った経けい緯いがあまりにもルール違反なので、文人は彼女の気持ちを知らないふりを続けているのだが、それはとても鬼畜な行為な気がして、こういうときには胸がちくりと痛む。

　無ぶ難なんなのは、曖あい昧まいに笑うことだ。

　なので、文ふみ人ひとはそうした。

　笑えみは、どのようにもいいように取れる。雲くも木きも安心をしたのか、ほうと息をついた。

　文人も安あん堵どした。

　こういう探りあいのようなことは苦手だ。

「ところで、そのスポーツバッグは何？」

　文人は雲木がキャリーに積つんだ段ボール箱の上に載せている鞄かばんを指した。

「えっ？」

　何な故ぜ、そんなにうろたえる？

　箱の中身はわかる。柄つか森もりに頼まれた彼女の同人誌だ。しかしバッグは？　こんな大きなものに詰めなければならないような物があっただろうか？

「え、えっと、その……こ、これは、柄森に言われて……」

「え、なに？」

「な、内ない緒しよ」

　雲木は頰ほおに血の色を上らせて、つい、と顔を背けた。

　何故、赤くなる？

　すごく理由を聞いてみたかったが、してはいけない気がして、そっか、とだけ言って、とにかくもう触れないことにした。

「フミヒト！　フミヒト！」

　会場に入るなりどこかへ駆けていってしまったフィフが戻ってきた。

「人の名前を大声で連呼するな！　個人情報が垂れ流しだ！」

「それは自じ意い識しき過剰というものじゃ！　それより、なあ、聞いてくれ！　聞くのじゃ！」

　ぐいぐいとダウンジャケットの袖そでを引っ張られた。

　何をそんなに興こう奮ふんしているのだか。

　大きな紫むらさき色いろの瞳ひとみが、漫画のようにきらきらしている。比ひ喩ゆではなく本当にきらきらしているのだからハラハラする。

「わかったわかった」

　このままで無視していると、フィフの異変に気付いて、雲木に彼女が人間でないことがばれてしまうかもしれないと思い、聞くことにした。話を聞くぐらいなら、大したことではない。

「で、何？」

「本じゃ！」

　フィフは、ば、と両腕を目一杯広げた。

「本がたくさんじゃあっ！」

　まるで、宝くじで三億円でも当たったかのようだった。そんなにうれしいのだろうか。その気持ちは、本にまったく興きよう味みのない文人には、よくわからなかった。

「……まー、そうだろうなー……そういうイベントだし」

「なんじゃその言い方は！　感動が足らん！」

　また、足を踏まれた。痛くはないが、さらに指を鼻先に突きつけられた。

「出版不況だの、読書率の低下などが叫ばれている昨今にあって、これだけの人間が自ら本を作って集まっているのじゃぞ!?　さらにそれを買おうと外には何十万人もの感心な者たちが集まっておる！　しかも恐ろしいほどの早朝から！　なんという熱ねつ意い！　なんという感心者たちじゃ！　そうじゃ。褒ほう美びに拙せつがほっぺたにちゅーをしてやろう！」

「待て待て、ちょっと待て」

　文ふみ人ひとは走り出したフィフの細い腕を摑つかんで引き止めた。

「そんなことをしたら、大おお騒さわぎになるだろ。心の中で誉ほめておくだけにしとけ」

「しかしじゃな！　拙は本の精せい霊れいとして──」

「だーっ！」

　文人は大声でフィフの言葉を遮さえぎった。雲くも木きが驚おどろいて眼鏡めがねの向こうで目を丸くしたが、仕方がない。理由を説明するわけには行かない。それは即すなわち、自分たちが彼女の記き憶おくをいじっているという、最低なことをしているということを知られてしまうことだった。

　フィフを引き寄せて、文人はヘッドロックをかけるような格好で彼女の耳に口を寄せた。

「バカッ。浮かれて正体がばれるようなこと言ってんな！　そうでなくてももう十分巻き込んでるんだから！」

「あ──す、すまぬ……」

　さすがにはしゃぎすぎたと自分でも気付いたのか、フィフはおとなしくなった。

　息をつき、腕を外して雲木を見ると、まだびっくりした顔をしていた。文人は肩を竦すくめてフィフの頭に手を置き、作り笑いを浮かべた。

「まったく。はしゃぎすぎだっての。なあ」

「……すまぬ」

「まあ、いいじゃない江え本もと。この雰囲気、お祭りの前みたいだもの。テンション上がっても仕方ないよ。それに、フィフちゃんの言ったことも、ちょっとわかるな。わたしもこういうのに参加するのって初めてだけど、皆、自分で作るほど本が好きなんだって思うと、図書委員としてはやっぱりちょっとは嬉うれしいもの」

「ふうん……」

　文人にはしかし、やはりよくわからなかった。

　家には行方ゆくえの知れない装そう丁てい師しの父の手がけた本がいたるところにあって、物心ついた時には本に囲まれて暮らしていた。生活は本が優ゆう先せんされ、不便を強しいられた思い出が多々あり、編へん集しゆう者しやの母も、家庭よりも仕事、の人であったから本の中で一人ひとりで過ごすことも多く、気づけば、見るのも嫌いやになっていた。

　さすがに小学校の六年間で、図と書しよ館かんに足を踏み入れると吐く、というのは克服したが、あえて近づきたいとは思わないのが、《本》だった。

　そんな自分が、それからわずか数年でこうしたイベントに参加しているのだから運命とは皮肉でわからないものだった。

　もっとも、今日きようにしても本を好きで参加をしているわけではなかったが。

「ほら、もう行こう」

　文ふみ人ひとはフィフの後頭部を軽く押して、自分たちに用意されたスペースへ向かった。

　柄つか森もりに渡されたマップでは、Ｇ列の三五となっている。

　位置は列の丁度半ばあたりで、大きく《創作系》と色分けされていた。他ほかには《二次創作》《ファンジン》《特とく撮さつ》などの区分がされている。

「なあ、雲くも木き。《創作》と《二次創作》ってどう違うんだ？」

「うーん……わたしも詳しくわかってるわけじゃないけど」

　そう前置きをして、雲木は言った。

「確たしか、《二次創作》っていうのは、漫画とかアニメとかの登場人物を使って自分で新しい話を作ったりすることじゃなかったかな」

「それ、《ファンジン》とはどう違うんだ？」

「……んー……どう違うんだろ」

　雲木は眼鏡めがねを押さえるようにして、首を傾かしげた。《ファンジン》は、好きな作品への思いや批評を本にした同人誌のはずだが、まあ彼女も初参加なのだから、詳しいことを知らなくても当然だ。

　とにかくそうした区分けがあって、同じジャンルのサークルは同じスペースに集められているということだ。

　これには一般参加者の利便性と同時に、サークル参加者同士で（買い手と売り手という言い方はしないのだと文人は教えられた。買うほうも売るほうも同じくイベントを作る参加者、ということなのらしい）親しん睦ぼくを深めやすいようにという理由もあるらしい。

（親睦、ね……）

　長いテーブルの間の通路を進みながら、文人は辺りの様よう子すを窺うかがい見た。

　彼らがいわゆるオタクと呼ばれる人々なのだろうか。存在は知っているが、見る──というか会うのは初めてだ。秋あき葉は原ばらにも行ったことがないし、クラスメートにもそれらしい人物はいないと思われたが、知らないだけかもしれなかった。

　柄つか森もり泉いずみはどうなのだろうか。彼女がオタクなのだとしたら、そうである人とそうでない人の区別など、つかなかった。少なくとも目に見える範はん囲いの人々は、格好も髪型も《普通》に見える。少し、眼鏡率は高いようにも思えるが。

「フミヒト、ここじゃ！　こっち！」

　前を行くフィフがテーブルのひとつに手を置いて、文ふみ人ひとを招いた。

　それにしても目立つ。

　銀髪紫し眼がんの美少女──フィフには決していわない。図に乗るから──なのだから、当然といえば当然だが、注目の的だ。

　当然、自分たちも注目されることになる。それはあまりありがたいことではなかったが、フィフにまさか髪を隠せともいえない。よしんば帽子をかぶったところで、あまり変わりはないようにも思えた。纏まとった雰囲気でどうしたって目立つからだ。

　ロの字に並べられて閉じられたテーブルの下を潜くぐり、パイプを椅い子すを降ろして開いてから、荷物を上から運び込んだ。自分たちの荷物はこのテーブルで囲まれたスペースに置くようで、他ほかのサークルもダンボールを積つみ、梱包を解いてテーブルに本を並べていた。

「いい匂においじゃ」

　腰に手を当ててフィフは辺りを見回した。別に美う味まそうな料理の匂いはしない。おそらくは新しい本の、インクの匂いのことだろう。

「嬉うれしそうだな」

　カートに段ボールを縛しばり付けていた紐ひもを解ほどきながら言うと、フィフは振り返って、んん、と首を傾かしげた。口元に笑えみがこぼれている。

「いまのフィフを例えるなら……レッドデータアニマルを見つけた動物学者、っていったところかな？」

「何を言っておるのかわからんが、微妙に馬ば鹿かにされた気がするぞ」

「気のせいだ」

　文人は段ボールを降ろした。

　ガムテープを剝はがしていると、フィフと雲くも木きもやってきて覗のぞき込むようにしたので手元が暗くなったが、文句は言わなかった。

　蓋ふたを開くと、整せい然ぜんと背表紙が見える形に収められた二〇冊の《本》が表れた。一冊ずつビニールで梱こん包ぽうしてある。

　金の箔はく押おしで『子猫はたたらない！　～宇宙編へん～』としたタイトルが、少し眩まぶしい。

「これ、江え本もとがやったの？」

　驚おどろいた様よう子すで言う雲木に、文人は頷うなずいた。

「崎さき田た姉妹の手ほどきを受けてだけどね。あの二人ふたり、やり方を教えてはくれたけど手て伝つだってはくれなかったんだよ。……まあ、フィフがそうさせたんだけど」

「当然じゃ」

　フィフは威い張ばるように胸を反らせた。

「拙せつらのような《本》は、一から十まで《まいすた》が一人ひとりで創つくらねばならん。そうでなくては《命》は宿らん」

「え……？」

　雲くも木きが眉まゆをひそめるのに、文ふみ人ひとは慌てて、いや、と言った。

「ようするに思い入れが大事なんってことなんだな！　つまりは！」

　文人はフィフの脛すねを軽く蹴けった。

　反はん撃げきはなかった。さすがに自分でも失言したとわかったのだろう。まったくいちいち迂う闊かつすぎる。やはり今日きようのフィフはおかしい。

「すまん」

　文人だけに聞こえるように言った声を聞きながら、これ以上突っ込まれる前に話題を逸そらせようと、文人は段ボール箱から本を取り出した。

　テーブルの広さを考えると、全すべてを並べることは出来ない。柄つか森もりから託された分もあるのだ。というよりもそちらがメインで、自分たちの本はおまけだった。

「それで、柄森の本って？」

「あ、うん」

　雲木は自分が預かってきた本をダンボールから出した。オフセットの既刊とコピー誌の新刊。

「薄うすいんだな」

　三ミリもない。そういえば図書室にあった同人誌も皆、そんな感じだった。

　比べると、文人の本は非常に分厚い。

　ページ数は柄森のよりも少ないのだが、《飛び出す絵本》はとにかく嵩かさ張ばるので、僅わずか数ページでも辞書のような厚さになるのだった。

「そういえば、どんな本なんだ？」

「見る？」

　差し出された本を受け取って、ぱらぱらとめくると脇わきからフィフが覗のぞき込んできて、頰ほおが腕に触れた。胸の小さな革かわ装そう丁ていの表紙の奥で、折りたたまれた心しん臓ぞうがわずかに膨ふくらんだ。

　たかがこんなことで。文人は自分を嗤わらって、極力意い識しきから彼女の感触を追い出しながら、柄森の本に意識を集中した。

　漫画だった。

（そりゃあ、まあそうか）

　柄森泉いずみは漫研部員だ。その彼女が作る本なのだから、順当なところだろう。さすがに絵は上う手まい。書かき慣なれている、という感じがした。コピー誌の画集でもある『子猫はたたらない』のために書いてくれたキャラクターデザインはアニメっぽい感じだったが、この本の絵は不ふ思し議ぎな感じだった。美術の教科書にでも載っていそうだ。有名どころの週刊漫画雑誌に載っているのとは違っていた。間違っても載らないような、そんな感じだった。

「なかなかじゃな」

　ふうむ、とフィフが唸うなったが、文人はわからなかった。

　ちゃんと読んだわけではないから何とも言えないが、おもしろいのだろうか、と思ってしまった。

　日常を描いたものらしいが、ラブシーンやベッドシーンがあるわけでも、戦いのシーンがあるわけでもない。

　淡々と。淡々としている──そう感じた。

「……どう？」

「どうだろう」

　文ふみ人ひとは本を閉じ、雲くも木きに返した。

「どうなの？」

　逆に訊きき返してみた。すると雲木は、

「どうなんだろうね」

　と微笑ほほえんだ。

　どうやら彼女にも判断はつきかねるらしい。それはそうかもしれなかった。文人はついぞ雲木が漫画を読んでいるところを見たことがない。

　しかし、これで柄つか森もりの本には固定客がいるというから、きっと自分たちがわからないだけなのだろう、と彼女の本を並べるのを手て伝つだいながら、文人は思った。

　漫画は読むのに訓練がいると聞いたことがある。本は全すべてそうらしい。読もうと思えば誰だれでも読めるが、読み取れる情報量が違うのだとか。

　つまり柄森の本は、漫画上級者のためのものなのかもしれない。

　だとしたら、ずぶずぶの素人しろうとの自分がわからなくても恥じることはない、と考えながら自分の本を、うまれて初めて丸ごと作った《仕掛け絵本》をテーブルに出した。

　テーブルに置けるのは、四冊だった。それ以上積つむと滑って崩れる怖れがあったし、買ってくれる人との代金のやり取りがしにくくなる。

　開いて立てた見本より本が高く積みあがるのも、売れ残っているようで良くない。

　品しな薄うす感かんを煽あおって購こう買ばい意欲を高めるのは、商売の基本だ。限定、というポップも用意した。

　それにしても。

　表紙を見ているだけで、苦労が蘇よみがえってくる。もう三日、まともに寝ていないことも思い出してしまい、急に瞼まぶたが重く感じられた。

（しっかし本当に、よく完成したよ……）

　文人は深く息をついて、ビニールに包まれた表紙を、そっと、撫なでた。
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「今さら言うことでもないが、《飛び出す仕掛け絵本》の仕掛けの基き礎そは、《平行折り》と《斜め折り》、この二つだけじゃ」

　コミエス参加当日の二日前。

　ベッドの上で胡坐あぐらをかいたフィフがそう言うのを、作業をする文人はハサミを動かす手を止めずに背中で聞いていた。

「どんな複雑な仕掛けも、この二つの応用と組み合わせでしかない。角度や位置、取り付ける場所によって、無限の可能性を秘めてはいるがの。単純なものほど奥が深いのじゃ」

「ほんとうに今さらだな」

　しゃきん、と文人はハサミを鳴らした。

　言われなくても、いやというほどわかっている。思い知っている、と言ってもいい。

　ここ数日、もうずっとその二つのことだけを考えているのだ。

　平行と斜め。

　これをあーして。あれをこーして。ここに貼はりつけて。ここに差し込んで。折って。角度はこうで。二重にして。

　そんな風にぐるぐると。

　ポップアップのほとんど全すべてはたった二つの構造で出来ている。つまみ仕掛けの《プルタブ》というものもあるが、これは《飛び出す》仕掛けではないので除外する。

　たった二つ。

　だが、それは無限の二つだった。

　対は無限だ。

　例えば男と女。人はその二つの性で命を結ぶ。

　結果としての命の設計図である遺伝子も、二重螺ら旋せんという対の構造で出来ている。

　ならば同じく《平行》と《斜め》の二つの折りで、果ては人体を創造するというのも、あながちおかしな話ではないのかもしれない──などと。

　文人は切り取った型紙の端を折り曲げながら苦笑した。

（……いや、おかしいって）

　飛び出す絵本から本物の人間が飛び出してくる、などという非ひ常じよう識しき極まりない現象の只ただ中なかにいてさえ、文ふみ人ひとはそう思う。

　対がどうの、無限がどうのなんていうのは単なるこじつけ、単なる詭き弁べんだ。自分の理解に無理やり現象を当てはめようとして弄ろうしたただの噓うそだ。

　実際には何でかなんてわからない。

　理屈も理り論ろんも通用しないし、理解しようとしても出来ない。

　しかし、古代の紙を使って仕掛けを作るとそれが実体化するという《事実》は、厳げん然ぜんとしてあった。というか、その《事実》が後ろで講こう釈しやくをたれていた。

「いつだって基本に立ち返ることは大事なことじゃ。どうしたらよいのか迷ったとしても、元はたった二つの仕掛けだと思えば気も楽じゃろうが。ひとつひとつ重ねて積つみ上げて、そうしてようやく高みに到達することが出来る。ローマは一日にしてならず、じゃ」

「僕はそんなすごいものをつくるわけじゃないぞ」

「何を言う！　都市ひとつより、人一人ひとりを創つくる方がすごいじゃろうが！　命じゃぞ、命！」

　しかも紙で、とフィフは息を荒くした。

　どうして彼女が興こう奮ふんして偉そうなのかわからなかったが、文人はそこは追求しないことにした。言い争うのは面めん倒どうであったし、作業も遅れ気味なのだ。

　フィフもそれをわかっているはずなのだが、まるでラジオのように延々と喋しやべり続けなのは、やることがないからなのだろう。

　彼女は最さい難なん度どの《生きた仕掛け》ではあったが、人間が自分の組成をわからないように、どういう仕掛けで出来上がっているか、把握はしていなかった。ならば、と、一度、勉強のために構造解析をさせてくれ、と頼むと、

「ななな何を破は廉れん恥ちなことを言っておるのぢゃっ！」

　と、顔を真まっ赤かにして拒否された。自分で自分をきつく抱きしめるようにして、断固として拒まれた。

「なんでだよ」

「なんで!?　当たり前じゃろうが！　自分で何を言っておるかわかっておるのか!?　おまえは拙せつに、体の中身まで見せろと言っておるのじゃぞ！　開いて、拡ひろげて、襞ひだの奥まで調しらべようなどと──この変態！」

「そんなつもりはない！」

　結局、その話はそれでしまいだった。

　フィフのことを調べるのが何より上達の早道に違いないのだが、どうしても許してはもらえなかった。

　ならば、と《奴やつ》に変えられた心しん臓ぞうを調べてみようか、と思ったが、開いて飛び出した一いつ瞬しゆんこそ《紙の仕掛け》なのだが、すぐに本物の心臓へと変わってしまうので、勉強にはならなかった。

　とにかく、彼女は芸術的な《仕掛け》ではあるが、既に創作者としての腕は文ふみ人ひとの方が上だった。前任の《マイスター》の傍そばで基き礎そは学んでいたのだろうし、門前の小僧習わぬ経を読む、の喩たとえもあるから、一家言は持っているが、そこまでだった。

　それに、今度の《本》は文人が一人ひとりで創つくることに意味があった。一人で一冊の本を完成させることに意義があった。そう命じたのはフィフである。ゆえに、具体的な口出しも出来ず、ますます暇をもてあましているといったところだろう。

　彼女は黙だまったかと思うと、しばらくはぎしぎしとベッドのスプリングを鳴らしていたが、それにもすぐに飽きたのか、跳ねるようにしてベッドを降り、少しだけ遠えん慮りよがちに文人の隣となりにやってきて、手を後ろに回して立った。

　ノースリーブのワンピース姿。父の作品の保存のために空くう調ちよう管理が徹てつ底ていしている江え本もと家けは、暑かったり寒かったりということがない。フィフは紙だが、気温を感じることも出来るということで、冬には冬の格好が必要で、文人は彼女のために幾つも冬服を作ったが、家の中ではどちらかといえば軽装のフィフだった。

「で、どうじゃ？　すすんどる？」

「まあね」

　おまえが邪じや魔ましなきゃもう少しはかどるんだけど、とは言わなかった。結局、ここまでずるずると遅れたのは何もフィフのせいばかりというわけではない。

「全部で六つじゃろ？」

「ああ」

　フィフが言ったのは、仕掛けの数のことである。多くも少なくもない。市販されている仕掛け絵本も大体そんなものだった。それで大体本の厚さは五、六センチになる。

「あと、どのくらいで終わる？」

「そうだな……五、六時間かな。残り、三冊だし」

「じゃあ、すぐじゃな！」

「でもないさ」

　ハサミを止め、文ふみ人ひとは息をついた。

「まだ、装そう丁ていの作業が残ってる。二〇冊まるまるね。デザインは崎さき田た姉妹がしてくれてるし、材料も型紙も用意してくれてるはずだけど、装丁自体は僕がやらなくちゃならないんだから、全部が完成するのは、ほんと、ぎりぎりだよ」

「ふうん……拙せつも何かしようか？」

「するって、なにを？　フィフが言ったんだぜ？　全部一人ひとりで創つくらなくちゃだめだ、って」

「それはそうなんじゃけれど……《本》を作るのを手て伝つだう以外に、拙にも何か出来ることがあるじゃろ？　してほしいことがあるじゃろ？」

「してほしいことねえ」

　別段、肩もこってはいないし、食べたいものもない。最近は、疲れているからなのか、何を食べてもおいしく感じないので、むしろ食事は遠えん慮りよをしたかった。

　強しいて挙げるなら、ちょっと《本》の中に戻ってて欲しかったが、それを言うと喧けん嘩かになるであろうことはわかっていた。

　そんなことで時間を取られるのは困るし、それに、

（……戻って欲しいわけでもないし）

　だった。

　フィフのお喋しやべりする声は、いいＢＧＭになっていた。設計の段階はとうに過ぎていて、あとはひたすら手を動かすだけであったから、あまり静かなのも落ち着かない。

　前はまったくそんなことはなかったのだが、いつのまにかフィフがいることに、ちょっと騒さわがしい日常に慣なれてしまっている自分に文人は気付いていた。

（絶対、言わないけどな）

　もしもそんなことを口にしようものなら、そうかそうか、と調ちよう子しに乗るに決まっていた。ならばもっとおいしいものを作れ、出せ、と詰め寄られるに決まっていた。

　人のことを《まいすた》──《マイスター》と言いたいのだろう──と呼びながら、とても敬うやまっているようには思えない。

（まあ……まだ、敬われるような腕をしてないんだけど）

　その自覚は、文人にもあった。何しろ、彼女のパンツひとつまともに創れないのだから。

　といっても、女性の下着というのはこれでなかなか難むずかしい。仕掛けの実体化には作者の想念が不可欠だが、男である文人にはどうしたって壁かべがあるのだ。

　まさか、はいてみるわけにもいかない。そこまで自分を捨てることは出来なかった。

「なんじゃ？　何を黙だまってる」

　フィフは眉まゆをひそめた。

　そういわれても、特にして欲しいことなど──ない。

　お茶の一杯でも、ともいえない。彼女は紙なのだ。この現実の世界の水に触れれば、ふやけてあげくは溶けてしまう。

「拙せつにしてほしいことがあるじゃろ？　なんでもよいよ。頑張る《まいすた》のために、どんなことでもしてあげる」

（いや、その言い方は色々まずいだろ！　パンツ穿はいてない中学生みたいな女の子が口にしていい台詞せりふでは断じてない！）

　しかし、フィフはわかっていない様よう子すで首を傾かしげた。わかられても困る。青少年の微妙な妄想を適てき確かくに言い当てる女子などいやだ。

「そうだな」

　部品を貼はり付けながら、文ふみ人ひとはふっとくちびるをほころばせた。

「じゃあ、ＢＧＭに歌でも歌ってもらおうかな」

「う、歌!?」

「そう。歌。なんでもいいぞ」

　歌わないだろう、と思ってそう提案した。そんなこと無理じゃ、といえば、じゃあいいからそこで適当に本でも読んでろよ、というつもりだった──のだが。

「……仕方ないのう」

　まるでＯＫであるかのようなことを言ったので、文人は思わず手を止めて振り向いた。

　そのときにはフィフはもう文人の隣となりから移動していて、ふわりとベッドの上に飛び乗った。ワンピースの裾すそが翻ひるがえって焦ったが、何も見えなかった。

　フィフはベッドの上に置きっぱなしだった自分自身でもある《本》を開いた。するとサブページから、ぽん、と音を立ててマイクが飛び出した。

（あんなもの僕は作ってないぞ！）

　前任者が作ったものを見落としていたのだろうか。先端の真ん丸い、いささか時代がかったマイクを、フィフは器用に空中でつかんだ。

　こほんと咳せき払ばらいひとつ。

　じゃーん、と、どこからかイントロが流れてきた。いや、どこからか、ではない。明らかにそれは《本》からだった。

　聞いたことがあるような、ないような、そんな曲。なんとなくレトロな味わいがある。

　長いイントロを、フィフは裸足はだしのつま先で、とんとん、とリズムを取る。

　マイクを握った手の小指が立つ。

　そして。

（うお！）

　イントロが最高に盛り上がったところで、まるで古い変身ヒーローのポーズのように、フィフは腕を大きく回すように広げた。

　振りだ。振りだった。

　くるりと回り、文ふみ人ひとを見る。

　何て微笑！

　そして、フィフの唇から歌があふれ出した。歌う。歌い上げる。

（おお！）

　驚おどろいた。

　とてもうまかった。超絶だった。プロかこいつは、と舌を巻くほどだった。

　もう仕掛けなど作っていられなかった。フィフの甘く流れる声に歌の世界に引き込まれ、手拍子を取っていた。

（何をしてるんだ、僕は！）

　そう思いながらも文人は、フィフの歌に抗あらがうことができなかった。

　歌はサビの部分に差し掛かり、こんな歌も振りも知らないはずなのに、腕を振り上げ、声を上げていた。
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「フィッフー！」

　馬ば鹿かである。

　だが、わかっていても止められない。脳のう味み噌そのほとんどがのりのりだった。一部冷めた部分が、我に返ったら自殺しろ、と吼ほえていたが、どうしようもない。

　前任者の趣しゆ味みがわからなかった。趣味なのかどうかもわからなかった。だが趣味以外に理由が思いつかなかった。

（いったい……いったいフィフに、アイドルの《仕掛け》を作って何をさせたんだ！　何をさせてたんだ！）

　そんな文ふみ人ひとの心の叫びなど露つゆ知しらず。

　フィフはそれから五曲ほど歌い上げ、その全すべてに文人は声援を送り、結果、《本》の完成はさらに半日の遅れをみたのであった。
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「……馬鹿なの？」

　崎さき田たチカの氷柱つららのような声に、正座をした文人は返す言葉もなかった。

　本体の完成が遅れれば、当然、製本の作業も遅延するわけで、教えてもらう立場でありながら大幅に作業を遅らせるという真ま似ねをした文人は、責められて当然だった。

「面めん目もくない」

　古臭い言葉でフィフもうなだれた。

「フィフのせいじゃないよ。僕が、歌を歌ってくれって頼んだんだ。まさかあんな《力》があるなんて夢にも思わなくて──」

「いや、拙せつのせいじゃ！　自分の《仕掛け》なのにあんなことになろうとは……前の《まいすた》も喜んでくれたのじゃが、あれは拙の《力》が無理やりそうさせておったのじゃな……」

「いや、そうとも限らないだろ。そうならきっと言ってるはずだし──」

　だがフィフは首を振った。

「きっとそうなのじゃ。拙は多くの記き憶おくを失っておる。マイクを手にして、前の《まいすた》が喜んでくれたことは思い出したが、そのあとがどうなったかは憶おぼえておらん。きっと注意をされたはずなのじゃ。封印されたはずなのじゃ。じゃから《奴やつ》との戦いでもあの《仕掛け》は残ったのじゃ。じゃから──」

「そんな反省会はあとにして」

　ばっさりと切り落とすように、チカの声が文人とフィフのやり取りを遮さえぎった。

「本当に時間がないんだから」

　ごめんなさい、と文ふみ人ひととフィフは額ひたいを床につけた。

「まあまあ、チカちゃん」

　とりなすように甘ったるい声でルカが妹の肩を叩たたいた。

「フミーもずっと根つめっぱなしだったんだから、そのくらいの気晴らしはいいじゃん。ていうか。あたしたちの作業も遅れてたから、ちょうどよかった、みたいな？」

「え、そうなの？」

「な──そ、そんなことないわ！　きっちり時間に仕上げました。お姉ねえちゃんも余計な──変なことを言わないで！」

（遅れてたな）

　文人はそう看破をしたが、それを突くようなことはしなかった。事実、作業は遅れているのだから、この上、さらに遅れることは避けたかった。

「わ、わ、そんなに怒ることないのにぃ……」

　首を竦すくめたルカに、ふん、と鼻を鳴らすと、チカはこほんと咳せき払ばらいをひとつして、壁かべに向かって二つ並んで置かれた机に向かい、すぐに戻ってきた。

「──はい」

　文人の目の前に、突き出されたのは一冊の《本》だった。否。本ではない。ハードカバーの表紙部分だけだった。間にダンボールの箱をかませて、形を保っている。

「これ──」

「時間があったから、表紙をひとつ作ってみたの。イメージをつかみやすいでしょう？」

　立派なものだった。

　まるで、売っている本のようだった。

　素材は布。黒い、シルクのようになめらかで手触りのいい布だった。宇宙をあらわしていると思えた。それか黒い猫の毛皮。

「両方よ」

　と、チカは答えた。

　その黒い表紙に銀の星が散らしてある。銀ぎん河がのように。雪のように。

　そして、それを猫が見上げていた。底の丸い金魚鉢を逆さに被かぶった白い猫が。紫むらさき色いろの瞳ひとみで、じっと静かに。今にも動き出しそうに。

「ええと、この絵は……チカさんが？」

「ルカ姉よ」

「にゃはは」

　どこか口くち惜おしそうにチカが言うと、ルカは屈託なく笑った。

　上う手まい。

　そしてなんというか──表紙を見ているだけで、寒々とした孤独と不安、けれども未知の世界へのわくわくとした希望のようなものを感じる。

　文ふみ人ひとは舌を巻いた。

　まさかこれほどとは思わなかった。これほど《出来る》とは。

　装そう丁てい家か《江え本もと春しゆん夏か》の弟子を自称するだけのことはあった。それなりの腕は持っているのだと、初めて実感した。どこかで、そんなことをいっても大したことはないだろう、と思っていた自分に気づいて、恥じた。

　文人は《表紙》を撫なで、その感触を味わった。

　本はさわっても楽しむものだ、そうとわかっている人間は少ないが──というのが父の弁だということを文人は母に前に聞いて知っていたが、なるほどその通りだった。

　猫が見上げているのは宇宙だ。

　そしてタイトル。

　金の箔はく押おしで『宙の猫』とゴシック体で刻まれていた。

　素す晴ばらしい。素晴らしいが。

「……タイトル、違うよね？」

　文人が作った仕掛け絵本のタイトルは、『子猫はたたらない！　宇宙編へん』だった。それに。

「……主人公も違うんだけど」

　確たしかに猫が主人公ではあるし、文人が書いたあらすじでもちゃんと猫だったが、中身の猫は柄つか森もりの指し導どうでもっと漫画的、アニメ的にリファインされていた。

　猫耳の生はえた少女に。

　しかし表紙の猫は普通の子猫だ。

　これでは読者を欺あざむくことにならないだろうか。それにやることが逆だ。中身はキャッチーなのに表紙がそうでないなんて。

「ああ、あれ」

　チカはいかにも嫌いやそうに眉まゆをひそめた。

「わたしたちの装そう丁ていとは合わないから、変えたわ」

「変えた、って……そんな勝手に……」

「あら。だって、デザインは一任してくれたんでしょ？　だから頑張ったのよ」

「それはわかるけど……でもこれじゃあ、ちぐはぐだよ。中身はこれなんだからさ」

　文人は立てた親指で、いつの間にか猫耳を装着したフィフを指した。

「にゃーん」

　とふざける。というかからかっている。

「どう？　合うと思う？」

「合わないわね」

　そんなことはわかっている、という口振りだった。それでもあえてそうしたのだ、と彼女の目はいっていた。

（この目……）

　文ふみ人ひとは知っていた。記き憶おくの奥のかすかなかすかな部分がそれを憶おぼえていた。

（……父とうさん）

　だった。同じ目だった。

　芸術品、とまでいわれた父の装丁ではあったが、その一方で《作家殺し》との異名も持っていた。あまりの装丁の素す晴ばらしさに本の中身が喰くわれる、と。

　崎さき田た姉妹の仕事も、その匂においがした。無む論ろん、彼女たちの作った表紙に自分の本が食われている、とは思わない。素晴らしい装丁だが、そこまでの出来ではない。

　しかし、表紙の印象で手に取った読者が、中身とのギャップに失望するであろうことは簡かん単たんに予想出来た。

　にくまんだと思って食べたらあんまんだったみたいなものだ。チョコレートだと思って齧かじったらカレールーだったとか。

　とにかく、ギャップ、という言葉ではすまない、読者を欺くことになってしまう。それは駄だ目めだった。父と同じことを、自分の初めての本でするのだけはイヤだった。だから。

「……駄目だ」

　表紙を床に置いて、文人ははっきりと言った。

「これは認められない」

「なんですって？」

　チカの瞳ひとみが険悪な輝かがやきを帯びた。ルカの表情も固まる。

「わたしたちの装そう丁ていが気に入らないっていうの？」

「ああ、気に入らないね」

　引く気はなかった。ここで引けば、それは、父に負けたことになる。この家を占領している本たちに降伏することになる──そう思えた。

「僕の作った《仕掛け絵本》はこの表紙からイメージされるような《中身》じゃない。僕も柄つか森もりさんの擬ぎ人じん化か案に全面的に賛さん成せいというわけじゃなかったけど、受け入れた以上は最善を尽くした。今もてる技術の粋すいをもって完成させた。なるほど、あなたたちは確たしかに父とうさんの弟子だ。実際に教えを受けていなくても確かにそうだ。だけど、僕はそんな父さんを、あいつのやり方を否定して生きてきたんだ。本の中身を殺すような装丁は、ただの自己満足だ。どんな装丁でも救いようもない屑くずな中身ならともかく、僕は自分の作ったあれをそんな風には思っていないし、たとえこれが父でも譲ゆずらない。もう一度いうよ。この表紙は、僕の本の表紙じゃない。別の本のための装丁だ。作り直してください」

　チカの頰ほおが引ひき攣つった。

　それはそうだろう。全否定されたのだ。これで怒らないようなら、それはそれで困る。自分の作ったものに愛着がないということだから。

「言って、くれるわね……」

　拳こぶしが震ふるえている。文ふみ人ひとは殴られるのも覚悟した。だが、たとえ殴られても言ったことを引っ込めるつもりはなかった。彼女たちに装丁を任せはしたが、それは、本の中身を無視して好き勝手やっていいということではないのだ。そんなことは説明の必要もない当然のことだ。

「あんたなんかに──っ」

　何がわかる、と言いたかったのだろう。そう吐き捨てるつもりだったのだろう。だが。

「まあまあ、チカちゃん♪」

　ルカが割って入った。

　その顔は笑っていた。だがその笑えみは薄うす皮かわ一枚だけで、下には青い炎のような怒りが燃もえているのが文人にはわかった。

　怖い。

「いいじゃない、作り直そ？　確たしかに、フミーの言う通り、ちょっといい気になってたかも」

「でも姉ねえさん──！」

　ルカが微笑ほほえんだまま睨にらむと、チカは言葉ごと息を飲み込んだ。

「フミーの言うことは正しいよ。確かにそう。本の装丁はその中身を反映して凝ぎよう縮しゆくして、一目で魅み力りよくがわかるように体現させなくちゃ。その点で、わたしたちの作ったこれは確かにあまりにあの猫耳少女とはかけ離はなれてる。うん。それは認める。でも、ね」

　ゆっくりと向き直ったルカに、やわらかく微笑まれ、文人は背筋が寒くなった。

　ナイフを突きつけられたような気分だった。

　これからあなたを殺します、と言われても自然な気がするくらい怖かった。

「フミー。あなたはひとつ間違ってる。春しゆん夏か先生の装そう丁ていが《本》を殺していたんじゃない。春夏先生の装丁に喰くわれてしまうなら、それはその《本》がその程度の、もともと、春夏先生が装丁するに値しないような、《屑くず》だったということよ。フミーの言っていることは、素人しろうとが名人にお願ねがいしておいて自分のレベルに合わせろというような話。そんなこと、出来るわけがないでしょう」

（凄すごい……）

　文人は、自分の父親をここまで崇すう拝はいする言葉を初めて聞いた。これはもうほとんど宗教ではないか、とそう思った。

　すると、すぐ後ろで、くくっと、フィフが笑った。銀髪に差し込まれた、作り物の猫耳が揺れる。

「そなたら、自分たちもそうだと？　フミヒトの本は屑で、だから自分たちの装丁に文句をつけるのはおこがましいと？　そう言いたいのか？　それこそ随分とおこがましい話じゃのう」

「まさか」

　ルカは首を振った。

「いくらなんでもそこまで自分を知らなくはないわ。わたしは春しゆん夏か先生の話をしたの」

「そなたの言う通りじゃったとして、ならば何な故ぜシュンカはそんな仕事を受けた？　跳ねつければよいではないか」

「先生はきっと檄げきを飛ばしていたのよ。自分の装丁に見合う本を書いてみろ、って。それに、作品を発表しない名人っていうのも《自称》みたいでかっこ悪いし」

　ふふっ、とルカは笑った。今度は本当の微笑で、文ふみ人ひとはほっとした。だが、安心するのは早かった。

「というわけでえ」

　ルカは文人に向かって手を差し伸べた。

「完成した《本》を見せてくれる～？　それに合わせて装丁をやり直すから。ただしい」

　微笑がまた仮面になる。

「装そう丁ていをするに値しない出来だったら、容赦なく駄だ目めを出すからねっ♪」

　間違っていた、と文人は知った。

　ルカが姉を名乗るにはそれなりの理由があったのだ。最後の最後で本当に怖いのは、仕切っているのは彼女なのだと、文人はようやく理解した。




　　　　　☆




「ど、どうかな……？」

　同じ頃ころ、雲くも木き詠よみは自室で柄つか森もり泉いずみと向き合っていた。

　頰ほおが熱あつい。それだけでなく体も。そしてそれは、強めにしたエアコンのせいでないことをわかっていた。

　服の──否、服などとはとても呼べないこの格好の、せい。

　ミルクのような、白い首までのタイツ。

　普ふ段だんなら絶対にはけない、恐ろしいくらい短いプリーツスカート。

　その裾すそからはワイヤーの入った白い尻尾しつぽが飛び出しており、頭には猫耳の付いたカチューシャが載っている。

「うーん……」

　椅い子すに座って足を組んだ柄森は、眼鏡めがねに手を添えるようにして唸うなった。

　ロングのしっとりとした黒髪が揺れる。

　そんな彼女は黒いタイツにミニスカート、タートルネックのセーターという格好で、横には大きなボストンバッグが置かれていた。中には父親の着替えなどが入っている。彼女の父親は今入院中で、明後日あさつて手術なのだ。

　そのためにコミエスに参加することが出来ず、涙を飲んで文ふみ人ひとたちにチケットを譲ゆずったのだったが、その条件の一つが、雲くも木きのイベントへの参加だった。

　とはいえ、本を作るわけではない。

　雲木の役目は、柄つか森もりが作った既刊本と新刊のコピー本の販売だった。

　新刊は、このような状況だからとても作ることが出来なかったので、しかし、自分のサークルを目当てにやってくる人に悪いからと、急きゆう遽きよ、コピーした紙を二つ折りにしてホッチキスで閉じただけの簡かん単たんな本を作ったのだった。

　そしてその中身は、文人の作る《仕掛け絵本》のキャラクターデザイン画集だった。

「これでも固定の読者はいるのよ」

　と彼女は少し誇らしげに言った。

「まあだから、何冊かは売れるんじゃない？　江え本もとの本も。ただ、話はわたしが作ったわけじゃないから、そこをどう思われるかだけど」

「凄すごいねー……」

　お世辞でもなんでもなく、雲木はそう思った。この自信。少し分けて欲しかった。特に何が出来るというわけでもない雲木には、柄森や、文人のように、作品をこの世に生み出せる人はうらやましく、また、まぶしかった。

（そこが好きなのかなー……）

　自分が彼のことを好きな理由はそういうことなのだろうか、とも思ったが、文人が《仕掛け絵本》に興きよう味みがあるのを知ったのは、最近のことだったのを思い出した。

（そこも好き、だよね）

　どうしてとかなんでとか、考えれば考えるほどわからなくなる。最初は本当に、どちらかといえば苦手な男の子だったのだ。《本》が嫌いで、わざと読書の時間を忘れているようなところもあったから。

　それが、いつからか。

（楽しみに思うようになってた）

　読書の時間を。彼が《本》を忘れるのを。なぜならそのときだけ、二人ふたりだけで、気兼ねなく話すことが出来たから。

　クラスの男子と二人きりで喋しやべることは、意外と、ない。

　特に文人は誰だれにでも人当りが良く、常に人といるタイプだった。そうでないときはどこにも姿が見えず、あえて捜すのも、クラスの女子に変に思われそうで、出来なかった。

　それが、今のように親しく話が出来るようになったのは、フィフのおかげだった。

　彼女が留学生として文人の家にホームステイして、彼が彼女の面めん倒どうを見ることになったそのおかげだった。

　フィフは本が好きで、大好きで、そんな彼女が、学校で、この街で、本のことを知りたかったら文ふみ人ひとを頼るしかなく、しかし彼にはそんなスキルはなかったので、結果として彼は図書委員を、つまりは自分を頼った。

　それは当然の結果だったのかもしれないが、天の配はい剤ざいに雲くも木きは感かん謝しやしていた。

（けど、それだけだけど）

　ほ、とため息が出た。

　よく話すようにはなった。フィフにつれられて図書室にも頻ひん繁ぱんに来るし、一緒にいる時間はずっと多くなった。なのに。

（前より、ずっと切ないのは何でかな……）

　もどかしいし、苦しかった。

　不安はずっと大きくなった。

　文人の周りには、いつも誰だれか、女の子がいる。フィフはともかく、夏か宰さい都みやこ司書や、この前には、崎さき田たという苗みよう字じの双子の美人姉妹と一緒に暮らしているのだと知ってしまった。

　一つ屋根の下に、あんな胸の大きな女性と暮らしているということを考えると、じりじりと胸の奥が焼け焦げるような思いがする。

（江え本もとも男の子だから……）

　男子はすべからく胸の大きな女性が好きなはずだった。

　そうでなくて、どうしてこんなに胸の大きな女性ばかりが雑誌の表紙を飾ろうか。コンビニに行けばそうだとわかる。

　文人が例外であるという保証はない。現に、夏宰都の反則的な露ろ出しゆつの胸を見て、息を飲んでいるところを何度も見ていた。

「だから、その胸」

　柄つか森もりの声に、雲くも木きは、えっ、と驚おどろいた。まるで心を読んだかのような台詞せりふだったので、思わず声をあげてしまった。

「何？」

　柄森の黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの上の眉まゆがきゅっとひそめられる。

「……読心術？」

「何言ってるの、君は？　胸よ、胸。その胸。やっぱり、ブラは外した方がいいわね。ラインが浮き出ちゃって見み栄ばえが悪いわ。取って」

「え？　ええっ!?」

　雲木は両腕を胸を隠すように交差させた。

「だだだだって、そうしたら、下、裸だよ!?」

「大丈夫よ。胸のとこにはフェイクの毛皮がついてるから。乳首はわからないわ。気になるならニプレスでも貼はれば？」

「いいいいいやでもそのあの──」

「変にブラのラインが見える方がずっといやらしいわよ。それに、いかにも覚悟の足らない感じだし、そもそもなんでコスプレをするか忘れたの？」

「……それは……江え本もとともっと仲良くなる、ため……？」

「何で疑問系なのよ。それに、控えめにすぎるわ」

　柄つか森もりは鼻を鳴らした。

「そうじゃないでしょう？　江本に、雲くも木きが女だってことを認にん識しきさせるためでしょう？　現状を打破するためでしょう？　そのままだったら、『へー、雲木ってコスプレするんだ……なんか意外』で終わってしまうわよ？　見て欲しいのはそこじゃないでしょう？　印象をそっちに変えたいわけじゃないでしょう？」

「う、うん……」

「だったら、脱ぎなさい。脱げるはずよ。それに、忘れたの？　君、夏か宰さい司書に宣戦布告されているのよ？　あの下品に胸の大きな女がどんなコスプレをしてくるかわかっていない以上、出来る範はん囲いで出来ることをしなくちゃ駄だ目めよ！」

　指を突きつけられ、雲木は何も反はん論ろんすることが出来なかった。

　競きそうところが違う気はしたものの、文人とて高校生の男子。他ほかの男子が夏宰司書の胸のことを見たり、話題にしていることは雲木も知っていた。

　いやあね、と言いながら、やっぱり男子って大きい方がいいのかな、と皆、口に出さずとも思っているのは間違いなかった。

「大きさで勝てないのに、他ほかでも後れを取るつもり？　君の江本を想おもう気持ちはその程度？」

「……わ、わかった」

　文ふみ人ひとに対しての気持ちが、たいしたことのない軽いものだと思われるのは我慢ならなかった。それは彼に対しても失礼だ。

　雲木は柄森に背中を向けると、背中のファスナーを下ろした。腕を抜き、背中のホックを外してお気に入りの白いレース刺し繡しゆうの入ったブラジャーを取った。カップに包まれていた部分に部へ屋やの空気があたって冷やりとした。タイツとブラで二重に包まれていたのだ。暖房が入っていてもやはり温度は低い。

　急いでタイツに袖そでを通してファスナーを上げ、胸の位置を直した。間違っても毛皮からはみ出してしまわないように。

「うん」

　すぐ傍そばで声がして驚おどろいて振り向くと、いつの間にか柄森が傍に立っていた。

「い、いつから──」

「さっきから」

　平然と言って、嘗なめるように見つめる。

「うん。この方がずっといい。綺き麗れいよ」

　火がついたように、頰ほおが熱あつくなった。相手は女の子なのに、嬉うれしく、そして恥ずかしかった。

「あ、ありがと……」

　言って、胸を腕で隠そうとしたら、手の甲をぴしゃりと叩たたかれた。

「隠さない。せっかく脱いだのに意味ないじゃない。それに、別にまずいところは見えてないから大丈夫よ。まあ、心配ならニプレスを──なかったら絆ばん創そう膏こうでも貼はれば？」

「う、うん……そうする、けど……」

　恥ずかしい。

　なんという恥ずかしさだろうか。

　柄つか森もりに見られてこれなら、文ふみ人ひとに見られたらどうなってしまうのか、それを考えると空恐ろしかった。彼はこんなに無ぶ遠えん慮りよに見たりはしないだろうけれど。

「とりあえずまあ、合格点ね」

　腕を組み、柄森は、ふふん、と笑った。

「あとは、君の度胸次第」

「で、でも、泉いずみ……？　あの、これ、ちょっと動くだけで、何か揺れるんだけど……」

　ブラジャーという支えがないとこうも動くのか、というくらい動く。腕を上げただけでも簡かん単たんに揺れてしまう。

「それはそうよ。ブラをしないのは、そのためでもあるんだから」

「え？　え!?」

「大きさで敵かなわないんだから存在感で勝負するしかないでしょう？　見た目が無理なのはわかってるんだから。だったら動きでそれをカバーするの。大きさは普通でもブラから解放された胸は、驚おどろくほど存在感を見せるわ。夏か宰さい司書ぐらい大きいとブラがなかったら垂れるけど、君ぐらいの大きさならノーブラでも大丈夫でしょう？　逆にノーブラで夏宰司書の胸が垂れなかったら、ニセよニセチチよ」

「そ、そうなの……？」

　間違いないわ、と柄森は頷うなずいた。

「だからこそ勝しよう機きがあるの。見るだけなら雑誌でも見てればいいのよ。でも写真じゃ動きはわからない。だから、存分に見せ付けてやりなさい」

「そ、そんなの──」

「大丈夫。普通にしてればそれで十分、君の胸は存在感を出してくれるから。このわたしが保証するわ。江え本もとが普通の高校生男子なら、普ふ段だん見なれたクラスメート女子の意外に豊満な肉体にフラグが立たないわけがないわ！」

「な、何言ってるのかわからないんだけど……」

　こんな子だったろうか。

　忍び笑う柄つか森もりの様よう子すに、何か間違った相手に相そう談だんをしてしまったのではないか、と雲くも木きは不安が積せき乱らん雲うんのように湧わきあがってくるのを感じた。

　だが、今更どうすることも出来なかった。

　走り出した以上、途中で降りることは出来ない。許されない。この列車には、緊きん急きゆう停止ボタンはついていない。そうわかっていた。




　　　　　☆




「まったく偉そうな連中じゃ！」

　完成したばかりの《本》の《中身》を取りに部へ屋やに戻った文ふみ人ひとは、ついてきたフィフがそう憤いきどおるのを聞きながら、最初の方に完成して完全にのりが乾いた一冊を手にした。

　確たしかに、大した自信だった。彼女たちは、あくまで父の話と言ったが、そこに自分たちを重ねているのは間違いなかった。

「……自信はあるんじゃろうな」

「まあ、それなりに」

　背中から聞こえた声に、文人はそう答えた。強がりでも誇張でもなく、そう思っていた。何百もの《仕掛け》を見てきたこの目から見て、それなりのものになっている自負はあった。少なくとも、開いたときにがっかりはしない程度にはなっている──と思う。

「それなりではいかん！　そなたは拙せつの《まいすた》なのじゃぞ。そなたの《本》が悪い評価を受ければ、即すなわちそれは拙の出来が悪いというのと同じじゃ！　そんなことになれば、拙は自らの威信を賭かけ、あの二人ふたりと戦争に突入する！」

「や、それは違うだろ」

「何がじゃ!?」

　不満げに、フィフは口を尖とがらせる。だが、相変わらず猫耳をつけたままであったので、可愛かわいくはあっても、怖くはなかった。

「もし僕の《本》が駄だ目めだしされても、フィフが否定されたことにはならないよ。だってフィフは僕が創つくったわけじゃないだろ？　誰だれかは知らないけど──前の《まいすた》であって僕じゃない。だから、僕の腕が未み熟じゆくで、この本が気に入られなかったとしても、フィフがルカさんたちと喧けん嘩か──戦争をする必要なんかないさ」

「それはそうじゃが……」

　フィフは納得のいかぬ様よう子すで、部へ屋やを出た文人のあとをついてきた。頰ほおを膨ふくらませているその表情に、文人は内心で唸うなった。

　可愛い。

　ただ猫耳をつけただけなのに、どうしてか、いつもは小憎らしく思えるふくれっ面つらが、なんとも好ましいものに見えるから不ふ思し議ぎだった。

　いっそずっとつけていればよいのに、とか、修理が出来るようになったら、頭に直接つけてしまおうか、とひどいことをつい考えてしまうほどに、破は壊かい的てきだ。

「それでも、拙せつの《まいすた》はそなたじゃ」

　きっぱりとフィフは言った。

「拙の体は確たしかに、そなたが創ったものではない。じゃが、裸ひとつじゃった拙をここまでにしたのはそなたじゃ。今の拙は、ほとんどそなたで出来ていると言ってもよい。じゃからやっぱり拙は、そなたが不当な評価をされれば怒る権利がある！」

　彼女はあくまで真ま面じ目めだった。

　からかって、その気になったら、ひっかかった、と笑ってやろうとかいう意図は見えない。

「あー……まあ、ありがたいとはおもうけど……」

　やばい。胸がときめく。

　元からフィフはストレートだが、こんな風にあからさまに言われて──嬉うれしくないはずはなかった。

　文ふみ人ひとは、悟られぬようにことさらに表情を消して目を逸そらした。だが、表情筋を固定することが出来ても、体温までは上う手まくコントロール出来なかった。

　耳が熱あつい。きっと真まっ赤かだ。

　フィフに気付かれただろうか？　振り返って確かく認にんすることは出来なかった。そんなことをしたら、堪たえきれずににやけてしまうのがオチだ。

（……普ふ段だん、あんまり誉ほめないくせに）

　踊る心しん臓ぞうに、鎮しずまれ、と言い聞かせながら、文人は必死に昂たかぶる気持ちを抑えた。そうか認めてくれていたのか、と嬉うれしかった。

　正直、少し不安だったのだ。あれだけ傍そばにいて完成までの道程を見ていながら、そなたの修行だから、とおかしなことを言ってちょっとした邪じや魔まをする以外、口も、手も出さず、いいとも悪いとも言わなかったから、怖かったのだ。

　それが、戦争だ、とまで言ってくれたということは、《仕掛け絵本》であるフィフの目から見て、そこそこよく出来ている、と思っても良いのかも知れない。

　もちろん、自負はあった。

　そこいらの凡ぼん庸ような《仕掛け絵本》よりもよほど良く出来ているという自信はあった。

　それでもやはり不安はあったのだ。

　それを今、フィフが払底してくれた。払ふつ拭しよくしてくれた。完かん璧ぺきに。

（よし）

　崎さき田た姉妹の部へ屋やの扉の前で小さく拳こぶしを握り、文人はそれでノックをした。

「どうぞ」

　氷のような声が返ってきた。扉に阻はばまれてくぐもっているのが余計に怖い。

　揺らぎそうになる自信を、

「大丈夫じゃ」

　ぽん、と背中を叩たたいてくれたフィフの小さな手が支えてくれた。

「あたりまえだろ？　僕が誰だれの《まいすた》だと思ってるんだ？」

「その意気じゃ、我が《まいすた》殿」

　頷うなずき、文ふみ人ひとは扉を開けた。

　部へ屋やの中で、双子はシンクロして待っていた。切れ込みの深いＶネックのセーターを着て、狛こま犬いぬのように、門を守る仁に王おうのように、同じ顔で、合わせ鏡かがみのように文人を迎えた。

「どうぞ」

「どうぞ」

　声もぴたりと重なって、一人ひとりが右手、一人が左手で、折りたたみ机の前の座布団を示す。

　文人はそこに正座をして座った。煎せん餅べい座布団は少し冷やりとした。フィフは少しはなれた場所に胡坐あぐらをかいて、じっと三人を見つめた。

　文人は静かに、天板に《本》の《中身》を置いた。

「説明は要る？」

　そう訊きくと、双子は同時に手を上げて、押しとどめるように掌てのひらを文人に向けた。
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「作者の説明がないとわからないようなら、それだけで失敗作だわ」

「そんな《本》は世の中にないでしょ？　あなたは黙だまって見ているだけでいいから」

　どちらが喋しやべっているのかわからなかった。

　こんなことは初めてだ。今まではなんとなくでも区別はついたし、口を開けば一発でわかったのに、今の二人ふたりは完全な双子だった。

　一人ひとりが二人になったかのようだった。

「それでは拝見します」

「謹つつしんで、拝見します」

　文ふみ人ひとに向かってか、それとも《本》に向かってか、どちらかわからなかったが、二人はふかぶかと一礼した。

（うわ！）

　Ｖネックのセーターの切れ込みの奥があらわになる。

　二人の、下着を着けていないやわらかそうな大きなふくらみが蛍光灯の明かりに浮かび上がり、文人はうろたえた。

（まったく、この二人はっ！）

　家の中なのだからリラックスした格好をするのはおかしなことではないが、一つ屋根の下に思春期の男子がいることを完全に失念している。それともこれは何か、こちらの動揺を誘おうという作戦なのだろうか？

（……いや、ないか。意味がないもんな。単に、男として意い識しきされてないってことだろ、これは。それはそれで情けないけど）

　複雑な気分だったが、今はそれよりも本だった。

　崎さき田た姉妹は肩をぴったりとつけて寄り添って、互いの手が相手の手であるかのように違和感なくそれぞれの右手と左手で《本》を押さえて、最初のページを開いた。

　仕掛け絵本は──絵本の多くは左開きで、文人の《本》もそうだった。

　一ページ目。

「……へえ」

「わ」

　シンクロが乱れ、ようやく文人にも二人の区別がついた。右がチカ、左がルカだ。反応に素が出た。それを引き出した。

（よし）

　文人は膝ひざに置いた手を小さく握った。

　大戦果だ。

　素で驚おどろかせた、ということはそれが創つくった反応ではないということだ。《本》の力だ。

　背中で小さく、ふふん、とフィフが笑うのが聞こえたが、崎田姉妹には明らかに聞こえていなかった。それほどに見入っていた。

　一ページ目は、三しや味み線せんにされそうになっている猫を助けるシーン。

　メインの仕掛けは、皮をはがされそうになっている猫、の図。

　といっても、柄つか森もりによってまったく別のシーンに見えなくもなくなっていた。文ふみ人ひとの話でも猫は皮をはがされかかってはおらず、捕まりそうになっているシーンだったのだが、それを彼女は大胆にアレンジした。

　猫は猫でも猫少女。名前はミロ。

　そのフィフにどこか似た彼女が、毛皮の代わりに服を──白い猫のコスプレ衣装を脱がされかかっているシーンになっていた。

　仕掛けの肝はその動き。ページを開くとミロの上半身が左へ動き、手前の服が右へ移動し、まるで脱げて行くように見えるのだ。

　他ほかにも、足とスカートを別のパーツで作って立体感を出し、顔も別にして少し首を捻ひねるようにしてある。

　何度も試して、脱げる様よう子すを見たくなる、そんな一ページ目になっている、と自負していたが、その通り、二人ふたりは数度、閉じたり開いたりを繰くり返した。

「もぅ、えっちぃ……」

　ルカが、ぽ、と首から胸元にかけてうっすらと血を上らせた。それほどでもないと思うのだが、女性はまた感じ方が違うのだろうか？

　サブページにはストーリーの流れと、簡かん単たんな仕掛けが一つ二つ。猫を三味線職人に売り飛ばすために捕まえる『黒い保険所員』と、彼に渡すアイスクリームなど。

「まずまずね」

　言って、チカはページを捲めくった。

「わっ！」

「ぅわぁ」

　二人は、またしても声を上げる。

　二ページ目は、猫の国。

　メインの仕掛けは、細い路地を抜けた奥にある『猫の国』の宮殿の全体図だった。

　魚の骨や、高級キャットフードの缶などを飾りつけた巨大な木で出来ていて、あちこちに猫少女が隠れている。動きはないかわりに、とにかく木を大きく創つくった。二段に折りたたまれた《仕掛け》は、立ち上がると三〇センチにもなる。

「どうなってるの、これ……」

「魔ま法ほうみたぁい……」

　ゆっくりと閉じて、仕掛けがどうして収まっているのかを確たしかめる二人。感心している証拠だった。これもクリア。

　サブページには多階層の蛇じや腹ばらの《覗のぞきからくり仕掛け》で路地を抜ける様よう子す、猫娘の総理大臣などを作った。

　蛇腹タイプの《覗きからくり仕掛け》は一九世紀には存在していたものだが、今でもまったく色あせずに驚おどろきを提供してくれる。

　どうやら人はそこに穴があれば覗かずにはいられないものらしい。ルカも食い入るように覗いてなかなかチカに譲ゆずらなかった。

　三ページ目。

　ミロを助けたお礼として大宴会が開かれる様子を、シーンに選んだ。

　ここは力作だ。

　多数の猫娘が舞まい踊っているシーンで、フィフにそれぞれの猫娘のポーズを取ってもらって創つくったのだから、大したことがなかったら嚙かみつかれる。

「へ、え……」

「かわいー♪」

　よし、と文ふみ人ひとは膝ひざをたたいた。感心している。驚いている。

　このシーンで、猫娘たちは複雑に前後に重なり合っている。それに、ただ踊っている絵を切り抜いて立ち上がらせたわけではない。

　開くにつれて、ある者はのけぞり、ある者は高くジャンプし、ある者は開くと足を上げる。

　それが一度に動くように《仕掛け》たのだ。

　立体感を出すために、スカートは別パーツにして動くようにしてある。本を揺らすとスカートも揺れて、それがさらに動きを与えてくれる。

　満足した様子で、二人ふたりは《本》を閉じた。《仕掛け絵本》は、他ほかの本と違って次のページを捲めくるのに、一度閉じた方が開きやすいのだ。

「わっ！」

「きゃ！」

　やった。見事、四ページ目を開いた二人を、驚かすことに成功した。

　歓待され油断していた《ボク》に猫娘が本性を現して襲おそい掛かるというシーンだったが、予想通り、上う手まくいった。

　その《仕掛け》は、二ページ目の立ち上がる木の逆だった。木の宮殿は開くと上に向かって立ち上がるが、こっちは手前に向かって、猫娘の腕が飛び出してくる。顔を近づけすぎれば、まさしく引っかかれる──そんな仕掛けだった。

　事実、二人は引っかかれた。

　もちろん紙だから怪け我がはしない。爪つめに光こう沢たくのあるパールホワイトのポスター用絵の具を使っていても、それは本物の爪ではない。

「へえ、え……」

　感嘆の声。間違いなく。間違えようもなく。

　二人はサブページも確たしかめた。逃げ回る少年と、追いつめられて絶体絶命な図。サブページはストーリーを進めるためのものだから、驚おどろくような仕掛けはない。ただしもちろん手を抜かず、複層的な、小技の利いたものにしてある。

　五ページ目。

　ミロが正体を現すシーン。実はミロは、地球の悪い猫を懲こらしめるためにやってきた、宇宙猫だった、という、いかにも子供が考えたクライマックスだ。いや。今の子供はもっと気の利いた話を作るかもしれない。

　元が幼稚園児の作ったものだからそこのところは勘弁して欲しいと思わなくもないが、読者には関係のない事情であるから、それは甘えなのかもしれない。だから、その批判はあえて受けようと、文ふみ人ひとは覚悟はしていた。

　とはいえ既に柄つか森もりにも散々言われたし、崎さき田た姉妹もストーリーは先刻承知なので、ここでは特に指摘はされないだろう。それを言い出したら、そもそもの企画がだめ、という話になるからだ。今判断するのはそういうところではない。

　メインの仕掛けは、当然、正体を現した宇宙猫娘ミロ。

　広げると同時に、ミロが両腕を広げるようにして《ボク》を庇かばうように立ち上がる。被かぶったヘルメットは丸く透明──アクリル板を使った──で、飾りの猫耳がついている。

　サブページは、降参する猫娘な大統領と、脱出する《ボク》とミロで、ここのメインの《仕掛け》は単純な部類に入るが、とにかく大きくした。

　存在感。

　それがこのシーンの目的だった。何も動きだけが《仕掛け》の眼目ではない。

　柄森のイラストは大きくしても少しも乱れず可愛かわいらしいままで、文人は、この《本》の中でこのシーンのミロが一番可愛らしいと思っていた。

　そして、崎田姉妹もそう思ってくれたのが、顔を見ればわかった。《仕掛け》を見る目が、何とはなしに優やさしい。

　その表情のまま、二人ふたりは最後のページを捲めくった。

　ラストは、やっぱり大きい《仕掛け》。

　開くと共に宇宙船のハッチが開いて、ミロが腕を上げ、《ボク》が顔を仰あお向むかせる。二人は抱き合うように立って、どことも知れない空を指す。

　宇宙服には金と銀の折り紙を貼はって豪華にした。本当は電飾を仕込みたかったのだが、時間と予算の関係でオミットするしかなかった。残念ながら。

　サブページにはミロの宇宙船。

　二人はそれに乗って地球をあとにし、広い宇宙の海へと旅立っていく──のだが。《ボク》の両親や友達はどうするんだ、とか、そういうことは言いっこなし。なにぶん子供の考えたことだから、そこまで頭は回っていないのだ。

　それに、そういうこともあるのではないだろうか？　何もかも、世界を捨てても行かねばならないということが。

　例えば、崎さき田た姉妹がそうだ。

　二人ふたりは《生ける仕掛け絵本》の連中に両親が《本》にされるまでは、普通の学生だった。そのまま、両親は死んだのだと思って学生生活を続けることも出来たはずだった。しかし二人はそうはしなかった。全すべてを捨て、《焚ふん書しよ鬼き》になった。

　そういう生き方もある。

　だからこれも一口に荒こう唐とう無む稽けいとはいえない──と思う。

　とはいえ、そんな言い訳をいちいちするつもりはなかった。わかる人はわかるし、わからないひとはわからない。読解力、理解力には個人差がある。そういうものだし仕方がない。

「……ふうっ」

「……はあっ」

　二人はシンクロしたため息をついた。それは、呆あきれたり、がっかりしたりしてつくため息とは違っていたように、文ふみ人ひとには聞こえた。

　ぱたり、と《本》が閉じられる。

（さあ、どうだ？）

　文人は背筋をしゃんと伸ばし、崎田姉妹に向き直った。あまり不安はなかった。自信過剰なわけではなく、二人の反応を見ていればそんな風に思う要因は見つからなかった。

　崎田姉妹は同じ動きで同じ顔を上げた。

　二人は再び見分けがつかなくなった。ルカはいつも身につけているペンダントを外しているので、目印がない。

「わかったわ」

　と言ったのはどちらであったのか。

「わかりました。わたしたちが間違っていたわ」

（よし！）

　文人は噴ふん火かのように込み上げる勝利感を必死に押し殺し、口元が緩ゆるむのを堪こらえた。どうにか真ま面じ目めな表情を保つことが出来た。ここで、してやったり、という顔をすれば二人を、特にチカを刺し激げきすることになる。

「この《本》は」

　言って、一人ひとりが──おそらくはルカ。微笑が柔らかい──《本》に掌てのひらを置いて、そっと撫なでるようにした。

「確たしかに、わたしたちの作った表紙は、違った。この《本》にあの表紙じゃ、どちらも殺すことになっちゃう。買ってくれた人を裏切ることになっちゃう。──ね？　チカちゃん」

「……そうかもね」

　微かすかに頰ほおを赤くしてチカは眉まゆをひそめた。姉の言うことが正しくても、面おも白しろくはない、という様よう子すだった。

「表紙だけを見て買った人は中身にがっかりするだろうし、中身を気に入って買った人は表紙がこうじゃなかったら、と思うでしょうね……間違いなく」

「じゃあ……」

　文ふみ人ひとが口を開きかけると、チカは口くち惜おしさを隠そうともせず睨にらみつけてきた。

　気持ちはわからなくもない。

　あの表紙は自分の《本》には合わないけれど、とても素す晴ばらしいものだ。それを役に立てることが出来ないというのは、口惜しいにきまっている。

　だからつい。

「あの……いつか、あの表紙に合う、本来の猫が主人公の《仕掛け絵本》を作るよ」

「何？　同情？」

　もっときつい目で睨まれ、文人は慌てて、そうじゃなくて、と首を振ったが、そう取られてもおかしくはない不用意な発言だった、と反省した。

　だが、慰なぐさめでも噓うそでもない。

　あの表紙には、そうしたいと、中身を与えたい、と思わせるだけの《力》があった。だがそれを言葉にしても、同情の上塗りだと思われそうで、文人は黙だまるしかなかった。

　チカは横を向いて唇を嚙かみ、ルカはそんな妹をにこにこと見つめていた。

　フィフも後ろでことの成り行きを楽しむように見ているばかりで、勝ちじゃ勝ちじゃ、と騒さわぐこともなかった。

　そうして、どのくらいたったか。

「……やりなおすわ」

　チカは無念そうに呟つぶやいた。

「この《本》に合うような装そう丁ていに、全面的に作り直します」

「うん、そうしよ？」

　ルカが妹に柔らかく微笑ほほえみかけ、撫なでるように肩を叩たたくと、ようやくチカの表情も緩ゆるんだ。

　文人はホッと胸を撫で下ろした。

　となればあとは、問題は時間だった。新しくデザインをしなおすのに、どのくらいかかるのか。タイムリミットは近い。

　回りくどく訊きいても仕方がないのでそのまま訊たずねると、

「三時間」

　チカの答えはそう返って来た。文人の目を見ようとはしなかったが、そう断言した。

「そんなに早く」

「ええ。フミーのこの作品、口くち惜おしいけど、開いているうちにどんどんアイデアが浮かんできたから、あとはそれをまとめて、起こすだけだけだから。二〇もの実物を作るのはそれだけの時間じゃ無理だけど、製本は進められるから」

「表紙がなくても？」

「ええ」

「──ブラデル製本か？」

　いつの間にか傍そばに来ていたのか、フィフの声がそう降って来た。

　崎さき田た姉妹は一いつ瞬しゆん、意外そうな表情を浮かべたが、しかしすぐ、識しる者たちだけの暗あん黙もくの了解を得て、微笑ほほえみをうかべた。

　不敵に笑えみ交わす三人の少女たちのすぐ傍でしかし、文ふみ人ひとは一人ひとり、なんのことやらさっぱりだった。

　完全に蚊か帳やの外だった。

（……プラモデル製本？）

　などと。

　ひとりだけわからない寂しさをごまかそうとつまらないことを考えてみたが、余計に寂しくなってしまった。
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「いやあ、でも、都みやこがＯＫしてくれて、ほんと助かったわ」

　つばの広い巨大なとんがり帽子をかぶった女友達がマントを翻ひるがえしてそういうのに、夏か宰さい都は曖あい昧まいな返事を返して、自分が着ることになる衣装を穴が開くほど見つめた。

（イラストで見るのと実物じゃ、随分違う……）

　で、あった。

「エロいっしょ？」

　いしし、と早はや田た奈な々な子こは綺き麗れいな歯を見せて笑った。そう言った彼女のマントの下も結構なものだった。一応、服らしい服なのだが、あちこちわざと破ってあって、あるかなしかの胸のふくらみがちらちらと見えてしまっている。パンキッシュな蜘く蛛もの巣柄のミニスカートの下には黒いタイツをはいていたけれど、腿ももの部分はやっぱり裂けていて、青白い生足が覗のぞいている。

　彼女は短大の女性オンリーのコスプレサークルの長で、メンバーと共にあちこちのイベントに顔を出し、時にはメーカーの宣伝にも登場するくらいに有名な集団だった。

　何で男がいないのか訊きくと、

「似合わないから」

　だそうだった。

「二次元の男キャラっていうのはさ、綺き麗れい過ぎるのよね。男がやると、体格とかはまあ、やっぱり敵かなわないんだけど、顔だけなら女が男装した方がずっと綺麗だし、結局は、その方が雰囲気出るのよ」

　ただ、そればかりというわけでもないらしい。

「それにほら、こんな格好もするわけだし」

　早はや田た奈な々な子こはその時着ていた何かのキャラだという露ろ出しゆつの高い変な着物を広げて見せた。

「男がいると、のびのびできないでしょ。彼氏持ちの子のこともあるし」

「……それ、奈々子も？」

「うん、まあね。イベントで着るのはともかく、やっぱりそれ以外で男の前でこういう格好するの、彼氏、嫌いやがるから」

「でも、おんなじじゃないの？　イベントにも、いっぱい、男の人、来るんでしょう？」

「まあそれは……うーん……」

　早田奈々子は形のいい眉まゆをひそめて、髪を弄いじった。

「そうねえ……イベントの会場って、やっぱり特別なのよ。ええと……そう！　例えるなら水着！　水着ね！　彼氏も、海でビキニを着ても文句言わないでしょ？」

「そう、なのかな……？」

「だけど、それがサークル室で他ほかの男の前でだったらどう？　部へ屋やでビキニよ？　そんなのがばれたら喧けん嘩かよ。大喧嘩。彼氏としてはやっぱり嫌でしょ。ありえないでしょ」

「うん、まあ」

　それはそうだろう。あれは海で着るから自然だし、許されるのだ。

「コスプレも同じよ」

「そっ、か」

　わかるような、わからないような、だった。何しろ夏か宰さい都みやこは、これまで彼氏と呼べる存在を手にしたことがないのだ。

「まあ、男の子のそんなやきもちも、結構、可愛かわいいんだけど」

　うふふ、と早田奈々子は頰ほおを染めて笑った。

「部屋で着てもらうの、自分は大好きなくせに、ね♪　これも。ビキニも」

　意味はよくわからなかったが、その表情がやけに色っぽくて自分までドキドキしたのを、夏宰都はよく憶おぼえていた。

　ともあれ、今は彼女のサークルが女性ばかりだということに感かん謝しやした。

　さすがにいきなりこれを男の前で着る気にはならない。

　普ふ段だん、夏宰都は意外と肌を見せる服を着ているが、これはそれとはものが違う。男の目からは同じに見えるのかもしれないが、綺麗に肌を見せるのと、いやらしいのは違うのだ。

「うちのサークルは、結構、粒が揃そろってるんだけど、唯一の悩みは、わたしを含めて胸が足りないってことなのよね」

　少し離はなれたところで他ほかのメンバーが、うんうん、と頷うなずいた。早はや田た奈な々な子こはＡカップだが、他の女性もＣカップ以上はいないと見えた。

「男役をやるのには都合がいいんだけどさ、ゲームって、キャラクターのバランスで、必ずといっていいくらい巨乳の女がキャラにいるのよ。ギャルゲーなら、服、着てるから、詰めればいいんだけど、ロープレはなかなかそうもいかなくて」

　よくわからない専門用語がぽんぽん飛んできて、夏か宰さい都みやこは、はあ、としか答えられなかった。だが要するに、露ろ出しゆつの激はげしいこういう衣装は誤ご魔ま化かしようがない、ということだった。

「けど、どうして？」

　早田奈々子は鋼こう鉄てつのブラジャーをテーブルに置いた。

「うちは大助かりだけど、どうして急にやる気になったのかな？　これまでも何度か誘ったけど、全然、興きよう味み、示さなかったじゃん？　衣装だって、これまでの中で一番過か激げきだし」

「それは……」

「ひょっとして、いよいよ、本気を出そうってわけ？──江え本もと文ふみ人ひとくん、に」

「！」

　いじわるく微笑ほほえまれ、夏宰都は頰ほおが熱あつくなるのを感じた。
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　突然飛び出した男の子の名前に、なになに？　とメンバーが集まってくる。

　夏か宰さい都みやこはこの場を逃げ出したくなった。ああもう。どうして女の子っていうのは、人の恋話に目がないのだろうか。

　人のことは言えないけれど。

「どういうことですか、会長？」

　興きよう味み津しん々しん、といった様よう子すで眼鏡めがねの女性が訊きくと、早はや田た奈な々な子こは、楽しそうに笑った。

「都は、初恋のリベンジをしてるんだよね？」

「え？　え？　どういうことですか？」

「わたしと都はさ、高校の頃ころからの付き合いなんだけど、高一の時に遅い初恋をして、見事に破れたの」

「……ちょ、奈々子！」

「いいじゃん、いいじゃん」

「え、どうしたんですか？　彼女がいたとか？」

「それならマシよ。奪っちゃえばいいんだから。都はその頃にはもうこの体だったんだから、やりたい盛りの男の子を落すなんて簡かん単たんよ。実際、都のおっぱい目当ての男子が図書室に通い詰めて、利用率が劇げき的てきに上がったんだから」

　ですよねえ、とじっと胸を見つめられ、夏宰都は腕を交差させて胸を隠した。見られるのには慣なれているが、こうあからさまに見つめられるとやっぱり恥ずかしい。

「じゃあ、どうして？」

「その子……ＢＬだったの」

　ええっ、とメンバーはどよめいた。だがその驚おどろきようはどこか喜んでいるような、ただ興きよう味みをそそられるというのとは、違う感じだった。

（だいたい、ＢＬってなに？）

　またしても知らない言葉が出てきて、夏宰都は首を傾かしげたが、彼女たちの中ではいちいち説明が要らない話なのか、当事者を置いて話は先に進んでしまう。話の流れからすると、ＢＬというのは、彼が同性愛者だったということを指すのだとは思うが。

「そりゃあ……無理ですよねえ……」

　今度は、同情するように胸を見つめられた。

「そ。せっかくのお宝もまったく役に立たず。猫に小判。馬の耳に念仏。豚に真珠」

「ちょっ──猫と馬はいいけど、豚はひどくない？　彼、別に太ってなかったもん！」

「ごめんごめん」

　くくくっ、と早田奈々子は笑った。

「どっちかっていうと瘦やせてたもんね、あいつ」

「だけどどうしてわかったんですか？　高校生でカミングアウトって厳きびしいと思うんだけど」

「大人おとなになったって厳しいよ。まあ、いい奴やつだったんだよね。この都がマジで惚ほれるくらいだから。だから、死ぬ気で告こくった都に、噓うその理由は言えなかった。そんなカミングアウトされたら、諦あきらめるしかないじゃない？　もちろん、秘密は高校に通った三年間、守り通したわ。今でも当時の知り合いで知ってるのは、告白に付き添ったわたしと都だけじゃないかな」

　きっと、そうだろう。

　今だって彼女たちが同じ高校の出身じゃないから話せるのだ。近しい人間なら少し考えればわかってしまうかもしれないから、こんな話は出来ない。

「でも、それと今度のコスプレと、どう関係があるんですか？」

「ああ、うん」

　早はや田た奈な々な子こは、ちらりと夏か宰さい都みやこを見た。話してもいいか、という許可を求められたのだと思うが、ここまで話しておいてなにをかいわんや、だった。頷うなずくと、少しだけほっとした様よう子すで彼女は続きを口にした。

「……まあ、そうして見事に初恋は終わって、月日は経たって、都はある高校に司書として就しゆう職しよくしたんだけど、そこで出会ってしまったわけ──初恋の男の子によく似た生徒に」

　きゃあ、と嬉うれしそうな声が上がる。

「っていうことは、いくつなんですか？　一八？　一七？」

「確たしか、一五──だったよね？」

　頷くと、歓声はますます大きくなった。

　そうなのだ。

　江え本もと文ふみ人ひとは、初恋の《彼》に、本当によく似ていた。よく見ればもちろん、顔とかはまるで別人なのだけれども、立たち居い振ふる舞まいとか、雰囲気とかがとても似ていた。《彼》も本が嫌いでよく忘れてきては、いつも付き合わされたのだ──今の雲くも木き詠よみのように。

「都さん、本気なんですか？」

　興きよう味み津しん々しんと言った顔、顔、顔に、夏宰都はどうしようもなく顔が熱あつくなった。

　本気、といえば本気だった。

　彼と普通に話せるのが嬉しかった。《彼》とは、ほとんどまともに話をすることが出来なかったから。そのやり直しをさせてもらえている気がする。

《彼》は、告白をしたとき、それはもう本当に驚おどろいていた。嫌われてるんだと思っていた、と言っていたくらいだから、よほど無愛想にしていたのだろう。本当は、気絶しそうなくらい緊きん張ちようしていただけなのだけど。

　最初、雲木と文人を、まるであの頃ころのわたしたちみたい、とだけ見ていたのだが、いつの間にか文人だけを見ていた。初めは、そんなことはいけない、先生ではないけれど高校の職しよく員いんではあるのだから、と戒いましめていたが、ある日いきなり、雲木と文人の距きよ離りが縮ちぢまったように感じてからは、どうしても気持ちが抑えられくなってしまった。

「本気だよね？」

「……うん……」

　早はや田た奈な々な子この言葉に、夏か宰さい都みやこは頷うなずいた。都さんかわいー、という声が上がる。

「だよねえ」

　んふふ、と早田奈々子は笑う。

「まるで、まるっきり、女の子。わたし的には、その辺を素す直なおに出した方が都らしくていいと思うんだけど、相変わらずお姉ねえさんキャラやってるの？」

「ええ、そうなんですか!?」

　にあわなーい、とメンバーが口々に言うのに、早田奈々子は頷いた。

「そうなのよ。しかも年まで噓うそついて。二二とか、三とか四とか、上にサバ読んでどーするのよ。ほんとはわたしと同じで二〇歳になったばかりのくせに」

「う、噓なんかついてないよ！　ただ、否定もしないっていうだけで……。わたしが自分で言ったんじゃないし。知らないうちに何かいつの間にか、大学出てるみたいなことになってて、すっかり大人おとなの女扱いで、違うって言って回るのも意い識しきしてるみたいで変だし、それにやっぱり……似合わないと思うし……可愛かわいいのって」

「まあ……あんた、昔っから大人っぽく見られてたもんね。しかもその胸だし」

「わ、わかってるわよ……」

「自覚はしていて、とうとう自分の武器を使う気になった、とそういうことかな？　確たしかに一いち撃げき必殺の威力がある」

　揉もまれた。

　慣なれた感じで少しも痛くはなかったが、火がついたように体が熱あつくなって、夏宰都はあわてて彼女の手を振りほどいた。

「ち、違うよ！」

「じゃあ、なんで？」

　わきわきと指を動かしながら訊きく。

「それは……」

　文ふみ人ひとと雲くも木き詠よみがコミエスに二人ふたりきり──フィフはいるが──で参加することを思うとじっとしていられず、けれども参加の理由がなくて、ようやく思いついたのがこのサークルでの参加だったのが、考えるとひどく子供っぽい理由な気がして、言い出し難にくかった。

「……ま、いいわ」

　察してくれたのか、早田奈々子はこの話題を打ち切ると、鋼こう鉄てつのブラジャーを手にして、なんだか淫いん靡びに微笑ほほえんだ。

「それじゃあ、試着してみよっか？　都にあわせて作ってもらったんだから大丈夫だと思うけど、やっぱり本番の前に試してみないとね？　ポロリとか困るでしょ？　少年と二人っきりっていうならともかく」

　もちろんだった。

　夏か宰さい都みやこは頷うなずくと、露ろ出しゆつは露出でもまったく意味の異なるコスチュームを前に、羽は織おっていたジャケットを勢いよく脱いだ。

　胸が揺れすぎて、ちょっと痛かった。




　　　　　☆




「《ブラデル製本》というのは、簡かん単たんに言うと『背と平ひらを別に作る』製本方法じゃ」

　そう、フィフは言った。ちなみにここでいう《製本》はハードカバー本のことだ。

「一般的な製本方法は、フミヒトもわかっておるよな？」

「ああ。《人間印いん刷さつ機き》の騒さわぎのときに少し勉強したからね。《くるみ製本》だろ？」

「そうじゃ。では復習じゃ。それはどういうものじゃ？」

「本の中身の背を『寒かん冷れい紗しや』や『花ぎれ』で補強した後で、『クータ』を貼はり、別に作った表紙で《くるむ》ようにして仕上げるから、《くるみ製本》という」

「うむ、正解じゃ♪」

　フィフは嬉うれしそうで、誇らしげだった。

　ちなみに『寒かん冷れい紗しや』とは裏打ちの用の目の粗あらい綿布のことで、『花ぎれ』は本の強度を上げるために背の上下端に貼はりつける布、『クータ』は中身の背に貼りつける筒状のクラフト紙で、本と背表紙を直接貼りつけないですむので、強度を変えずに開きがよくなる。

　しかし、とフィフは言った。

「残念じゃが、《仕掛け絵本》──特に《飛び出す絵本》には、厳げん密みつにはその方法は使えぬ」

「なんで？」

「論ろんより証拠じゃ」

　フィフは自分自身でもある《本》を文ふみ人ひとに差し出した。

「背を見よ」

「あ──本当だ」

　意い識しきして見ていなかったから今まで気づかなかったが、この《本》は、背と中身がまったくついていなかった。『クータ』もない。

「《飛び出す絵本》は《仕掛け》の分、一ページが厚くなる。ページがぴったりと閉じないから背を固めるといつも《本》は開いた状態になってしまう。じゃから『背』を固定せず、『平ひら』の部分のみで固定して製本するのじゃ」

「それが、《ブラデル製本》？」

　いいえ、とチカは首を振った。

「違うわ。それも《くるみ製本》よ。《飛び出す絵本》が他ほかの本と違うのは背を固定するかどうか。ほとんど全すべての《飛び出す絵本》が《くるみ製本》で作られているはずよ」

「じゃあなんで？　いっぺんに作った方がよくないか？」

「そうとも限らないわ。特に今回みたいに時間がない場合には」

「えっと……どういうこと？」

「《ブラデル製本》は『背』と『平ひら』を別に作るから、装そう丁ていに凝これるのと、『背』と『平』の表紙の材質を別にすることもできるところに利点があるのだけれど、それよりも今回この方法を使いたいのは、表紙が完成していなくても製本作業が行えるからなの」

　フィフが、うむ、と頷うなずく。

「これから装そう丁ていを考えねばならぬのじゃから、その間、時間が無む駄だになる。先に背表紙を作れば、サキタシマイはフミヒトがそれで製本を行っている間にデザインをし、表紙を製作することが出来るというわけじゃ」

「でも、背表紙だって時間がかかるんじゃないのか？」

「そうでもないよ？」

　のんびりとした口く調ちようで、ルカが言う。

「元々背表紙はロール箔はくでタイトルと、あと、ワンポイントで猫ちゃんのシルエットをつけるだけのつもりだったから。芯しんにするボール紙はもう切り出してあるし、背表紙に使う製本クロスのサイズを変えれば済むの。……フミーがこれから仮眠を取って起きる頃ころには、丁度出来上がってるかな？」

　眠いのを我慢しているのを見破られた。

　実際、話を聞きながら、聞き慣れない言葉が飛び交うこともあって、先刻から瞼まぶたが重くてしかたがなかった。必死に腿ももをつねったりして耐えていたのだが、きっと痣あざになっている。

　ふ、とチカは表情をほころばせた。

「そんな状態で製本作業をしても、失敗するに決まっているわ。そうね……三時間は眠れるわよ？　足りないかもしれないけど」

「いや、助かります」

　文ふみ人ひとは力なく笑った。

「正直、何か安心したら緊きん張ちようの糸が切れちゃって、眠くて仕方がなかったんですよ」

「わたしたち、そんなに怖かった？」

「そりゃあもう。眼鏡めがねに適かなうものじゃなかったら殺されるんじゃないかって思うくらい、迫力ありましたよ。特に──ルカさん」

「え、わたし？　まさかぁ」

　ルカは陽気にはじけるように笑った。同じくらい眠っていないはずなのに肌はだ艶つやもよく、目の下に隈くまなどもなかった。

「自分でわかってないところが質たちが悪いのよね」

　呆あきれたようにチカが言う。きょとんとしたルカの顔を見れば、本当にそうなのだとよくわかった。これからあの状態を『黒ルカさん』と呼ぼう、と文人は思いながら立ち上がる。

「じゃあ、お言葉に甘えて少し眠らせてもらいます」

「ええ、おやすみなさい」

　文ふみ人ひとは頷うなずくと踵きびすを返したが、扉に手をかけたところで呼び止められた。多た分ぶん、チカだと思うが声だけで判断するのは難むずかしかった。

　振り返るとまたしても双子はぴたりと寄り添って、同じ顔、同じポーズで微笑ほほえんでいた。

「フミー」

　どちらが言ったのか。

「良かったよ。とても」

「応こたえるから。わたしたち」

「期待していて」

　うふ。

　うふふ。

　笑う二人ふたりは、眠たいせいなのかまるで現実感がなく、夢の中で合わせ鏡かがみに映った影かげが喋しやべっているかのようで、文人は、

「どうも」

　とだけ答えて部へ屋やを出た。

（疲れた……）

　足が重い。疲労感が凄すごい。まるで肩に誰だれかが載っているかのよう──と思ったら本当に載っていた。フィフが。

「《焚ふん書しよ鬼き》は拙せつらの敵じゃが、さすがにシュンカの弟子を標ひよう榜ぼうするだけのことはあるの」

「そうなのか……？」

　どうでもよかった。フィフはほとんど体重がないのに、それを重く感じるとは本当に疲れているのだろう。部屋までたどり着くのも一苦労になりそうだった。

「さすがにものを見る《目》はある。文人のあれを評価出来ぬようなら、どうしようもない三流じゃ。それだけのものをそなたは作ったのじゃ。《まいすた》を選んだ拙の目に、狂いはないのじゃ。そなたは拙の《特別》じゃ」

　ばさり、と銀髪が覆おおいかぶさってきて、フィフの顔が逆さに大写しになった。

「そりゃどうも」

　わざとそっけなく言って、文人はあくびをした。

　そうでなかったら、嬉うれしさに踊ってしまったかもしれない。フィフを肩車して、くるくると廊下を回っていたかもしれない。

　というか、踊りたい。

（やばい……）

　眠いせいで、きっとそのせいで、テンションがおかしい。

　逆さになってこっちを見るフィフが、鼻がつきそうなくらい顔の近いフィフがいつにも増して、可愛かわいく見えるのだから重傷だ。

　しかも周囲に星が見える。そんなものを作った憶おぼえはなかったが、時々勝手にこの漫画的表現は現れる。

　何とはなしに危き機きを感じて、思わず目を逸そらした。

「その態度はなんじゃ！」

　怒られた。

（ていうか、胸がおでこに当たってるんですけど、フィフさん！）

　崎さき田た姉妹と一緒にいると普ふ段だんはまったく意い識しきしないのだが、というか、意識出来ないくらいの大きさしないのだが、やはり直接触れるとそれは体の他ほかの部分とは全然違う感触があって、うろたえてしまう。

「み、見えないんだよ」

「何が!?」

「ドアが。おまえの髪がカーテンみたいになって視界を閉ざしてるから、だからだよ」
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　いかにも言い訳くさい。

　だが、フィフは信じたらしい。仕方ないの、と言って逆さになったまま両手で銀ぎん色いろをした髪をむんずとつかんでツーテールを作った。

「これで見えるじゃろ」

　確たしかに見える。

　これで言い訳がなくなってしまった。真まっ直すぐに目の前の大きな紫むらさき色いろの瞳ひとみを見つめなければならなくなってしまった。

「む……な、なんじゃ！　何をそんなに見つめる！」

「おまえが目を逸そらすなっていったんだろうが！」

「逸らすなとはいったが、見つめろとは言っとらん！」

「どうしろってんだ！」

「しらん！」

　どす、と背中を、肩けん甲こう骨こつの辺りを膝ひざで蹴けられた。頭の上に腹を乗せているので丁度その位置になるのだが、やじろべえのようにのっかっているのだから当然反動がある。蹴った足が戻れば跳ね上がり、代わりに頭が下がる。つまり。

「うわ！」

「ひゃ！」

　くっついた。くっついた！

　──鼻が！

　フィフはツーテールにしていた手を慌てて離はなし、文ふみ人ひとの肩にそれを置いて押すようにして顔を離した。それでも三〇センチより遠くはならなかったが、安全圏だった。

「あ、危なかった……」

　文人が呟つぶやくと、再び銀色のカーテンに覆おおわれた中で、逆さのフィフの頰ほおが膨ふくれた。リスかおまえは、と言いたくなるくらい見事に。同時に、銀色の眉まゆも釣り上がる。逆さなので本当は釣り下がったのだが、表情的には、上がる、だ。

「な、なんだよ……」

「……許せん」

「何が」

「何でそなたが言うのじゃ！」

「だから何が！」

「わからんのか!?」

「わかるか！」

「さっきの台詞せりふじゃ！」

「どれ!?」

「《危なかった》じゃ！」

「はあ？」

　いったいそれの何が気に喰くわなかったのか、文ふみ人ひとにはさっぱりだった。そして相変わらずフィフのあるかなしかの胸が少し動くたびにおでこに当たって落ち着かなかった。

「あのさ、わかるように説明してくんない？」

「説明しなければわからんのか!?」

「わからん」

「ばかちん！　にぶちん！」

　どす、どす、とまた背中を蹴けられた。今度は肩に手を置いたままだったので顔は近づかなかったが、やっぱりテンションがおかしい。徹てつ夜や続きでハイになっているとしか思えない。

「普通、《ちゅー》をしそうになって《危なかった》とか言うのは女じゃろうが！　なんでそなたが言う!?　そこは《おしかった》じゃろうが！」

「そこか！」

「そこじゃ！　失礼きわまるっ！　嫌いやなのか!?」

「痛っ！　だから背中を蹴るな！　そういう意味でいったんじゃないよ！」

「じゃあどういう意味じゃ！」

「僕らは出来ないだろ！　フィフがそう言ったんだぞ！」

　ぴたり、と蹴る膝ひざが止まった。

　さすがにこう何度もだと肩けん甲こう骨こつの辺りがじんじんと痛んだ。フィフは自分が《戦せん闘とう司書》であるということをもう少し自覚してもらいたい。

「……まったく。キスなんかしたら、濡ぬれたりしたら、唇が溶けたり破けたりするって、自分で言ったんじゃないか。だから、危ないって言ったんだよ」

「あ──そ、そうか……そうじゃったな……」

　フィフは大きな紫むらさき色いろの瞳ひとみを、自らの髪で閉ざされた空間にあちこちと走らせた。

　ちぇ、と唇を尖とがらせたように見えたのは幻覚？

　きっと、そうに違いない。

　文人は、ふーっと長いため息をついた。

「ったく。忘れんなよな、そんな大事なこと。僕はまだ、おまえのことを《修復》出来ないんだからさ」

「……つまり、出来るようになったら出来るんじゃな……」

「え？」

「は!?」

　何かわからないが軽くキれられた。

「あ、いや、なんでも……」

　聞き違いだろうか？　きっと聞き違いに違いない。

　やはりどうかしている。眠らないとますます幻げん聴ちようがひどくなりそうだ。

「とにかく、いいからもう《本》に戻れよ。フィフも僕に付き合って寝てないんだからさ。だから頭が良く回らないんだよ」

　それは自分のことでもある。

「そうか。そうじゃな。うん。そうする。ならば、フミヒト。《本》を開け」

「うん」

　脇わきに抱えていた大きくて古い革かわ装そう丁ていの本を、文ふみ人ひとは開いた。白紙のページ。フィフはそこへ頭からダイブする。銀髪の少女はあっという間に吸い込まれ、《本》は強制的に閉じた。

　文人はそれを──《彼女》を脇に抱え、誰だれにはばかることなく大あくびをして、糊のりの匂においのする自分の部へ屋やに向かった。
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　仮眠は三時間だった。まさに仮眠。

　チカに起こされてもしばらくは瞼まぶたが重すぎて、張りついてしまって、体も重く、自分の物ではないみたいだった。

　それでもなんとか、チカの入れてくれた濃こくて苦いコーヒーのおかげで多少は目が覚め、フィフを《本》から出すと、彼女も寝ぼけていて、水玉のパジャマが脱げそうになっていた。それは文人が前にせがまれて作ったもので、彼女のお気に入りだった。

「ほら、いくぞ」

　手を引いてやったが、廊下を歩きながら寝る有様で、これなら《本》から出さない方がよかったかも、とも思ったが、あとで、仲間はずれにした、と怒られそうだったのでそのままにした。

「あ。おはよう♪」

　崎さき田た姉妹の部屋に着くと、ルカが笑え顔がおで迎えてくれたが、さすがに疲れが見えた。目の下が青黒くなっている。

「できたよ、見本。それと背表紙も」

　机の上に二〇冊分の背表紙が積つまれていた。文人は正座をして座るとひとつを手に取った。フィフが遠えん慮りよなく寄りかかってきたが、ほとんど重みは感じず、すうすうと、聞いているこっちまで眠りに落ちてしまいそうな寝息を立てていた。

「ねえ、フミー」

　やはりどこか疲れの感じられる声で、チカが言った。

「それ、《本》に戻してくれる？　こっちまで眠くなるわ。どうせ起きないんだから、いいでしょう？」

「うん、でも──」

「はぁい、チーズ♪」

　フラッシュが焚たかれ、文ふみ人ひとは目を眇すがめた。ルカがデジカメを構えていた。フィフが熟じゆく睡すいして寄りかかっているところをばっちりと撮とったらしい。

　ファインダーから顔を離はなすと、ルカは、

「これで大丈夫。これ、撮さつ影えいした日付と時間が入るから、いつ撮ったのか一いち目もく瞭りよう然ぜん♪　これならフィフちゃんも怒れないでしょう？」

　と言った。

「助かります」

　なるほど、その手があったか。

　というよりもそんなことも思いつかないくらい、まだ頭の回転は鈍にぶい。

　文人は《本》を開いてフィフの頭の上に落すようにした。

　出たときと同じように、ぽん、という音を立ててフィフの姿は消きえ失うせる。

　フローリングの床に落ちた《本》を、折りたたんだ膝ひざの上に乗せると、中で彼女が寝返りを打つのがわかった。

　うらやましい。

　自分で作った《仕掛け》のベッドの寝ね心地ごこちを確たしかめられないのが残念だった。フィフの弁によれば、素す晴ばらしい寝心地、だそうだ。

（いやいや、今は表紙だ）

　眠くて熱あつくて腫はれぼったい目を擦こすり、文人は背表紙に目をやった。ルカに、見てもいいか、と目で訊たずねると頷うなずいたので一枚を手に取った。

　背の装そう丁ていは黒い布だった。そこに金きん色いろで『こねこはたたらない！』と、大きな文字で捺おしてある。そのまま目を下へと移動して──どきりとした。

　タイトルにではない。《作・江え本もと文人》と名前が入っていたからだ。

　たったそれだけのことなのに、動揺した。

　なんていえばいいだろう。こんな気持ちはあまり覚えがなかった。

　例えるなら──小学生の頃ころ、花か壇だんで作ったジャガイモの根がふくらんでいるのを見た時に感じた嬉うれしさに近い、だろうか。

（すげー、わかりにくい喩たとえだな、おい）

　自分にそうつっこんでから横へ目をやると、隣となりには《絵・柄つか森もり泉いずみ》とあった。

　彼女がしたのは、正せい確かくにはキャラクターデザインで、実際の《仕掛け》の絵は文人が描かいたのだが、メインの登場人物が彼女の手によるのだからこれは当然の権利だ。

「普通、背表紙にはロメラで丸みをつけるんだけど、《仕掛け絵本》は平背だから、そのままで装そう丁ていしたわ」

　そうチカは説明してくれたが、ロメラがなんだかはわからなかった。

「タイトルが全部ひらがなのは？」

「ごめんね？」

　拝おがむように手を合わせて、ルカは片目を瞑つむった。

「《猫》の活字が見当たらなくて。《子》だけ漢字っていうのも変でしょ？　だから全部ひらがなにしちゃった。ほら。絵本だし」

　文ふみ人ひとは頷うなずいた。理由がわかれば、別にこだわる話ではない。それに、なんだか柔らかい感じがしてよかった。

　黒いサテンのような布に金きん色いろの文字は、それ自体に光を発する仕組みがあるわけでもないのに、なんだか輝かがやいて見えた。

　タイトルの上に押された、猫の顔のシルエットも愛らしい。その周りには美しい、花のような、植物のような装飾が施されている。

「《花型》と言うの」

　そう言ってチカが見せてくれたのは、文様の入った鏝こてだった。

「いろんな種類があって、組み合わせることで無限の世界を表現することが出来るわ。今回はマタタビをイメージしたの。多た分ぶん、わからないだろうけど」

　その通りだった。残念だけれども。マタタビそのものを、文人は見たことがなかった。

「表紙はね、こんな感じ」

　ルカがプリントアウトをした一枚の紙をテーブルに置いた。彼女たちはノートパソコンと簡かん易いプリンターを持っている。文人の部へ屋やの据え置き型のプリンターと比べると見劣りするが、それほど粗いものではない。

　イメージは、伝わってきた。

　基本はやはり黒。そこに銀ぎん河がの星々が瞬またたいているのも変わらない。だが、それを見上げているのは、猫耳の少女だった。しかし、柄つか森もりのデザインしたキャラクターではない。彼女のミロに比べると、ずっとデザイン的だった。記号的、とでもいえばいいか。漫画やアニメの絵とは方向が違う。まるでステンドグラスのようだ。

　だが、いいと思った。

　中身とも合っていると思えた。

　その崎さき田た姉妹版ミロが見上げているのがタイトルで、こちらも背と同じくすべてひらがなだったが、書体は独特だった。跳ねて。伸びて。丸まって。まるで絵のようにも見える。まあ、すべての文字は元は絵なのだが、その原点を思い起こさせるような迫力がある。

「柄森泉いずみの絵をそのまま使うことも考えたのだけど」

　とチカ。

「それだとわたしたちはレイアウトしかすることがなくなってしまうから、絵も自分たちで起こしたの。それに、彼女の絵は確たしかに強烈なアピール力を持っているけれど、ちょっと尖とがっている。一部の人向けなの。だから層を広げるために、こうしたの」

「どう？　フーミン」

　ルカが首を傾かしげる。

「悪くない──ううん、いいよ。とても綺き麗れいだし、この表紙だけでも欲しくなる」

　噓うそではなかった。お世辞でもない。

　多少、表紙と中身で勝負をしているようなところがあるけれども（表紙も中身の絵が良かったと思う人と、中身も表紙の絵でやればよかったのに、と思う人が出るだろうということ）、些さ細さいなことだった。

　こっちの表紙の絵のバージョンも作ってみたくなる。口にしたら作らなくてはならなくなるだろうから言わないけれど。

「んふー♪　やったね、チカちゃん！」

「うん、ルカ姉ねえ」

　二人ふたりは嬉うれしそうに微笑ほほえみあう。そんな風にすると本当に区別がつかない。どちらもまずいくらいに可愛い。

　そんな、合わせ鏡かがみのような彼女たちは、文ふみ人ひとに同じ動きで向き直ると、

「じゃあこれで行きます」

　と言った。同時に。コンマ一秒もずれることなく。こういうシンクロは気持ちがいい。

　文人は頷うなずいた。

　ちなみに裏表紙は、猫のシルエットの《花形》が押されているだけのシンプルデザインだったので、まったく問題なかった。

「二〇組。一〇時間で仕上げるから、その間にフミーは、製本をしておいて」

「《ブラデル製本》、だっけ？」

「ええ。今から方法を教えるから。──と言っても、《くるみ製本》とそうは変わらないんだけど」

　チカは、三時間前に見本に残していった中身と背表紙を手にした。

「この《背》の左右の、この部分──本来《平ひら》がある部分のここが、糊のりしろになるの。ここを中身の見返し部分に貼はりつければ、それでおしまい」

「それだけ？」

「ええ。でも、しっかりと位置を決めてやらないと中身とずれて上う手まく開かなくなるから、言うほど簡かん単たんじゃないわよ？　斜めに接着してしまったりしたら最悪だわ。《仕掛け絵本》は、上手く開かなければ意味がないでしょう？」

　その通りだった。

　他ほかの本でももちろんだが、《仕掛け絵本》は、とりわけ《飛び出す絵本》は、本が綺き麗れいに開くかがそのまま、《仕掛け》が上う手まく飛び出すかどうかを決める。

　綺麗に。真まっ直すぐに。

　きっと二人ふたりの言う通り、思うほど簡かん単たんではないのだろう。それでも。

「がんばります」

　ここまで仕上げたのだ。詰めをしくじるわけにはいかない。

「それで、その後はどうするんですか？」

「フミーが背表紙をつけたら、あとは『平ひら』を貼はるだけ。こっちは多少曲がっても見栄えの問題だから、そんなに難むずかしくはないわ。といっても、《仕掛け絵本》は普通の本と違って、中身がふわふわしてるから簡単ではないけどね。だから《ブラデル製本》がいいのよ」

「なるほど」

　確たしかにその通りかもしれない。

　見返しの部分にも《仕掛け》があるため、どうしたって歪ゆがむ。それを綺麗に貼るのは、初心者には厳きびしいだろう。

「じゃあ、一〇時間後に、ね♪」

「うん。一〇時間後に」

　文ふみ人ひとは二〇組の背表紙を手にし、フィフである《本》と共に部へ屋やを出た。
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　一〇時間もあれば背表紙付けは軽く完成するかと思われたが、眠くて手元がおぼつかないのと、元気になったフィフがうろうろするのとで、大変だった。

　それでも何とか間に合い、『平』を付けて最初の一冊が出来た時点で雲くも木きに電話をして、柄つか森もりに見せる分としてそれを取りに来てもらった。

　そして、三冊目の作業中に合格点をもらうことが出来た。崎さき田た姉妹がアレンジした表紙の評判も良かった。まあ、駄だ目めを出されても困るが。

　あとはただ、ひたすら完成を目指した。

　そしてコミエス参加の当日。

　明け方近くになってようやく、文人にとっての初めての《本》──初めての《仕掛け絵本》、二〇冊の《子猫はたたらない！　宇宙編へん》は、完成した。
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（とかまあ、すげえ大変だったけど、とにかく完成してよかったよ。ほんと）

　心底から、文ふみ人ひとはそう思った。

　もしも完成しなかったら、フィフにも柄つか森もりにもさんざんな罵ののしられようだったろう。崎さき田た姉妹のがっかり具合も並大抵なものではなかったに違いない。それら全すべてを受け止める気力も体力もきっとなかった。きっと逆ギレして、収拾がつかなかったに違いない。

（なんにせよ、よかった）

　しみじみとしていると、隣となりで雲くも木きが立ち上がるのがわかって、文人が振り返ると、彼女は大きなスポーツバッグを手にしていた。

「あれ、どうしたの？」

「あ、あのっ！　えっと……」

　顔が赤い。

「フミヒト、察さぬか」

　後ろからフィフに指で軽く突かれ、ああ、と文ふみ人ひとは納得した。そうか。トイレか。それはまあ確たしかに、口にはしにくい。

「わかった。大丈夫だから、いってくれば？」

「えっ!?　や!!　ち、違うの！　そうじゃないのよ!?」

　ますます顔が赤くなる。

「え？」

　違うのか？

「そ、その、そうじゃなくて、でも、あの、つまり……」

　何が理由かさっぱりだ。

　が、雲くも木きがひどくうろたえていることだけはわかった。

　こんな雲木を見るのは初めてだった。悪戯いたずらを見つかった──というより、これから何か悪戯をしようとしているところを見つかったみたいだ。したあととする前では、同じようで違う。これは後者。

「……何を言っておるのじゃかわからんぞ、ヨミ」

　フィフが剣けん吞のんに眉まゆをひそめる。

「そ、そうよね……わたしもわかんない……」

　あはは、と乾いた笑いを漏らすと、雲木はため息と共にがっくりと肩を落とした。そのまま骨が外れて、肩だけ床に落ちてしまいそうだ。

　声をかけようにも、原因がわからないのでは、何といえばよいのかわからない。

　変な対応をして、地雷原に踏み込むわけにはいかなかった。それでなくても文人は、彼女の気持ちを知っている、という起き爆ばく装置を持っているのだ。

「──ふんっ！」

（あ。立ち直った）

　気合一発。吹っ切るように、吹っ飛ばすように、雲木は腰のところで拳こぶしを握って、そう息を吐いた。

　こんな風に気合を入れる人間が、現実に存在するとは、文人は思わなかった。むしろ、だからこそ、彼女はこういうやり方をしたのかも知れないが。

　現実離ばなれしているからこそ可能なことというのは、ある。日常から離れているからこそ出来るということは、確かにある。

　旅の恥は搔かき捨て。それも同じことだろう。

「ご、ごごごごめんっ！　わたし、ちょっとイってくるるるるっ！」

　雲木は、文人の返事を待たずにテーブルの下を潜くぐった。

　よほど慌てていたのか、抜ける前に立ち上がってしまい、頭をぶつけた。悲鳴は何な故ぜか、アウチ、と英語だった。

（英語、だよな？）

　反射的にそう思ったのだが、英語はあまり得意ではないので確かく信しんはなかった。

　雲くも木きは少しふらふらしながら、走って逃げるようにいってしまった。うなじがペンキを塗ったみたいに見事に真まっ赤かになっていた。クリスマスの夜に、サンタクロースの行き道を照らせそうだった。

「……なあ知ってるかフィフ。サンタのそりを引くトナカイは、みんな、雌なんだぜ」

「何!?　それは初耳じゃ！　いかにも雄っぽいではないか！　雌っぽく描かいている絵本なぞ見たことはないぞ!?　睫まつげは短いし、リボンだってない！　スカートだってはいとらん！」

「雄のトナカイの角は、冬にはみんな抜けちゃうんだってさ。だからあれは雌なんだって」

「ふうむ……そうなのか。つまりそれは、見かけで物事を判断してはならぬ、という教訓じゃな、フミヒト？」

「いや、ただの雑ざつ談だん」

　フィフの片方の眉まゆが跳ね上がるのを面おも白しろく見ながら、文ふみ人ひとは『限定一七部！』と書かれたポップを置いた。

　完成したのは二〇部だが、全部を売るわけではない。

　一冊は、コミエス本部に提出が必要で、柄つか森もりに見せた一冊は中を見る《見本》としておいておく必要がある。あと一冊は、自分のため──というか、フィフのために取っておく約束になっていた。記念、だそうだ。

　その《見本》の一冊を開いて──猫娘たちに襲おそわれるシーンにした──架台に固定すると、

「へえ、凄すごいね」

　声をかけられた。

　顔を上げても、テーブルの向こうには誰だれもいなかった。

「こういうものを彼女が出してくるとは、想像もしてなかったな」

　隣となりだった。

　振り向くと大人おとなの男が──大学生くらいだろうか。顎あごにちょっと髭ひげを生はやしている──自分のところのテーブルに片かた肘ひじをついて、丸まる眼鏡めがねの向こうで微笑ほほえんでいた。

「なんじゃ、貴様は!?」

　だん、と文人の座る椅い子すの背と、それから、文人の頭に足を乗せ、フィフはそう吼ほえた。少しも重くはないが、だからといって、構わないわけではない。

「おまえは人の頭を踏みつけながら何をいきなり喧けん嘩か売ってんだよ！」

「拙せつはいつでも臨りん戦せん態勢じゃ！　敵に遅れを取るものか！」

「いきなり敵とか言ってんな！　いいから下りろ！　僕の頭は踏み台じゃない！」

「断る！」

　はっはっはっ、と爽さわやかに笑われた。やはり眼鏡の男は大人だった。今のやり取りを軽く受け流せるのだから、間違いない。

（ていうか、なんか眼鏡めがね率高くないか？）

　雲くも木き。柄つか森もり。そしてこの男。コンタクトがあるのにこれだけ眼鏡の人類と巡り会うのは不ふ思し議ぎな気がする。そういえば、謎なぞの黒衣の《マイスター》も、半分だが眼鏡だ。流は行やっているのだろうか。眼鏡。

　失敬、と眼鏡男は言った。

「僕は里さと江えといいます。柄森くんとはときどき、テーブルが隣となりになるんで、今日きようも楽しみにしていたんだ。彼女は、今日は遅刻？」

「あ、いえ」

　降りようとしないフィフのことは諦あきらめて、文ふみ人ひとは男を観かん察さつした。とりあえず《禁書》──とは思えない。話しかけてきた理由も、ありそうなものだ。

「彼女はちょっと用ができてしまって、テーブルが開くのももったいないし嫌いやだから、と代理で頼まれたんです」

「そうか、残念だな。彼女と、月刊少年スラックスＦＸで始まった新連載の話をするのを、楽しみにしてたんだけど」

（スラックスＦＸ？）

　雑誌の名前だろうか？　長い上に中身の想像もつかない雑誌名だ。子供服と外国為替かわせ証拠金取引の本なのかと思ってしまうが、違うのだろう。もっとも、今はどの雑誌もそんなのが多いが。変化球過ぎて大だい暴ぼう投とうだ。

「でも、彼女の新刊が《飛び出す絵本》とは驚おどろきだな。ここは創作系だからそういうのもありだと思うけど、彼女にしては珍しいというか──」

「何を言っておるのじゃ、サトエとやら」

　まだ人の頭に足をかけたまま、フィフは言った。とりあえずスカートでないのが救いだ。冬でよかった。夏だったら、この状況はやばすぎる。

「これはフミヒトの《本》じゃ。フミヒトの生まれて初めての《仕掛け絵本》じゃ。確たしかにツカモリはきゃらくたーのでざいんをしたし、キャラの顔はツカモリの手によるが、他ほかは全すべてフミヒトが描かいたものじゃし、《仕掛け》の設計、製本も一人ひとりで仕上げたのじゃから、これは正真正銘、フミヒトの《本》じゃ！」

　むふー、と鼻息も荒く、フィフは踏ふん反ぞり返かえった。

「誉ほめてくれるのは嬉うれしいけど、なんでおまえが偉そうなんだよ」

　言って、文人はフィフの足を払った。

　踏まれていては、嬉しさも半減だ。

　彼女はバランスを崩したが、その場でくるりと回転するとすぐ脇わきに落ち葉のように着地して腕組みをし、ふふん、と笑った。

　まったく不敵で無敵だった。

「フミヒトは拙せつの《まいすた》なのじゃから、当然じゃろ？　戦せん闘とう司書と《まいすた》は、拙とおまえは、一心同体。成果も手柄も分かち合うのじゃ。フミヒトの物は拙のものだし、拙の物は──まあ、そのときどきということで」

「勝手すぎるだろ！」

　笑われた。

　里さと江えと言う男は、少し涙を浮かべて笑っていた。

「……いや、ごめん」

　目つきが非ひ難なんがましくなっていたのだろうか。彼はそう謝あやまると、にこやかに頷うなずいた。

「初うい々ういしいねえ。何？　二人ふたりは兄妹？」

「違います。こいつは──うちに居い候そうろうしている交換留学生なんです」

「ああ。それで、その髪と瞳ひとみの色。綺き麗れいだよね」

　見え透いたお世辞を、と思ってフィフを見ると、頰ほおが微かすかに赤かった。こいつ、こんなみえみえな誉ほめ言葉を真に受けるようなやつだったのか？

「ていうことは、二人はもしかして付き合ってたりするの？」

（うわ、大人おとなだ！）

　文ふみ人ひとは胸の革かわ装そう丁ていの文庫サイズの表紙の下で、《仕掛け》の心しん臓ぞうがピンボールのように跳ねるのを感じた。こんなことを何の衒てらいもなく訊きけてしまうのは、照れも何もなく、今日きようの朝何食べた、みたいに訊けてしまうのは、大人の証拠だった。

「ち──」

　違う、と言いかけて、文人は口ごもった。それが正解だったし、事実その通りなのだが、言い切ってしまうのには何な故ぜか強い抵抗があった。それに。

（な、なんだよ、その目は……）

　フィフが、おかしな目をしていた。

　不安そうな、それでいて、何かを期待するような、縋すがるような、そんな。だが、自分ではきっとそんな目を、顔をしていることにきっと気がついていない。

（な、何て答えればいい？　何て──）

　気付けば文人はポケットに手をつっこんで、短くなった鉛筆を握にぎり締しめていた。

　回せ、と声がする。じっくりと考えて答えないと取り返しのつかないことになるぞ、と何かが囁ささやいている。だが──考えて、それで、答えが出るのか？　答えはひとつだけ『違う』という事実があるだけなのに、それをどういうと言うのだ。

　じわり、と服の下に汗が滲にじんだ。

　黙だまっているのは、それはそれでひとつの答えになってしまいそうだった。

　しかし、それもまた正解ではない。事実、文人はフィフとそんな関係ではないのだから。彼女は一〇〇％の自分を取り戻すため、文ふみ人ひとは心しん臓ぞうを取り返すため、共きよう闘とうしているに過ぎない。だが、そんなことを説明するわけにもいかない。

　ん？　と里さと江えが首を傾かしげる。

　ああまずい。彼は言おうとしている。ごめん野や暮ぼな質問だった、とか何とか。

　それがわかった。

　そうじゃない、付き合ってなんかいない。そう答えるのに、何でこんなに抵抗がある？　どうして、そう言ってしまったら何かが終わってしまうような気がするんだ？　どうしてこんなに決めてしまいたくないんだ？　付き合っている、いない、どちらであっても。

　──どうなのじゃ？

　フィフのそんな声が聞こえた気がしてちらと見ると、彼女の目は食い入るようだった。運命の宣告を待っているかのようだった。彼女の《本》が、気付けば指に触れていた。ということは、今のは本当に彼女の声だったのだろうか。

（僕は……）

　何を言おうとしていたのだろうか。文人は、自分でもわからなかった。

　だが──助かった。

　答えがどちらであったのだとしても、それを口にすることはなかった。

「──違います！」

　と、そう。

　完全否定をする意思を持った声が、後ろから飛んできたからだ。

　誰だれだ、と問うまでもない。雲くも木きだった。

（助かった！）

　心から思い、鉛筆を握ったまま振り返った文人は、固まった。

　猫がいた。

　すらりとして、けれど出ているところはそれなりに、上品に、丁度いいと思えるくらいに出ている、髪の黒い、けれど何な故ぜか耳だけは白い、それを言うなら顔だけは肌はだ色いろの、人の形をした白い猫がいた。

　というか、雲木だった。

（な、なななな、なんだっ!?）

　わけがわからない。何で、どうして、雲木がこんな格好を!?　絶対にありえないことが起きている！

　品行方正な図書委員で、どちらかといえば目立つのを嫌う彼女がするような格好では、断じてなかった。何か柄つか森もりに弱みでも握られているのだろうか？　そうとしか思えない。眼鏡めがねの向こうで、頰ほおは火がついたように真まっ赤かになっている。

（そ、それにしても……）

　意外と──大きい。

　いつもは制服の下に隠れているし、常に大体、破は壊かい的てきに大きい胸の夏か宰さい司書が傍そばいるから目立たなかったしわからなかったが、スーツに貼はり付けられた毛皮の分を割り引いても、かなりのボリュームがあった。

　なんとなく、いつもより一回りは大きい気がする。

　そのとき、文ふみ人ひとは、はっとした。

（雲くも木き、ブラはどうした！）

　ない。彼女は──それを着けてはいない。

　ぴったりとしたタイツのようなスーツの胸の回りを見ればわかる。下着を着けていればそうだとわかる。事実、パンツ──サポーターかもしれないが──のラインは、僅わずかだが浮かんでいる。

　だが、ない。

　なめらかな背中の線せんは、まったく段差なく、くびれた腰のラインへと繫つながっていて、どこにもその痕こん跡せきは見つからなかった。

（──はっ！　そうか！　そうだったのか！）

　突然、わかってしまった。

　雲木は胸が大きくなったんじゃない。元からあの大きさだったのだ。それを、サイズの合わないブラで無理やり締しめつけていたのだ。そんなことをしていた理由はわからないが、それならばノーブラなのに急に胸が膨ふくらんだ理由に、説明がつく。

　正直、夏宰司書や崎さき田た姉妹くらい大きいと、それだけしか目に入らず、体の全体像を捉とらえにくいところがある。だが、雲木の真の姿は、その両面を補って余りあった。異性として物足りなかった部分を補完して十分すぎる。

　そこまで考えて、

（ち、ちょっと待った……）

　文人はようやく異変に気がついた。

（なんで、雲木はさっきから全然動かないんだ……？）

　そのことだった。

　おかしい。

　彼女の秘密に気づけたのは、それだけの時間があったからだ。だが、彼女はこんなにも無防備に自分の体をさらせる娘だったろうか。あんな格好で。

　答えは、否だ。

　雲木詠よみは、猫のコスプレをした上に、男にガン見をされて平気でいられる性格をしてはいない。そのくらいは知っている。

　では、何な故ぜか。

（って──原因は僕かよ！）

　その通りだった。

　雲くも木きは動かないのではない。動けないのだった。文ふみ人ひとの認にん識しきする時間の中で引き延ばされ、自由を奪われ、それとすら気づいていないのだった。

　秘技──《走そう馬ま灯とう》。

　人は死の危険を感じるとそれを回かい避ひしようと脳をフル回転させて過去の人生の中から対処法を探ろうとする。そのとき、ほんの一いつ瞬しゆんが、十分にも二十分にも感じる。

　それを《走馬灯》というのだが、文人はその現象を自分で引き起こすことが出来た。使い込んで短くなった鉛筆を回すことで、《鉛筆回し》をすることで、可能せしめた。

　いつの間にか、それを使っていたらしい。知らずに時間を止めて、雲木のコスプレをガン見していたらしい。

　動かないはずだった。

（何してんだ、僕は！）

　いつ回したのか、まったく覚えがなかった。

　鉛筆はつかんでいたが、それは別の理由からで、決して、彼女のコスプレ姿をじっくりと眺めるためではなかった。

　これは彼女を穢けがす行為だった。犯罪だった。覗のぞきや盗とう撮さつと同じレベルだ。
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　文ふみ人ひとは急いで《走そう馬ま灯とう》を解除した。これを使うとペナルティとして頭痛が起こるのだが、今日きようは当然の報いだった。

　現実の感覚が戻ってくる。

　だが、希き薄はくだった。解除後にいつも感じる、圧倒的な空気の密度とか、気温とか、うるさいくらいの生活音とか、そうしたもろもろが何な故ぜか淡かった。

　その事実は文人をぞっとさせたが、理由を考える前に時間を取り戻した雲くも木きの言葉が再び飛んできて、文人の思考を押し流した。

「二人ふたりは付き合ってなんかいません！」

　そう言って、雲木はテーブルにまでくると、掌てのひらをテーブルに叩たたきつけるようにして里さと江えを睨にらんだ。

　顔が真まっ赤かだ。

　里江は一いつ瞬しゆんひどく驚おどろいた顔をして、しかし、すぐに普通の顔に戻って、

「へえ、そうなんだ」

　と言って、笑えみを浮かべた。

（なんか、調ちよう子しのいい人だな）

　そう感じた。それともこれが大人おとなの余裕というやつだろうか。

「別にどっちでもいいんだけどね。ちょっと訊きいてみたかっただけだから」

　何て迷惑な。

「僕は里江っていいます。柄つか森もりくんとはここでだけの知り合いやってます」

「聞いてます」

　少し考えて、そう雲木は言った。

「気を付けるように、って言われました」

「何に？」

　雲木の顔はまた少し赤くなった。

　それを見て里江はまた笑い、そうして、今日は一日よろしく、と言って自分のブースの準備に戻っていった。

　彼について一体いかなる忠告を受けていたものか、雲木は短く息をついた。乗り切った、という達成感が見える。

　それはともかく、文人の関心はまったく別にあった。

「なあ……」

「うん？」

　振り向いた雲木はいつもの雲木だった。だがそれも文人が問いを発するまで、指を突きつけるまでだった。

「それ、どうしたの……？」

「え？　あっ！」

　自分の格好を思い出したか、雲くも木きは再び真まっ赤かになり、慌てた様よう子すで胸を隠した。

　むにゅう、という音が聞こえた気がした。

　やはり気のせいではない。明らかに大きくなっている。押されて形を変えた様子が、これまでとまったく違う。

　そんなシーンにちょくちょく遭遇しているわけではないが、つまり、それでもわかるくらいの変化だということだ。

　雲木は、眼鏡めがねが飛んでいってしまいそうな勢いで首を振って、違うの、と言った。

「これは、趣しゆ味みとかそういうことじゃなくて、別の意味があるの！」

　胸のことではなかった。

　違うのこれはパットで、ととか続くのか、と一いつ瞬しゆん思ってしまった文ふみ人ひとは、自分が世界で一番いやらしい存在になってしまったようで、自己を嫌けん悪おした。

　もちろん雲木は、自分の好きな男子がそんなことを考えているとは露つゆも知らず、そうじゃなくて、と続ける。

「これは、販促なの！」

　同意だった。

「まあ、確たしかにちょっと反則かも……」

「え？　あ！　そ、そうじゃなくて、本を売るためって意味！」

「あ、そっち──」

　販促──販売促進の方だったか。

　つまり、これはキャンペーンガールのようなものということか。

　なるほど、コスチュームの衝しよう撃げきが優ゆう先せんして気づかなかったが、この格好は『ミロ』だ。眼鏡と髪の色は別にして、確かに、文人の《本》の猫だった。

「でも、なんで──誰だれが？」

　雲木は絶対に、こんなことを思いつくような人間ではない。

　やはりわかってしまうか、というように、雲木は微かすかに眉まゆをひそめた。

「泉いずみがね──」

　と彼女は言った。

「泉にね、わたしにも何か、江え本もとの本を売る手助けが出来ないかな、って相そう談だんしたら、いい方法があるって言われて……」

「それが──それ？」

　顔を真まっ赤かにして僅わずかに目をふせるようにして、雲木は頷うなずいた。ゆさ、と隠されていた胸が重たげに揺れる。

「わたし……江本の初めての役に立ちたかったから……」

（こ、こいつ……可愛かわいいことを……っ！）

　心しん臓ぞうが、どっどっどっ、と駆け足を始めるのを文ふみ人ひとははっきりと感じた。

　正直、感動した。

　自分のためにここまでしてくれる女子を前にして、少しでも心が動かなかったら、それはもはや人間ではない。冷血動物だ。

　だが。

　文人は感動と同時に、申し訳なさを、棘とげを刺したような痛みを感じてしまってもいた。ごめん、と謝あやまりたくなってしまいそうになる。

　何な故ぜそんな気持ちになるのか、わからなかった。謝ることなどないはずだ。一体自分の中の何がそんな感情を呼び起こすのか、文人は、理解も分析も出来なかった。

　眼鏡めがねの向こうで、濡ぬれたような瞳ひとみが見つめている。

　言葉を、待っている。

　言うべきことはわかっていた。そんなのは決まっていた。

「ありがと、な」

　ぱ、と雲木の表情が輝かがやいた。電球のスイッチを入れたみたいだった。その顔があまりに綺き麗れいで、それがまた胸を刺して、文人は痛みを誤ご魔ま化かすために笑え顔がおを作った。

「えっと……雲木が、ここまでしてくれたんだ。何が何でも完売させないとな」

「うん、がんばろ！」

　普ふ段だんは真ま面じ目めな眼鏡めがねのクラスメートが、ノーブラで猫のコスプレをして肉球つきのグローブをぐっと握る様よう子すは、異様な破は壊かい力りよくだった。

（また、揺れたし）

　ストレートパンチを顔面にもらったみたいにくらくらする。と──

「フミヒトっ！」

　何故か怒ったような声で名前を呼ばれたと思ったら、膝ひざの裏に強烈なローキックの一いち撃げきを喰くらって、文人の体は大きく沈み込んだ。

　フィフだった。

　膝を打ち付ける寸前で何とかテーブルに手をつくことが出来た。

「何すんだよ！」

「うるさい！　拙せつにも寄こせ！」

「何を！」

「猫耳に決まっておろう！」

「はあ!?」

「写真を撮とるときに使ったじゃろうが！　あれを出せ！　あと鈴のついた首くび輪わも！」

　文人は、フィフが何をしたいのかを理解した。

　そういうことか。

　やれやれ、と文ふみ人ひとは嘆息した。

「おまえさ……何、雲くも木きに対抗しようとしてんの？」

　フィフの頰ほおが、かっ、と赤くなる。

「そそそそそそんなんではない！　拙せつもただ、そなたの初めてに手を貸してやろうと思っただけじゃ！　対抗とか、何を言っておる！　どうして拙がヨミと競きそわねばならんのじゃ!?　そもそも何を競うのじゃ!?」

　そりゃあ、と言いかけて、文人は口ごもった。それが自分の修復に関かかわるから、とか、理由を考えれば見つかったが、それを雲木の前で言うわけには行かなかった。彼女は《禁書》に関する事柄を忘れている。思い出させるようなことはしたくなかった。

「うんまあ、そうだな」

　文人は頷うなずき、こっそりと《本》から猫耳を取り出した。雲木からはあたかも鞄かばんから出したかのように見えるように気を使い。

「売るのを手て伝つだってくれるっていうなら、助かるよ」

「……当然じゃ」

　言って、フィフは猫耳を装着した。

（やっぱ、似合うな……）

　頑張ってくれた雲木にはとても言えないが、やはり、フィフの方が『ミロ』の雰囲気があった。しかし、それは当然のことかもしれない。フィフにモデルをしてもらってそれを元に《仕掛け》を作ったのだから、『ミロ』の体つきとか、そうしたものに《フィフっぽさ》が出るのは当然だろう。

　こうして、ブースには二匹の猫が現れた。

「似合うねえ」

　隣となりで里さと江えが面おも白しろがるように言ったが、気にはならなかった。実際、二人ふたりともよく似合っていたし、周囲の注目は高かった。誰だれも彼も、男は皆、こちらをちらちらと見ている。

　他ほかのブースでもコスプレをした人はいたが、雲木やフィフほど目は引かなかった。

（っていうか、雲木って美人なんだな……）

　本当に今更だが、文人はそのことに気がついた。鐘しゆ翠すい善ぜん高校はレベルが高い、という話は聞かなくはなかったが、中にいるとあまり意い識しきはしないものだ。少しうつむき加減に頰ほおを真まっ赤かにしている姿は、綺き麗れいだった。

　そんな雲木を、フィフはどこか剣けん吞のんな目で睨にらんでいた。わけがわからなかった。まるで《敵》を見るかのような目だ。

　文人はフィフを軽く肘ひじで突いた。

（何、睨んでるんだよ）

　彼女にしか聞こえない小声で言うと、

（睨にらんでなんかない！）

　と唇を尖とがらせた。

　大おお噓うそだ。

　しかし、した、しない、で言いあいをするのもつまらなかった。認めたくないのなら、それでいい。変に空気が悪くなるなら別だが、緊きん張ちようしているためか、雲くも木きはフィフの目には気づいていないようだ。

　そのとき、天てん井じように取り付けられたスピーカーが、チャイムを鳴らした。まるで学校だ。同じチャイムのメロディだった。

『──サークル参加の皆さんにお知らせします。間もなく開場いたします。コミエスは参加者全員が会の当事者であるという意い識しきを持ってください。サークル参加の皆さんがブースを離はなれられるのは、会場、三十分後以降となります。その前にブースを離れているのを実行委員が発見した場合、次回の参加についてペナルティが科されますので、気をつけてください。一般参加者の皆さんにお知らせします。会場内では走らず、スタッフの誘ゆう導どうに従ってください。指示に従わない場合は退場していただきます。繰くり返します。コミエスは私たち皆で作る即売会です。ご協力をお願ねがいいたします』

　いたします、という声が、うわん、と反はん響きようして広がっていった。

「まあ、無む駄だなんだけどね」

　里さと江えがそんな風にいうのが聞こえて振り向くと、彼も文ふみ人ひとのほうを見ていた。

「どういう意味ですか？」

「聞いちゃいない、ってことさ。全部じゃなくて、一部の一般参加者だけど。去年、企業ブースを受け入れるようになってからはさらにひどくてね。そこで販売する限定グッズだけが目当ての《客》が、開場と同時になだれ込んでくる。洪水みたいにね」

　フィフに袖そでを引かれた。

「それはまずいぞフミヒト。洪水はまずい」

「大丈夫だよ、本当に水が押し寄せてくるわけじゃないから。ただの喩たとえだ」

　でも、と文人は里江を向いて訊きいた。

「そんなに凄すごいんですか？」

「うん。まあ、すぐにわかるけど、その辺、引っ込めておいたほうがいいよ？」

　ポップを指さす。

「どうせ、連中がいってしまわなくちゃ誰だれも見やしないから。その見本も畳んでおいた方が安全かな。どっかいっちゃったら嫌いやだろ？」

　ことさら大おお袈げ裟さに言っている様よう子すもない。

（ここは素直に忠告に従っておいた方が良さそうだな）

　文ふみ人ひとは手を伸ばしてポップと、見本を架台ごと引っ込めた。見れば、他ほかのサークルもそうした物は出していなかった。

「角のサークル、今日きようは無事に済めばいいけどな」

　それはどういう、と訊きこうとしたとき、再びチャイムが鳴った。

『それでは、コミエス四〇、開場いたします！』

　わあ、と歓声が上がった。

　それが静まると、辺りの空気は張り詰めた。おかしな緊きん張ちよう感かんだった。もっと楽しい雰囲気になるのものだと思っていたのだが、怖おそれ、警けい戒かい感かんなどが誰だれの顔にも見て取れた。

　そして。

「……来るぞ」

　里さと江えの呟つぶやく声がして、何が、と問う前に地鳴りが聞こえた。初めは小さく。しかしすぐに大きく、どんどんと大きくなって。

「う……わ……！」

　人の洪水、だった。

　入り口から物もの凄すごい数の人々が、堤防が決けつ壊かいしてあふれ出た水のように通路に押し寄せるのが見えた。地鳴りは彼らの足音だった。誰も彼もが自分が先に進もうと転がるように走っている。転ばないのが不ふ思し議ぎなくらいな勢いで。

　通路という通路に押し寄せてくる。

　文人は里江の、角が無事に済めばいいけど、という意味を理解した。ひとつの曲がり角で人の波は膨ふくれ上がって、角のサークルのテーブルを押した。がたがたと崩れて悲鳴が上がる。

「走るなっていってるだろう！」

　警けい備び員いんが殺到する。同じ制服を着た人々の手には警棒が握られていて、それが振られると人々は流れを変えた。何人かが足をもつれさせて転ぶ。

　里江は嘆息した。

「あんなもの使わなくても済むほうが、いいんだけどね。何しろ言ってわかる連中じゃないから。仕方なく実行委員会もプロに頼んでる。まあ、すぐ済むよ。なんだかんだいっても、こんな連中は参加者のごく一部だから」

　その言葉が終わる前に、目の前をものすごい勢いで男たちが駆け抜けていった。不思議と男ばかりだった。地鳴りと。熱ねつ気きと。まるでひとつの生き物のように流れていく。過ぎていく。

（見本を下げておいてよかった）

　忠告にしたがって正解だった。人の波に押されてテーブルは移動し、通路が僅わずかに広がった。腕が並べた本を掠かすめそうになったから、もし見本を置きっぱなしにしていたら、弾はじき飛ばされてどこかへいってしまっていただろう。そんなことになったら、フィフが黙だまっているはずもなかった。

　やがて洪水のような連中は行き過ぎ、辺りには静寂が訪れた。

　周囲で一斉に安あん堵どの吐息が漏れる。

　動いたテーブルを元に戻す作業が始まり、引っ込めていた飾りやポップをどのサークルも設置し始めると、辺りは一気に華やいだ。

　誰だれもが、自信の一作をアピールする手段を講こうじている。幟のぼりを立てる者。音楽を流す者。巨大なパネルを立てる者。様々だったが、皆、今日きようを盛り上げようとしているのがわかる。

　文ふみ人ひともポップを再設置し、見本と架台を置いた。

「さあ、こっからだ」

　里さと江えの言葉に文人は緊きん張ちようした。ゆっくりと穏おだやかに、人の波がやってくる。

　ぎゅ、と手を握られた。

（雲くも木き……）

　きっと、自分で何をしているか気付いていない。その目は真まっ直すぐに一般参加者に向けられていて、はっきりと緊張していた。

「フミヒト」

　肩にフィフの手が置かれどきりとしたが、彼女の声は弾んでいた。

「売り切るぞ」

「……当然だ」

　自信はある。きっとすぐに完売だ。

（さあ、来い）

　文人は、一般参加者を迎え撃うつべく、乾いた唇を嘗なめた。




　　　　　☆




「まだ届かぬぞ！　どうなっておるのじゃ！」

　販売カウンターの奥で、小さなクレオパトラは《本》に向かって、そう怒ど鳴なった。彼女自身である《本》の中から、同じく小さく立ち上がった《仕掛け》のクレオパトラが、きぃきぃした声で、仕方ないであろ、と怒鳴り返した。

『《本》にした奴やつらが思ったよりグズだったのじゃから！　もう少し待て！』

「どのくらい！　既に開場してしまって、客が押し寄せているのじゃ！　説明が要る！」

『そう、じゃな』

　開いた《本》の向こうでなにやら話し合う声が聞こえた。おそらく他ほかの分身とだろう。

『──待たせた。昼までには届ける』

「昼!?　遅すぎるわ！　開場と当時に販売と告知してしまっておるのじゃぞ！」

『そんなのどうにでもなるじゃろうに。なんのために百ゆ合り若わかがおる？』

「じゃが、なるべく騒さわぎを起こすなと言われておるじゃろうが」

『なるべく、じゃろ？　それに、百ゆ合り若わかが出て行ってひと睨にらみすれば済む。とにかく、こっちも忙しいのじゃ！　切るぞ！』

「あ、待て！」

　しかし《本》の向こうの分身は言うことを聞かず、《仕掛け》は融とけるように消えた。

　クレオパトラは腹立ちをそのまま《本》にぶつけ、乱らん暴ぼうに閉じた。自分自身とはいえ、腹が立つ。否。何より腹が立つのは、使えない三版の連中だった。やはり大量生産品はそれなりでしかないということだ。

（自らの意思もないしの）

　言われたことはするが、結局はそれも満足に出来ないということだ。

（なんと言うたかの。そうそう、ゾンビじゃな。それじゃ。まあ、三版の連中は、人を喰くらうことはせぬが。どんくさいところはそっくりじゃ）

　表から怒声が聞こえ、クレオパトラは舌を打った。

　どうなってんだ、責任者を出せ、責任を取ってタダで寄こせ、冊数制限をなくせ、などという声が聞こえてくる。

　コミエススタッフが整せい理りにあたっているが、すぐに限界が来るのは目に見えていた。

（欲望の塊のような連中じゃ）

　それだけに《見込み》はある。ストレートな欲望ほど叶かなえるのは容易たやすい。

（腹をすかせたライオンには肉を、富を求めるものには黄金を与えればよい）

　個人を狙ねらい、欲望を引き出し、それを叶えるのがこれまでのやり方だった。だがこれからは、まず欲望を捉とらえ、そこへそれを叶える《本》を送り込む。それがこれからの《本化》だった。そして、このコミエスがその第一歩だった。

　それだけに失敗は出来ない。

（我らの《主》は、それを許さぬであろうしな）

　今は子供の姿をしているが、《力》を取り戻した《主》に敵かなうものなどいない。唯一、危険な存在だった最強の《戦せん闘とう司書》、フィフ・デグリースは、《主》との戦いにおいて半身を失って子供の姿となり、《マイスター》も失った。新しい《マイスター》は先人に比べると未み熟じゆくで、話にもならない。

　クレオパトラは夜道での邂かい逅こうを思い出し、くすりと笑った。

（まあ、可愛かわいらしい少年ではあったの。才能もなかなかじゃが……この先、発揮することはなかろう。進行の方が早い）

　ナイル川の青あお色いろで縁ふち取どった瞳ひとみで一目見ればわかった。あれはもう、半ば、《本》だ。そろそろ体に変へん調ちようも出ているはずだった。非常に珍しいケースで、その様よう子すをじっくりと観かん察さつしてみたいものだった。

　ふふ、とビターチョコレート色の唇で笑い、クレオパトラは《本》を置いた。連中がこの作戦のことを知ったらどんな顔をするかを想像すると愉快だった。よもやこんなところでこんなことをしていようとは夢にも思うまい。

「────！」

　薄うす闇やみの中で巨大な影かげが動く。

　その直後、

「──担当者はどこだ！」

　怒声と共に、無ぶ遠えん慮りよに押し入ってきた者があった。

　男が一人ひとり。

　クレオパトラが振り向くと、男はぎょっとした顔になった。視し線せんが、紐ひもサンダルを履はいた爪つま先さきから冠を着けた頭までぞろりと動き、細かいところまで確かく認にんするのを見た。いやらしく這はうのをしっかりと感じた。

「なんじゃ？」

　呆ほうけたようになった男に声をかけると、うろたえたようにあちこちに視線を走らせ、誤ご魔ま化かすように何度も咳せき払ばらいをした。

「あー……君、このブースの責任者の人はどこにいるかわかる？」

　どうやら、朝に来たスタッフとは別の人間らしい。

　クレオパトラには、同じスタッフジャンバーを着ている人間の区別など、一見でつくはずもなかった。別人とわかったのはこちらを知らなかったからだ。既に会ったことがあるなら、こちらを忘れるはずがない。

「わらわじゃが？」

　え、と男が驚おどろいた顔をする。

　この顔を見るのが、クレオパトラは好きだった。口に手を突っ込んで魂引き抜いたときと同じ間抜けな顔。

　以前、人間の《本》化の実じつ験けんで、従僕であるエジプト神の一人ひとり、アヌビスに魂を引っこ抜かせ、それを直接《本》に定着させる、ということを試したが、そのときの人間の顔がこれによく似ていた。

　定着化そっちのけで魂を引っこ抜いていたら《主》に禁じられてしまい、どうしたものかと思っていたのだが、分化したこの体で大人おとなびた対応をすると似た顔をさせることが出来るとわかってからは、もっぱらそれで楽しんでいた。

　クレオパトラはテーブルに腰を下ろし、足を組んだ。大きな動きでゆっくりと。男の瞳ひとみがカラシリスの奥の暗がりに食い入る。それをはっきりと感じる。

「どこを見ておるのかの？」

　ビターな唇でくすりと笑うと、男は雷に打たれたように背筋を伸ばした。無ぶ精しよう髭ひげを生はやした顔にどっと汗が噴ふき出だす。覗のぞきか何かの罪で訴えられる可能性を考えているのが、手に取るようにわかる。もちろんそんなことはないのだが、子供の裸に欲情を覚えた罪悪感がその恐怖を喚起させているのだろう。

「で、なんじゃ？」

　しかし、長々とこの状況を楽しんでいるわけにも行かない。外の騒さわぎがあまり大きくなって撤てつ収しゆうや販売中止を勧告されても困る。

　コミエス運営委員会役員全員の《本化》も検討したのだが、《主》の判断で中止された。今回は《実用試験》であり、こちらの管理の及ばない状態での効果が見たいということが大きかった。できた《本》を流通に乗せるということは、直接販売が行える今回よりもずっと不ふ確かく定てい要素が増える。さして欲しくもないが話題になっているから買ってみる、という人間もいるだろう。そういう人間が果たして《本》になるかどうかも見る必要があった。

「正真正銘、わらわがここの責任者じゃ」

　男は自分の役目をようやく思い出したかのように、咳せき払ばらいをして真まっ直すぐに、すこしいかめしい顔をして、クレオパトラに向き合った。

「あんたが責任者だっていうなら、ここでなにをしてる？」

「待っておる」

　にい、とクレオパトラは微笑ほほえんだ。

　男が怯ひるむ。自分よりもずっと年が下の少女の笑えみにはっきりと気け圧おされる。

「ま、待つって、何を！」

「決まっておろう。《本》じゃ。連中、予想を上回るどんくささでな。ここまで使えぬとは思わなかったのじゃ」

「つ、つまり、本がないってことか!?」

「今、そう言ったであろう？」

「そんな！」

　男の声は悲鳴だった。

「販売は一〇時からって告知したんだろう!?　い、いや、遅れてるなら遅れてるで仕方がない！　だったら、あんたが責任者だっていうなら、ここで何をしてるんだ！」

「じゃから」

　クレオパトラは長い黒髪を払うようにした。飾りの金管がぶつかって澄すんだ音を立てる。

「整せい理りはしておるじゃろう。三版の連中が」

「外にいる連中なら、何もしてない！　ただ、突っ立ってるだけだ！　何を訊きいても要領を得ないし！　だから俺おれがここに来たんだ！　とにかく、至急、何とかしてくれ！　出来ないなら販売を中止し、このブースは閉へい鎖さする！」

「それは困るのう」

　テーブルから、滑るようにクレオパトラは下りた。カラシリスがふわりとまくれ、男がごくりと唾つばを飲み込むのが聞こえた。

　その度に男の魂は囚とらわれていく。本人も気づかぬうちに。

「では、何とかしよう。──百ゆ合り若わか？」

　背中で、ずう、と巨大な影かげが立ち上がる。

　彼の存在に、男はまったく気がついていなかった。当然だ。人の気け配はいなどするはずがない。人ではないのだから。《本》なのだから。

「行って、外の連中を黙だまらせてきておくれ。ああ、ただし暴ぼう力りよくは駄だ目めじゃ。大事な大事なお客様なのじゃからな」

「……ん」

　ただ頷うなずいただけなのに、空気がかき回されるような感覚があった。天てん井じようについてしまいそうな体を丸めて、百合若はのっそりとブースを出て行く。

　さっきまであれほど威勢のよかった男は、熊くまにでも行き会ったかのように、全身から汗を噴ふき出だし、顔面を蒼そう白はくにしていた。手足が、自分の意志とは関係なく震ふるえているのが、奇妙な楽器のようで面おも白しろい。

「どうした？」

　クレオパトラはこれ以上はないくらいに妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。男が恐怖に囚われたまま股こ間かんを膨ふくらませるのがはっきりと見えた。

「おまえの望みはじきに叶かなう。百合若に逆らえる者などおるはずもないからのう。さて──」

　ぺたぺたとサンダルを鳴らして男に近づく。

　男は動かない。少し前まえ屈かがみになって、魅み入いられたようにただそこにいる。

「《本》が届くまで、わらわはすることがない。おまえの言うことを聞いてやったのじゃから、おまえもわらわの言うことを聞いてくれような？」

　男は答えない。瞬まばたきすら忘れている。

　ふふ、とクレオパトラは少女の顔で笑った。

　額ひたいで、黄金のコブラがダイヤモンドの牙きばを輝かがやかせ、炎のような舌を揺らめかせた。
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（こんな、馬ば鹿かな……）

　一時間後。

　文ふみ人ひとは玉砕の気分だった。溢あふれるくらいだった意欲も自信もすっかり砕かれ、磨すり潰つぶされ、細かい塵ちりとなって飛んでいってしまっていた。

　悪夢としか言いようがなかった。

　売れない。

　まったく売れない。

（お昼には他サークルがどんな《本》を売ってるのか、ちょっと見学するかな。その頃ころにはもうすることもないだろうし）

　などと考えていたのが、恥ずかしかった。

　まったく、馬鹿は自分だった。

　こんなにも身の程を知らなかったとは、自分で自分に驚おどろいた。

　企業ブースに殺到する参加者のあとに入ってきた人々は、洪水のようではなかったが、それでも通路の行き来に他人とぶつからないではすれ違えないほどには混んでいた。

　柄つか森もりの取ったスペースは他ほかのカテゴリに移動するのに良い場所であったのか、他の通路よりも人の流れは多かった。

　当然、それだけ人の目にも多く触れる。

　きっとすぐにでも足を止め、これをください、と言われると思っていた。何分で売れるだろうか、と実はこっそりと計ってもいた。

　だが、何の意味もなかった。

　手に取るどころか、足を止めるものもほとんどいなかった。ちらりと視し線せんを送ってくれた人はいたが、それだけだった。

　行ってしまう。

　皆、行ってしまう。

　隣となりの里さと江えのブースでは既に何冊か売れていたし、その客が文ふみ人ひとの《本》を見てくれはしたが、それだけだった。

　何より口くち惜おしいのは、柄森の本は売れていることだった。

　ただのコピー誌が、一冊、また一冊と売れていく。既刊も何冊か捌さばけていた。だがやはりその客たちも、文人の《本》はちらりと見ただけで買ってはくれなかった。

（絵は同じ人間が描かいているのに、設定資料だけが売れるというのはなんなんだ！）

　柄森の本は会計が別なので、雲くも木きが一括して対応しているのだが、売れるたびに申し訳なさそうなのも複雑な気分で、文人は自分を情けなく思った。

　彼女のせいではまったくないのに、むしろ、設定資料集はこちらを援えん護ごする目的で作られたものなのに、余計な気を使わせてしまっている。

　隣となりでフィフが焦じれているのを、ひしひしと感じる。無表情を保っていて綺き麗れいな人形のようだが、その薄うす皮かわ一枚下に怒りが渦巻いているのがはっきりとわかる。

「フミヒト……これは陰いん謀ぼうか……？」

　少し前、震ふるえる微かすかな声でそんなことを言った。フィフも、この結果を信じられないのだろう。彼女も見通しが甘かったということだ。

（でも、どうして……？）

　はっきり言って、並みの《飛び出す絵本》より、『子猫はたたらない』はよく出来ている。数多くの《飛び出す絵本》を、《禁書》までを含めて見てきた自分の目で見て、はっきりとそう言える。少なくとも、がっかりはさせないという自信はある。

　なのに売れない。

　既に目の前の通路を通った人間は、何百という数になる。その内の一人ひとりも、買おうと思わないというのはどういうことなのか。

　わからない。

　わからなかった。

「フミヒト……こんな屈辱、拙せつは生まれて初めてじゃ。どうなっておる？　何かが間違っていたのではないのか？　でなけれはおかしい。おかしすぎる。ひょっとしたら──」

　探るようなフィフの紫むらさき色いろの瞳ひとみと目が合った。

　と──

「まさか、わたしたちの装そう丁ていが悪いとか思っているんじゃないでしょうね？」

　そんな声と共に、一いつ瞬しゆん、辺りが銀ぎん色いろの輝かがやきに包まれた。

　顔を上げると、

「はっろ～、フミー」

　崎さき田た姉妹が、対照的な表情をして立っていた。ルカはにこやか。チカはいかめしく。同じ顔が、違う表情で並んでいた。

「何をしてたのじゃ！」

　怒った犬のようにフィフが嚙かみ付いた。実際に嚙んだ訳ではないが、そうしてもおかしくない勢いだった。

「これはそなたたちの《本》でもあるじゃろうが！」

「だから？」

　火を噴ふきそうなフィフの怒りを、チカは意にも介さず受け流した。

「確たしかにそうだけど、だけど、これはフミーの《本》でしょう？　そういうつもりだったでしょう？　だから製本も手て伝つだわなかったんじゃない。だったら、売れないのもフミーの責任じゃない？　中が見えない訳じゃない。見本だってあるのに、全然売れてないってことは、《本》自体に問題があるってことじゃない」

　フィフは反はん論ろんしなかった。出来なかったのかもしれない。ちょっと涙目になりながら、唸うなりながら、本当に嚙み殺しそうな目つきでチカを睨にらみつける。

　不ふ穏おんなやり取りに、雲くも木きは怯おびえたような表情を浮かべた。当然だ。文ふみ人ひと自身、出来ることなら逃げ出したかった。出来ないし、しないけれども。

「──ちょっといいかな？」

　しんと凍ったような空気を溶かすように、横から声が割り込んだ。

　里さと江えだった。

　開場してからは、特にこれといって口を聞きあったりもしなかったのだが──その必要も感じなかったし──振り返ると、こちらの状況を面おも白しろがっているような顔をしていた。

「なんじゃ？」

　フィフの遠えん慮りよのない言いようにも気を悪くした様よう子すなく、彼は、部外者の私見だけど、と前置いて、

「その《本》が敬遠されるのは、値段のことがあるんじゃないかな？」

　と言った。

　ポップには、二五〇〇円、と書いてある。

　文ふみ人ひとが『子猫はたたらない』に最終的につけた、それがこの本の値段だった。

　確たしかに安くはない。

　ないが、市販されている大型の《飛び出す絵本》の値段は、二〇〇〇円から四〇〇〇円もする。数を作る市販の《本》でそれなのだから、小部数の同人誌ならばそれよりも高こう額がくになるのは普通だ。それを市販の《飛び出す絵本》並の値段に抑えているのだから、決して高くはない。むしろ安い。

　そう説明すると、確かに一理あるけれど、と里さと江えは言った。

「けどそれは、君の都合だろう？　ここで売られている同人誌の値段が大体どのくらいか、知っているかい？」

　文人は首を振った。

「一〇〇〇円前後だよ。そんな場所で、倍以上の値段をつけて、それで売れると思うかい？　君は、《仕掛け絵本》の相場の話をしたけれど、手に取ってくれた人にいちいちそんな説明をするのかな？　そんな説明をされたら、君はどう？」

「つまり……売りたければ安くしろ、ということですか？」

　言葉にしてみるとひどく抵抗があった。

　それでは、まさに安売りだ。

　自分で自分の《本》の価値を貶おとしめているようで、ひどい辱はずかしめを受けているような気がした。

　同じことをフィフも、そして崎さき田た姉妹も感じたのか、三人は明らかに剣けん吞のんな雰囲気を滲にじませた。並みの少女の《気》ではない。生死をかけた戦いを幾たびも潜くぐり抜けた少女のだ。どんな人間にもわかる。

　里江は、はは、と笑った。

「どうやら気を悪くさせてしまったみたいだね？　そんなに怒らないでくれるかな。最初に言ったように、ただの部外者の意見さ」

　言って、丁度、お客が来たこともあって、その応対に逃げた。

「ふざけおって」

　吐はき捨てるように言って、フィフはうずうずと手を動かした。今ハサミを渡したら、彼か、もしくは彼の本を、たちまち切り刻むだろう。そんなことはさせられない。何しろ彼は大きなヒントをくれたのだから。

「そう言うなよ、フィフ」

「フミヒトは腹が立たぬのか？　おまえの《本》が価格に値しないと言われたのじゃぞ？」

　そんなことは言ってないぞー、と離はなれた──といっても一メートル程度だ──場所から、里さと江えが木霊こだまを楽しむように言った。

　文ふみ人ひとは苦笑を浮かべて、飛び掛かりそうになったフィフの襟えりをつかんで抑えた。くぬっくぬっと手を振り回すが、もちろん届きはしない。

「おまえは、マゾか！」

　急に怒られた。

「どこで憶おぼえるんだよ、そんな言葉」

「その程度、淑しゆく女じよのたしなみじゃ！」

「嫌いやなたしなみだな……」

「うるさい！　ののしられてへらへらしておるなぞ、マゾの証拠じゃ！　あれか？　口汚く罵ののしってください、とか、本当は拙せつに土下座をして頼みたいのか!?　ツカモリにびしびし言われていたときも本当はよろこんでおったのか!?」

「よろこぶか！　何だ土下座って！──ったく」

　文人は手首をくるりと返した。

　まるで本当の猫のように襟首を持たれてぶら下げられたフィフがこっちを向く。この体重を感じさせない様よう子すは相当におかしいのだが、雲くも木きは気付かなかったようだ。

「いいか、フィフ？　僕だってむかつきはしたさ。気乗りしていなかったとしてもあれだけ頑張って作った《本》だ。でも事実、僕の《本》は売れてない。それに、僕らはこういう即売会は初心者だ。その僕らにあの人は経けい験けん者しやの立場から指摘をしてくれたんだぞ？　それは素す直なおに聞くべきだろ？」

「……値引きをするというのか？」

　フィフの、噴ふん火か直前のような言葉の後に、

「わたしは嫌いやよ」

　そう、チカは言った。

「わたしは、三〇〇〇円でも安いと思ってる。それだけの装そう丁ていをしたわ。二五〇〇円とフミーが決めたのだから、自分の《本》の価値をそう決めたのだから、それでＯＫしたけれど、さらに値段を下げるというなら──表紙は剝はがすわ。わたしたちの仕事はそんなに安くはない」

　ルカも頷うなずく。止めてはくれないだろう、とは思っていた。妹同様、彼女はあれで、やはり装丁家としての仕事には自負があるのだ。

　文人は肩を竦すくめた。

「それならそれで構わないけど……誰だれが値下げをするって言った？」

　崎さき田た姉妹が、意味がわからないという顔をする。

　フィフも。

「ならば、どうするというのじゃ」

「こうするのさ」
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　文ふみ人ひとは値段を書いたポップに手を伸ばし、それをひっこめた。

　崎さき田た姉妹もフィフも怪け訝げんな顔をする。

　そんな彼女たちに向かって、文人は、要は、と言った。

「二五〇〇円という値段がネックだったんだ。《本》の中身が問題なんじゃない。ここの相場からして、それがどんな《本》だとしても二五〇〇円という値段を見ただけで、いらない、と思う人がたくさんいる、ってことさ」

「有名な漫画家やレーターなら別だけどね」

　しっかり聞いていたのだろう、里さと江えが言った。

「コミエスでは、二五〇〇円という値付けは、ネームバリューが上乗せされて初めて可能になる。参加者はシビアだよ。けれどそれだけじゃない。気に入れば高くても買う」

　文人は頷うなずいた。

「つまり、手にとってもらってからが勝負だったのに、先にこの値段を提示してしまうと、それだけで敬遠されてしまうってことだったんだ。見本は開いて置いてあるけど、《飛び出す絵本》はやっぱり実際に自分で開いてもらわないと、その過程がないと、魅み力りよくはわからないからね。二五〇〇円の本だと、見本でもちょっと触りにくかったんだと思う」

「試食を食べたら買わなくちゃいけない気分になるのと同じ？」

　ルカの喩たとえは、そうしたことが何度かあっただろうことを容易に想像させた。その後にチカに怒られているところも。

「そうかも。──とにかく、これで仕切り直しだ」

　文ふみ人ひとは見本を閉じて架台に戻した。

「とにかく見本を手にしてもらって、気に入ってくれたら値段を訊きかれるだろうから、そのときに二五〇〇円を提示するよ。あとはその人次第だ」

「安くして、って言われたら？」

　ルカが心配そうに首を傾かしげる。

「応じない」

　文人はきっぱりと言った。それだけの価値を認めてもらえないというなら、無理に買ってもらう必要もない。

　すると、チカはふっと唇をほころばせた。

「何だかんだいっても、フミーはやっぱり先生の息むす子こさんね。素質、あるわ」

　なんの!?

　とは、訊かなかった。わかっていた。父が、芸術家気取りか、と罵ののしられていたのは憶おぼえている。そういう気位の高さのことだろう。

　ただ、誉ほめられた話ではなかったし、誇れる話でもなかった。むしろ──イタイ。父には実じつ績せきがあったが、自分には現時点では何もないのだから。

　なのに自尊心だけ高いというのは、ただのイタイ人だ。それでも、そう言われたとしても、安く売るつもりはなかったが。

「それでよいのじゃ」

　心を読んだかのように、フィフは言った。

「自分が良いと思わぬものを、価値を認めぬものを、他者が良いと思ってくれるものか。値段については、自分にとってそれだけの価値があると思えば買えばよいし、そうでなければ買わなければ良い。それだけのことじゃ。高い安いは、買わない者にあれこれと言われる筋合いのものではない」

「ちょっと乱らん暴ぼうな気もするけど……まあ、そうだよな」

　文人は崎さき田た姉妹を向いた。

「という感じで、頑張ってみる」

　そう言うと、同じ顔で、同じ格好で、二人ふたりは頷うなずいた。その彼女たちにフィフは、

「ところで貴様らは今の今まで何をしておったのじゃ？」

「会場を一巡りしてきたのよ。これだけの本が集まっているのだもの。連中が目をつけるかもしれないでしょう？　企業ブースは人が多すぎて近づけなかったけれど、とりあえず問題はなかったわ。姉ねえさんの小瓶も反応はなかったし」

　ああもう、と文人はため息をついた。

　馴なれ合あいが過ぎているのだろうか？　こうもナチュラルに《禁書》に関する話をするのは、余よ人じんがいるときにするのは止やめて欲しかった。特に雲くも木きには聞かれたくない。そういつも言っているのだが、どうもあまり気にかけてはくれない。

　ちらりと雲木を見ると、やはりついてこられないのか、少し困ったような表情でこっちを見つつ、尻尾しつぽを弄いじったりしていた。

「そうだ。フミー？　会場を回っているときに、このブースの場所を訊きかれたから教えたのだけれど、別に構わないわよね？」

「訊かれたって、誰に？」

　答えを聞く必要はなかった。まるで、計ったように、答えは向こうから現れた。

「あ、いたいた♪」

　そう言って手を振ったのは。

「か、夏か宰さいさん!?」

　だった。

　ただし、その姿を一目見て、文ふみ人ひとは卒倒しそうになった。

（何だあれは！）

　いや、コスプレなのだろうけれど。

　過か激げきすぎる。

　ビキニ、なのだろうか。そうとしか見えないが、その材質は金属のようで、要するに鋼こう鉄てつのビキニをつけているのだが、しかし、腕にはやはり鋼鉄の篭こ手てを、足には鋼鉄のブーツを、そして頭には鋭するどい角のついたヘルメットを被かぶり、背中には巨大な剣を背負っていた。

　しかもその胸を覆おおうビキニのブラは下半分が切り取られていて、今にもずり上がって何もかも見えてしまいそうだった。

　胸の下の部分のふくらみが見えているというのがこんなにいやらしいということを、文ふみ人ひとは今日きよう、初めて知った。全部見えてしまっているより、目が釘付けになる。

　そしてその後ろには。

「これが、例の少年君？」

　魔ま女じよの格好をした女性と、男装をした煌きらびやかな女性たちが続いた。男装の女性たちは、吸血鬼、だろうか。唇から犬歯というには尖とがりすぎた歯が覗のぞいている。

　圧巻、と言うしかない。

　思わずか、自然にか、崎さき田た姉妹が自分たちの立っていた場所を譲ゆずる形で下がったのもむべなるかな。夏宰たちは代わりのようにテーブルを挟んで文人の前に立った。

　立ち止まった拍子に、ふるん、と鎧よろいの下のふくらみが揺れる。

　思わず唾つばを飲み込んだ。

　仕方ない。これは自然現象だ。こんなものを見せられて、普通のテンションでいろという方が無理だ。

　誰だれにも気づかれないように、文ふみ人ひとは腰の位置を直した。

　まさかそれが原因ではなかろうが、隣となりで、雲くも木きの表情が険しくなった。格好が格好だけに、いきなり引っかくのじゃないか、と心配になるほど、夏か宰さいを睨にらみつけている。

　そんな彼女を夏宰も、意外そうな、ありえないものを見るような目で見、

「……ふぅん。本気って訳」

　そんな訳のわからないことを言った。

　どうも二人ふたりの間には暗あん黙もくの共通の認にん識しきがあるようなのだが、それがなんなのか、文人には計り知れなかった。

　夏宰は明らかに何事かの意思をこめて雲木ににっこりと微笑ほほえむと、文人に向き直って、両腕で胸を挟むように前まえ屈かがみになった。

（わあ！）

　思わず声を上げそうになった。これは果たして見せてもいいものなのだろうか？　犯罪レベルな気がする。

「どう？　売れてる？」

「それがまだ……」

　と返事をしながら、視し線せんはどうしても胸に釘付けになってしまう。すると夏宰の胸の下のふくらみが、熱ねつを帯びたようにほんわりと赤く染まってきた。しっとりと艶つやが出てくる。一体何が起きているのかわからなかったが、またしても唾つばを飲み込んでしまった。

「夏宰さんっ！」

　まさかそれを聞かれたわけではあるまいが、パイプ椅い子すを蹴けるように、乱らん暴ぼうに雲木が立ち上がり、夏宰を睨にらみつけた。が。猫の格好なので少しも怖くはない。むしろ愛らしい。

「なぁに？」

　夏宰も受けるように背を伸ばし、彼女に向き合う。胸が揺れて、雲木は少し怯ひるんだように見えた。負けないくらいとは言わない。だが、十分すぎるくらい立派なのだから、何も引け目を感じることはないと思うのだが、それは男の感覚で、女子同士には別の何かがあるのかもしれない、と文人は二人の無言のやり取りを見守った。

　手も、口も出さない、と決めている。

　夏宰の態度はよくわからないが、雲木の気持ちは知っている。変に期待を持たせる結果になるような真ま似ねは出来なかった。

　雲木は唇を何度か嚙かむと、意を決したように顔を上げた。

　胸を張った。

　ノーブラ独特の肉感がそうするとますます強きよう調ちようされて、革かわ装そう丁ていの表紙を突き破って、心しん臓ぞうが飛び出してきそうだった。

　実際に出来るけれども。してみたらどうなるかなあ、驚おどろくだろうなあ、と益やく体たいもない想像をして、文ふみ人ひとは何とか猛たける気をそらせた。

「ど、どうしてここにいるんですかっ？」

「え？　やだなあ。この前会ったとき、ちゃんと言ったじゃない。わたしも参加する、って。この子たちが、そのメンバー。よろしくね？」

　どもー、と魔ま女じよがにこやかに杖つえを振った。マントの下は夏か宰さいに負けず劣らず過か激げき。

　そんな女性と、何をよろしくすればよいのやら。

　文人は、はあ、とか適当な相あい槌づちを打った。夏宰以外とは、おそらくはもう会うこともないだろう。

　だけど、と夏宰は意外そうに、けれど、嘗なめるように、雲くも木きを見た。

「驚いた。雲木さんがそんな格好するなんて」

　文人もそれには頷うなずく。

「それは、この《本》の猫？　ふうん……気合、入ってるね。何で？」

「な、何でって……」

　雲木ははっきりとうろたえた。

　それはそうだろう。というか意地悪な質問だ。しかし、もしそのつもりで夏宰が言ったのだとしたら、彼女も雲木の《気持ち》を知っているということになる。

（まさか、な）

　決して仲がいいとは思えない二人ふたりが、そんな夏宰が、雲木から《気持ち》を聞いているとは思えなかった。

　単なる興きよう味みだろう。誰だれだって訊きいてはみたくなる。

「べ、別に……これは……」

「ちなみにわたしはゲームのキャラなんだけどね」

　夏宰は、んふふ、と笑って体を捻るようにした。胸が揺れる。犯罪的に。

「雲木さんも、ちょっとは頑張ってるみたいだけど、どうせならその胸とか腰とかの毛皮、直接肌に貼はりつければいいのに。わたしはそうしてるけど。こういうのは、どうせやるなら中途半端はつまらないよ？　この方がいいでしょう？」

　それは、文ふみ人ひとに対して訊いたのではなかった。相手は雲木だ。

　自慢、だろうか。自信、と言ってもいいかもしれない。

　よくない、とは決して言えない。言えば、それは負け惜しみにしかならない、そんな完かん璧ぺきさだった。

「わたしは──」

　雲木は逡しゆん巡じゆんした後で、

「──わたしは、販促のためですから」

　答えを回かい避ひした。

　間違いじゃない。答えなければならない義務はない。しかも最初の質問には答えているのだから、重ねて訊きくのはしつこいというか、くどくなる。

　当てが外れたからか、夏か宰さいはすこし眉まゆをひそめ、僅わずかに頰ほおを膨ふくらませた。

（あれ？）

　不意に夏宰が幼く見え、文ふみ人ひとは驚おどろいた。

（夏宰さんって、二二とかだよな？　大学を出て……あれ？　でもそういえば、この人たちって短大の仲間とか言ってなかったか？）

　文人は、彼女の正せい確かくな年を知らなかったことに、今更ながらに気がついた。

　だが、別におかしなことではない。それを言うならクラス担任の年だって知らないし、母親の年も、咄とつ嗟さには出てこない。そんなものだ。

　二人ふたりは黙だまって睨にらみあう。

　夏宰の仲間だという魔ま女じよと怪物は、ことの成り行きを生暖かい感じで見ている。面おも白しろがっているとかではなく、見守っている感じだった。

　と──。

「……しっかし」

　それまで黙ってやり取りを聞いていたフィフが、急に口を開いた。

　腕を組んで、じろりと二人を見る。

「どうも、何かおまえたちは、勘違いをしておるようじゃな」

　不意にそんなことを言われて、夏宰も雲くも木きも明らかに動揺をした表情を浮かべた。完全に死角になったところから一いち撃げきを喰くらったような、そんな様よう子すだった。

「な、何が……？」

「どういうこと？　フィフちゃん……」

　うろたえ、探るような声に、フィフは不敵に笑った。猫耳をつけた姿で笑った。作り物のはずの耳が動く。尻尾しつぽが揺れる。

（揺らすな！　動かすな！）

　しかし幸いにも、雲木たちは気付かなかったようだ。

　フィフは、びし、と細い指を二人に向ける。

「男が皆、そのような、ぼーんでばーんな格好に弱いと思ったら大間違いじゃ！　フミヒトがそんな単純な男かよ！」

　夏宰と雲木は、ガガーン、という効果音が聞こえそうな顔をした。雲木はともかく、夏宰は何な故ぜ？

（──っていうか、何を言い出すんだ、こいつは！）

　だが、止まらない。

　フィフは止まらない。

「よいか？　フミヒトはそんな体ではなく、拙せつのようなすらりとした幼女然とした肉体が好きなのじゃ！　わかったか？　わかったら無む駄だなことは──むぐっ！」

　文ふみ人ひとはフィフの頭を抱え込むようにして口を塞ふさいだ。

「でたらめ言ってんな！　いつ僕がそんなことを言った！」

　出来ることならこのまま《本》に押し込めてやりたい。

「だからか……」

　ぼそり、とチカが呟つぶやく。

「おかしいと思ったのよ。わたしたちが全裸で家の中を歩き回っているというのに、まったく襲おそってこないのだもの。そういう理由だったのね」

「そんなとこ見たことないし、見ても襲わない！」

　けらけらとルカが笑う。

　遊んでる。

　遊んでやがる。

「噓うそだから！」

　文人は、二人ふたりを向いて叫んだ。

「全っ然、噓だから！　こいつの体になんかまったく興きよう味みないし！　それに、どちらかといったらやっぱり胸は大きい方が好き──って、な、何言ってんでしょうね、僕！」

　文人は笑った。

　乾いた笑いしか出てこなかったが、それでも無理やり笑った。

（笑わずにいられるか！）

　釣られるように、夏か宰さいも、そして雲くも木きも笑った。誰だれも本気では笑ってはいないけれど、それでも何もしないよりはましだった。

（あとで絶対、説教だ）

　文人はそう心に誓った。でなければ治まらない。

　と──。

「ちょっと、君たち！」

　そんな声が飛んできて、同じ色のスタッフジャンパーを着た人たちが、こちらへ来るのが見えた。少し表情が険しい。ちょっと騒さわぎすぎたか、と焦ったが違った。

「やば！　行くよ、都みやこ！」

「え？　でも、まだ──」

「うちらがコスプレ出来るのは、ここじゃないのよ。捕まったら面めん倒どうだから──逃げる！」

「え！　でも！　まだ！」

「問答無用」

　魔ま女じよと男装の吸血鬼たちは、夏か宰さいの腕に、首に、体に、がっしりと腕を回すと、物もの凄すごい勢いで逃げ出した。夏宰はほとんど荷物扱いである。

「いやああああああ！　江え本もとくううううううん！」

「待てえ！」

　ばたばたとスタッフが夏宰たちを追いかけていく。

　はー……。

　それは誰だれであったのか。ため息とも安あん堵ども取れる吐息が、あちこちで漏れた。

　無む論ろん、文ふみ人ひともその一人ひとりだったのだが。

「いって！」

　手を嚙かまれた。もちろんフィフだった。

「何すんだよ！」

「いつまでも人の口を塞ふさいでおるからじゃ！　何のつもりじゃ！」

「それはこっちの台詞せりふだ！　僕がいつおまえみたいな体が好きだなんて言った！」

「むう……なんじゃ、せっかく気を利かせて助けてやったのに。ああ言っておけば、あのおっぱいおばけに困らされることも減るじゃろ？」

「代わりに別のレッテルを貼はられたかもしれないじゃないか！」

「そんなもの気にしなければよかろう。あの女がそれを言いふらしたりするならともかく、そんなことはしないじゃろ？」

　まあ、しないとは思うが。

「何だ、噓うそだったの？」

　さも意外そうにチカが言ったが、その顔は笑っていた。

「これからは、気を遣わないでお風ふ呂ろ上りに全裸で涼めると思ったのに」

「そこは気を遣ってください！　ていうか、チカさん、風呂上りに全裸で涼んでいたことなんかないですよね？」

「あるわよ？」

「僕は見てない！」

　じとっとした目つきになった雲くも木きに、文人は慌てて首を振った。

「そうね。部へ屋やでだから」

　だったら見れるはずはない。ならばわざわざいう必要もあるまいに。玩具おもちやにされている。

「──君たち」

　先ほどのスタッフが戻ってきた。全員ではないが、様よう子すから夏宰がたちがつかまらなかったのだとわかる。

　彼らが声をかけたのは、文人ではなかった。彼らのターゲットは崎さき田た姉妹だった。

「許可は取ってる？」

　コスプレをするには許可が必要だった。その種類には二つある。ひとつは同人誌の販売スタッフが販促のために行うもの。もうひとつがコスプレ自体が目的の許可だった。それぞれコスプレを出来る場所は決まっていて、後者の許可証ではここ──販売スペースにはそのままでは立ち入れないのだ。

「あります」

　チカは銀ぎん色いろのポケットから紙を出して見せた。

　スタッフはそれを確かく認にんすると、さっきのレイヤーは知ってる人たち？　と訊きいたが、チカは簡かん潔けつに、いいえ、とだけ答えた。

　噓うそをついた理由はわからない。単に、はいと答えると、色々訊かれて面めん倒どう、と思ったからかもしれない。

　スタッフは疑わしそうな顔をしていたが、チカの鉄面皮の前に諦あきらめたようだった。ルカに訊こうとした者は、あけすけな笑え顔がおに無む駄だと悟ったようだった。

「……ごめんね、江え本もと」

　何な故ぜか雲くも木きに謝あやまられた。

「雲木のせいじゃないだろ？　っていうか、ほんと、なんなんだろう、夏か宰さいさんは」

「え？　ひょっとして、江本……わかってない？」

「何が？」

「あ、ううん。いいの。気にしないで」

　そう言われるとますます気になったが、口を割ってくれそうもない雰囲気だったので、諦あきらめることにした。それよりも今の騒さわぎがいい具合に注目を浴びる形になったのか、遠巻きのこちらを見ている人々が何人もいる。

　これはもしかして、と崎さき田た姉妹も思ったのか、二人ふたりはいそいそとテーブルの下を潜くぐって文ふみ人ひとたちの後ろに立った。

　行列が行列を呼ぶように。

　人が何か騒いでいれば何事だろうと原因を知りたいと思うもの。

　それと同じことが、今、起きている。

　やがて。

　その内の一人ひとりが前に歩み出て、テーブルの前に来た。年上の女性だ。

　どうしたらいいのか迷っていると、隣となりで雲木がにっこりと微笑ほほえんだ。どうぞ、とか、よかったら、とか言わなかったが、それが良かったのかもしれない。

　服を見にいって、店員に話しかけられるのは意外とプレッシャーだ。

「あの、見ていいですか？」

　見本を指さして言う。

「ど、どうぞ」

　少し声が上ずってしまった。だが、それが良かったのか、その女性はほんの少し表情を和らげると、見本を手にして、そして、開いた。

「わ」

　女性は声を漏らした。

（よし！）

　文ふみ人ひとは思わず拳こぶしを握っていた。よかった。驚おどろいてもらえた。《飛び出す絵本》では、それはとても重要な要素だった。

　二ページ目、三ページ目も、わあ、とか、へえ、とか感嘆だと思われる声を、女性は漏らした。その反応に、遠巻きにしていた人々もその輪わを少し狭せばめ、囲むようにする。見本は一冊しかないので、見ようと思ったらそうするしかない。

　もう一冊、見本を出す訳にはいかなかった。《仕掛け絵本》は壊こわれやすい。紙で立体と動きを作っているのだから、扱いを間違えば壊れてしまう。見本はその覚悟で出している。それをもう一冊、というのは心情的にも無理だった。

（にしても）

　文人は、服の上から心しん臓ぞうを──革表紙を押さえた。鼓動が尋常ではない。脈が速くなるような場面は今日きようもいくつかあったが、いずれも今の比ではなかった。太鼓を埋め込まれているような、飛び出そうとしているような、そんな強さで打っている。

（何か、ラブレターを目の前で読まれてる気分だ……）

　そんな経けい験けんはなかったが。

　ラブレターを出したことすらない。もちろん、もらったことも。まあ、今はメールなのだろうが。あとは、やはり告白は直接にとか。それが一番多い、と何かで見た覚えがある。

　雲くも木きなら、可愛かわいらしい便びん箋せんに綺き麗れいな字で言葉少なに綴つづる気がするが。

　とうとう最後のページを目の前の女性は開いた。

「へえ……」

　間違いなく感心した声。こんなものか、という声とは違う。

　女性は《本》を閉じた。まだ全部を見た訳ではない。彼女が見たのはメインの仕掛けだけで、サブページは開かなかった。ページ内ページなので、立った状態で開くのは難むずかしい。

「どうも」

　と言って、女性は見本を架台に戻した。

「これ、いくらなんですか？」

（来た！）

　文人は、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

「二……二五〇〇円です」

　危ない。思わず、二〇〇〇円と言ってしまいそうになった。値引きしそうになった。

「二五〇〇円かあ……うーん……」

　女性は眉まゆをひそめて首を捻ひねる。

　気持ちはわかる。ここの他ほかの同人誌の相場を考えれば、ぽんと出せる金きん額がくではない。

「うーん……じゃあ、一冊ください」

（うわあ！）

　目の前に花畑が広がった。

　眩まぶしい光に包まれた。

　祝福の鐘かねが鳴ってハレルヤが響ひびいた。

　文ふみ人ひとは、そんな幻想を見た。聞いた。この気持ちを表すならそんな風だった。

　どうしてなのか微かすかに震ふるえる手で、二五〇〇円ぴったりを受け取った。同じ手で、ビニールで包装された『子猫はたたらない』を一冊つかみ、渡した。

「……礼を言わんか」

　フィフにこそっと頭を突かれ、

「あ、ありがとうございます！」

　文人は自然にそう言っていた。

　普ふ段だんの自分ならありえなかった。正統な取り引きなんだから礼とかいらないだろ、とか、そんなことを言っていたに違いない。

　だが、そうではなかった。

　当たり前のように、ありがとう、と言っていた。本当にそう思っていた。

　ありがとう、買ってくれて。

　ありがとう、認めてくれて。

　そんな気持ちが泉のように──否、間欠泉のように噴ふん出しゆつした。

「こちらこそ」

　そんな風に言って。

　文人にとって初めての年上の人は去って行った。

　その背中から目が離はなせなかった。

「やったの」

　後ろからフィフが抱き着いてきてそう言うのも、ろくに耳に入らなかった。頭の芯しんがぼうっと熱あつい。ふわふわする。

　崎さき田た姉妹が、やったね、当然よ、と言っているのが聞こえる。

「いいな……」

　雲くも木きの声に、文人はまだ夢に浮かされているような心地ここちで振り向いた。猫の格好をした図書委員は、何な故ぜか、眼鏡めがねの向こうで少し唇を尖とがらせているように見えた。

「な、何が……？」

「江え本もとにあんな風にお礼を言ってもらえるなら、わたしが最初に買えばよかった……かも」

　言葉が出なかった。

　ヤバイ、と感じた。何がどうヤバいのか、上う手まく説明出来なかったが、文ふみ人ひとは本能的にそう感じて、そう、とか、うん、とか適当すぎる相あい槌づちを打った。

　ぎゅう、と首に回されたフィフの腕が突然強く締しまったのも、訳がわからなかった。

「あの──一冊、いいですか？」

「えっ!?」

　割り込んできた声に振り返ると、別の女性がそこにいて、一〇〇〇円札を三枚、既に差し出していた。

「こっちも一冊ください」

　その後ろから、さらにもう一人ひとり。

「う、あ、はい！」

　思わずうろたえる文人の脇わきで、

「ありがとうございます」

　慣なれた様よう子すで雲くも木きが代金を受け取り、おつりと《本》を渡した。

　文人も慌てて、もう一人のお客の応対をする。

「だから言ったじゃろ？」

　耳を、笑うようなフィフの囁ささやきが、くすぐる。

「心配要らぬ、と。そなたは拙せつの選んだ《まいすた》なのじゃから、な」

　ああ、まったくだ。

　自分の作った《本》が売れることが、認められることが、こんなに嬉うれしいことだとは、まったく思わなかった。望外の喜びだった！

「ありがとうございました」

　言って再び《本》を手渡しながら、文人は、自分の中で喜びが自信へと変わっていくのを、じわじわと感じとった。

　それは──《力》だ。
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「お待たせいたしました、王妃様」

「ん？」

　ブースの奥でクッキーをかじってくつろいでいたクレオパトラは、能天気でありながら人を不快にさせるその声に、歯を止めた。

　いつのまにか小屋の隅に、単眼鏡モノクルをかけた和服の男が立っていた。着物用のコートである鳶とんびを上に羽は織おってそこにいた。

「何な故ぜ、ぬしがいる？」

　振り向かずにクレオパトラは言った。だが、姿は見えている。額ひたいのコブラが見ている。

「《主》のご命令で。ボクが《本》の護ご衛えいを仰おおせつかりまして」

「護衛なら百ゆ合り若わかがおる。人間風情の力を借りる必要などない」

「ボクの力はともかく、私の《戦せん闘とう司書》の力は必要だろうと、そう《主》が」

　すう、と溶け出すように薄うす闇やみから、血のように赤い革のコートを着た少女が現れた。《禁書》であれば誰だれであれ、その色には気持ちにさざなみが立つ。

　赤は炎を連想させるから。

「ルーエットの実力は、あなたも良くご存知のはず」

　ルーエット、と呼ばれた少女は、人形のように無表情だ。コートと同じく赤く長い髪はだらしなくあちこち跳ねている。背中には、それだけが真っ白な、恐ろしく巨大なカッターナイフを負っていた。

「相変わらず、愛想のない奴やつじゃ」

「仕方ありません。その辺は、持っていかれてしまいましたからね。ですが、だからこそ対抗出来る。邪じや魔まをさせないことが出来る」

「何……？」

[image: ]

　クレオパトラはぐるりと椅い子すごと体を回した。

「あの銀髪鬼が、来ておると申すか」

「ええ。ですから《主》は、ボクらを護ご衛えいに使わしたのです。失礼ですが、百ゆ合り若わか殿ではいささか──彼女は、手に余る」

「聞かれたら潰つぶされるぞよ？」

「ですから、あなただけに申し上げているので」

「ふん」

　クレオパトラは鼻を鳴らした。

　まったくいけ好かない。いい年をして、ボク、とか言っているのもだった。

　だが、男が言っていることは事実だった。

　フィフ・デグリースと夜の路地で対たい峙じしたとき、クレオパトラは理解した。認めたくはないが、戦わずに逃げたのは、到底敵かなわないと悟ったからだった。もちろん向こうにはそうと悟らせはしなかったが、それが事実だった。

　あれは、本当に、恐ろしい。

「で？」

　ビターな唇には笑えみを浮かべ、クレオパトラは訊きいた。

「銀髪鬼は、何な故ぜすぐに来ぬ？　何を待っている？」

「さあ、それは」

　男は肩を竦すくめた。

「来てはいても、我らが何をしようとしているのか、どこにいるのかはわからないのかもしれません。これだけの数の《本》の中ですから。《禁書》でなくても、作り手の意い識しきはそこに込められる。彼女たちの探知も鈍にぶるのでは」

「なるほどの」

「もしくは──彼女たちがこの場にいるのはまったくの偶然かもしれません」

「本気で言うておるのか？」

「もちろんです。《禁書》は惹ひかれ合うのですよ。どうしたって呼び合うのです。そうでなくてこの広い世界でどうして《主》と《銀髪鬼》が出会います？　結局は同じ穴の狢むじななのですよ」

「わらわたちを狢と言うのか？　人間」

　男は単眼鏡モノクルの向こうで目を閉じて、深々と頭を下げた。

「失礼をお許しください」

　心がこもっていない。そもそも心がない。この赤の《戦せん闘とう司書》、ルーエットと同じく。

「まあよい」

　どうでもよい。

「わらわは計画通りに動くだけじゃ。もしも銀髪鬼が邪じや魔まをするようなら任せよう」

「わかっています。それがボクの役目」

　忠臣ぶっているが、どうせそれも口だけだ。本当に、この男とその下僕をどこで《主》が見つけてきたのかわからなかった。

「──わらわたち！」

　クレオパトラが吼ほえると、あちこちから同じ年とし頃ごろのクレオパトラが、わらわらと現れた。蟲むしのように──スカラベのように。《本》を持ってきたのは彼女たちだった。一〇〇冊もの《本》を男とルーエットだけで運べるはずもない。彼らは本当に護ご衛えいをしただけで、ここへ《本》が届いて初めて姿を現し、分身もそれに気づかなかった。

「販売開始じゃ！　売って売って売りまくれ！　連中の欲望を満たしてやれ！　溺おぼれてしまうくらいにたっぷりとな！」

「おー♪」と。

　同じ顔、同じ姿の、何十人もの古代エジプトの少女たちが、黄金のブレスレットを嵌はめた腕を振り上げ、一斉に梱こん包ぽうを解きにかかった。

「どいつもこいつも、《本》にしまくりじゃ！」
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　世の中そんな簡かん単たんに全部が上う手まくいったりはしないものだ、と文ふみ人ひとが実感するのは、本当にすぐのことだった。

　立て続けに三冊も売れたものだから、

（これはもう、一時間もしないうちに、お昼を食べるその前に、完売しちゃうんじゃないの？　ひょっとして凄すごい？）

　とか、思ったのだが。

　結局、午前中に売れたのはその三冊だけだった。

　あのあとも、見本を見てくれる人はぽつぽついたが、大抵、値段を訊きくと、ある人は残念そうな、ある人は口くち惜おしそうな、ある人は呆あきれたような顔をして、どうも、とか、あとは無言で手や首を振って行ってしまった。

　まあ、そんなものである。

　おかげで、熱ねつ狂きようと言ってもいいくらいの高揚感も冷めてちょうど良かった。

（けど、こんなにもたくさんの人が自分で本を作って売る、その理由の一端は、何かわかった気がする）

　弾むように歩くフィフの後ろを行きながら、文ふみ人ひとは周囲を見回した。

　手に取ってくれて、見てくれて、それを買ってくれたときのなんとも言えない充足感は、これまでに味わったことのないものだった。

　ネットの世界ではなかったものだった。

　あの世界にも創作物のやり取りはある。文人もアプリを使って作った簡かん単たんなゲームを上げたこともある。

　そこでは、自分で作ったゲームをその世界内のポイントで買うことが出来たのだが、売れればもちろん嬉うれしいものの、それは結局、ただの数字だった。もちろん一から自分でプログラムを組んだとしたらまた違うのかもしれないが、それを言うなら『子猫はたたらない』だって、絵は柄つか森もりだった。

　結局は、人、なのかも知れない。

　恋の告白の方法の一位が、今でも、直接言うこと、だというのは、結局、気持ちをじかに感じられるから、感じたいからなのかも知れない。

　そう思った。

　市販の本には、ここで行われるようなふれあいややり取りはないが、それでも完全には廃すたれないのは、簡かん便べんさと共に、そこに《人》を感じられるからではないだろうか。

　確かつ固ことして存在する一冊の本には、関かかわった人の想おもいが篭こもっている。『子猫はたたらない』もそうだった。

　本は、そこにある。

　そこに、いる。存在する。

（あ、れ……？）

　何かが今、つかめそうだった。もやもやしているが、指先にふれた気がした。

「フミヒト！　こっちじゃ！」

　フィフが大きく手を振る。猫耳をつけたまま手を振る。尻尾しつぽも振るのはやめろ。どんな仕掛けだ、それは。

　だけど。

　フィフはいる。

　そこに、いる。

　感じられる。信じられる。

（ああ）

　ようやく、文人は理解した。

　単純な話だった。馬ば鹿か馬ば鹿かしいくらい当たり前のことだった。

　ただ、信じればよかったのだ。

　疑わず、受け入れるだけでは足りなかったのだ。

　知って、信じなければ、駄だ目めだったのだ。

　フィフは。

　生きて。

　そこにいて。

　僕は。僕たちは。それを生み出すことが出来る。

　それは当たり前のこと、だと。

「何をしておるのじゃ。面おも白しろい本を見つけたぞ？」

「ん？　ああ」

　駆け戻ってきて腕をつかむ手が暖かいのも、ちっとも不ふ思し議ぎなことではない。

　別に《本》でもいいじゃないか。

　そういう存在だというだけだ。

　何も変わらない。

　僕らは、不思議なものを作っているんじゃない。

　食材が料理になるのを、誰だれも不思議に思わないように。

　セックスで子供が出来るのを不思議に思わないように。

　僕は《仕掛け》で彼女たちを生み出せる。

　そういうことだ。

　技術ではなかった。フィフが教えたかったのは、その先にあるものだった。

「ん？　なんじゃ？」

　フィフは、に、と笑え顔がおになった。

「なにやら嬉うれしそうではないか」

「そう？　そんなことないさ」

「ふうん……そうかのう」

　手を握ったまま、フィフはずんずんと歩く。その頭でゆれる猫耳を見ながら、文人は今までよりもずっとフィフを近くに感じた。

　とはいえ。

「なあ、そろそろ戻ったほうが良くないか？」

「ん？　何な故ぜじゃ。まだ全部は回ってないぞ」

「そりゃそうだけど、雲くも木き一人ひとりにずっと番をさせてる訳にも行かないだろ？」

　フィフが他ほかのサークルも見たいとダダをこねるのを見かねた雲木が、二人ふたりで行って来れば、と勧めてくれたからこうして二人でいられるのだが、いつまでもという訳にはいかない。

「それに、何冊買ってんだよ」

　フィフは片手一杯に、同人誌を抱えていた。もちろん文ふみ人ひとの金で。

　いちいち見せてくれるのだが、さすがは同人誌、というようなものも多かった。

　蟻ありの巣の入り口の写真ばかり、集めたものとか。ポニーテールの写真ばかり、集めたものとか（顔は写っていない）。

　自分のコスプレ写真集とか。

　一番多いのは、オリジナルはもちろん、既存のキャラクターを使った、二次創作と呼ばれる漫画や小説だ。

　その中で文人が度肝を抜かれたのは、成年向け、と呼ばれるジャンルの同人誌だった。

　フィフの目を覆おおってすぐに逃げたが、ざっと見ただけで、やばすぎるとわかった。

　そもそも一八歳未満は見てはいけないのだから、文人に読む権利はないのだが、手にしても特に何も言われなかったのは、あからさまに子供でなければ、年ねん齢れいの確かく認にん作業などしないということなのだろう。

　事実、フィフはきっぱり断られていたし、それでもめそうになったということもあって逃げたのだが、文人の目には、なんというか、見たこともない光景が焼きついていて、ちょっと気持ちが悪かった。

　深海生物を見た。

　そんな感じだった。だいたいのところ。

「で、どうじゃ？」

　器用に後ろ向きに歩きながら訊きく。

「どうって？」

「本じゃ！　まだまだ、捨てたものではないじゃろ？　こんなにも愛されておる！」

　そうかもしれない。

　ただ、より狭く、より深く、という感じだが。

　しかしこれだけの人間を集めているのも事実だった。どのくらい集客しているのだろう。何万という数に思える。ひょっとしたら桁けたがひとつ違うかも知れない。

　何しろこの会場は、超有名なアーティストがコンサートを行えるくらい広いのだ。

「かもな」

　いるところにはいる、ということなのだろうか。

　うむ、と頷うなずく。

「どんなにネットが発達しようと、《本》は決してなくならん。古代のエジプトで書物と呼べるものが出来てから、何千年経たっていると思っている？　それでも《本》はなくならなかった。形態はほとんど変わらず、ずっと残ってきた。それが、昨日きのう今日きよう出てきたものなんかに駆逐される訳がないのじゃ！」

　その思いを本日、拙せつは新たにした──そんな風にフィフは言った。

　いったいどこまでネットに対抗意い識しきを持っているのだか。千年単位の話を持ち出されたら、なんであっても敵かなうものなどない。

　それはともかく。

（まあ、そうなんだろうな）

　文ふみ人ひともそう思えた。

　理屈で言うなら、《本》は簡かん単たんだ。文化祭のときのオフセット印刷や、今回自分たちが作ったような製本をしなければ、コピーしてホッチキスで止めるだけでも《本》になる。

　こんな簡単な自己表現はない。

　ブログやホームページは言ってみればその亜流だが、いつでもどこでも、世界中に向けて自分を見せることが出来るかわり、他人の作ったフォーマット上でしか出来ない、という制約がある。

　機き材ざいも必要だ。

　最低でも携帯電話はいる。そしてそれを受け手にも要求する。《本》のように、買えばそれで見られるというものではない。

　だが、どちらかに軍配を上げるつもりは、文人にはなかった。

　それぞれに利点があり、どちらかがどちらかを駆逐する、という話ではないということだ。

　ただし。

（数千年後にも自分を残せる可能性があるとしたら印刷された《本》だろうな）

　そう思えた。

　今あるブログやホームページが、数百年後も見られるとは思えなかった。規格が変われば以前のものが見られなくなるなどということは珍しくない。

　例えばゲーム。

　昔のゲームは凄すごい、面おも白しろい、と言われて、じゃあ遊んでみようと思っても、今あるマシンでは遊ぶことが出来ない。

　例えばビデオテープ。

　そういうものがあったというのは知っているし、実際、文人の家にも残っている。だがそれを見るための機械がない。ブルーレイには入らない。

　それと同じで、規格が変わる都度、自分でデータを変換していけばいいが、それが出来るのも自分が生きている間だけである。

　書物のように作ったあと放っておいて残せるものではない（もちろんきちんと残すには管理は必要だが）。数百年後にも見られる可能性はかなり低いのではないだろうか。

　だが、ネットの、データ書しよ籍せきの簡かん便べんさを、それで否定は出来ない。

　つまり用途が違う。

　同じものを扱っていても意味が違う。比べることに意味がない。それぞれにいいところがある。それが、文ふみ人ひとの結けつ論ろんだった。

（とはいえ、活字離ばなれはネットや携帯のせいっていうのはあるんだろうから、フィフの気持ちもわからないではないけど）

　かといって、ネットを駆逐しようとするのは違うと思うのだ。

「……フミヒト」

　突然、フィフが緊きん迫ぱくした声で自分のことを呼び、文人は先を行く彼女を見た。

「どうした、フィフ」

　答えない。

　腕をつかんだまま、黙だまって何かを見ている。その視し線せんの先を文人は追った。

　するとそこには、男がいた。

　男たちがいた。

　会場の隅に固まっている。

　といっても、示し合わせて集まっているというのではなく、猫が涼しい場所に自然に集まるように集まってきた様よう子すだった。

　誰だれも彼もが、座り込んで熱ねつ心しんに本を見ている。そんなに一刻も早く見たいのだろうか？　本当に本が好きなのだろう。座り込みは禁止、と書いたポスターが貼はられている。それも目に入らないらしい。

　行ぎよう儀ぎがいいとはいえないが、それがどうしたというのだろうか。疑問に思い、もう一度彼女を見ると、問答無用で買い漁あさった同人誌の全すべてを押しつけられた。

「おい──」

「しっ！」

　短く息を吐き出して、威い嚇かくするような、静かにしろ、と言っているような音を出す。

　偽物のはずの猫耳がぴくぴくと動いた。
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　Ａが一般参加者の列に並んだのは、午前五時ぴったりだった。

　会場近くのパーキングに三日前から車を停とめて、そこで寝泊りをしながら待ったのだが、同じことをしている人間は何人もいた。

　徹てつ夜やは禁止されており、並べるのは五時からと決まっていて、駐ちゆう車しや場じようの前に集まるのも禁止だった。違反者は入場券でもあるカタログを没収され（カタログを持っていないと列に並べない）、当日販売の分を買い直さない限り並ぶことが出来ないため、警けい備び員いんとの攻防が繰くり広げられることになる。

　Ａはそのぎりぎりをすり抜けて、何とか前のほうに並ぶことに成功した。それでも自分の前には三〇人からの人間がいたが、その程度なら最前列と言ってよかった。

　まさか全員が同じ《本》狙ねらいというわけでもあるまい。

　Ａの目的は、エロゲーの原画氏であるＢの限定本だった。

　Ｂはその筋では非常に有名なイラストレーターで、新作のゲームはパソコンの成年向けのソフトとしては異例な数の売り上げを叩たたき出し、性的なシーンをオミットしてコンシューマー向けに移植が決まっていた。

　Ａは、Ｂがパソコンゲームの原画を描かく前から知っていて、同人誌も全すべて持っていた。

　ある意味、彼を育てたのは自分だとも思っていた。

　こんな素す晴ばらしい絵師がいます、と、複数買いした同人誌を、ゲームメーカーに送ったりもして、売り込んでやったのは一度や二度ではなかった。

　ゲームが出たのは、そことは違うメーカーからだったが、横のつながりはきっとあるはずだから、やはり、Ｂが売れたのは自分のおかげのはずだった。

　そのことはＢにも、彼のサイトにメールを出して伝えてあったから、限定本の発売が告知されたときには、てっきり送ってくるものだと思っていた。訊きかれる前に親切にも送り先を書いたメールも出した。

　だが、昨日きのうになっても《本》は届かなかった。

　信じられなかった。とんだ恩知らずである。

　どのみち何冊かは自分でも買うつもりだったからいいのだが、一言、注意をしてやった方がＢのためだと思い、Ａは朝一で並んだのだった。

　会場までは特に問題はなかった。

　待っている間はゲームをして過ごしたので退屈なことはひとつもなかったし、どこの誰だれともわからない奴やつをオンラインで叩たたきのめすことが出来て気分が良かった。

　しかし、それもブースに着くまでだった。

　信じられない不手際が待っていた。

　なんと、《本》が到着していないというのだ！　そんな馬ば鹿かな話があろうか。当然、皆で謝しや罪ざいを要求した。全員にタダで一冊配るべきだと言った。

　だが、却下された。

　そればかりか、言うことが聞けないのなら叩き出す、と脅された。物もの凄すごい大男に脅しつけられた。

　全員が従ったが、それは後ろの人々のためだった。

　さらに騒さわげば販売そのものが中止になってしまうかも知れない。それでは可哀かわい想そうだ。自分たちが我慢をすればそれですむ。

　だから仕方なく従った。もちろんそれで済ますつもりはなかった。厳げん重じゆう抗こう議ぎのメールはすぐに出版社とメーカーに送った。顚てん末まつをブログにもアップした。必ずやあの大男には社会正義の鉄てつ槌ついが下されることだろう。

　そして二時間後。

　ようやく限定画集は到着し、販売は開始された。

　だが、ここでまた問題が起きた。

　購こう入にゆうは一人ひとり一冊だというのだ。

　確たしかにホームページには『状況により、お一人様の購入数を制限させてもらう場合がありますので、ご了承ください』と書いてはあった。だが、一人一冊はなかった。ありえない。せめて四冊は売るべきだった。観かん賞しよう用よう、保存用、布教用、転売用に。それが当然。

　Ａはそう抗こう議ぎした。他ほかの皆も。

　だが、認められなかった。

　作者のＢもおらず、これで《本》を売っていたのが、可愛かわいい異国の少女でなかったら、暴ぼう動どうになっていただろう。

　一人一冊。

　なんということか！　もう一度並ぶのは無理だった。体力的にと言う訳ではなく、既に並んだ人間で完売していたのだ。

　スタッフは完全に数を読み違えていた。当然、Ａは、通販でいいから売るべき、という意見をメールした。もし私の提案を採用する場合は、Ｂの画集を一冊送ってくれるものと信じています、と添えて。

　ともあれ。

　確かく保ほすることが出来た一冊を、Ａはとてもではないが、家に帰るまで我慢することなど出来なかった。ありえなかった。一刻も早く見て、感想を送ってやらなければ。Ｂはきっと待っているはずだった。

　会場内の隅に丁度いいスペースがあることを、皆、知っていて、Ａが着いたときには、結構な数の人間がたまっていた。Ｂの画集でなくても、買ったばかりの《本》をチェックしようという人々が集まっていた。

　Ａは、いそいそとその一角に腰を下ろし、買ったばかりの《本》を膝ひざの上に置き、手を擦こすり合わせて気持ちを落ち着けた。

　いったいどんなイラストが載っているのだろう。事前情報はほぼなく、ただ、オール新作であるということだけしかわからなかった。

　ご丁てい寧ねいに箱に入っている。

　ったく偉くなったもんだなあ、と呟つぶやいて、Ａは箱から《本》を出した。そして開く。

　白紙、だった。

　しかもページはそれだけだった。ただの見開き。それだけ。その何もない白いページの真ん中に、三さん角かく錐すいのようなものがひとつ、立っている。

「なんっ──」

　──だこれ、と怒ど鳴なるつもりだった。喉のど元もとまで出掛かっていた。しかし、それは続いて起こった変化に、たちまち霧む散さんした。

　絵が現れたのだ。

　間違いなくＢの手によるイラストが現れ、生きているかのように立ち上がったのだ。

　それは、Ａの一番好きなキャラクターだった。

　どういう仕組みなのかとか、そんなことはどうでもよかった。それよりも重要なのは、その絵が、生きて、動いている、そのことだった。

　彼女を思う気持ちが、奇跡を起こした。

　そう、Ａは信じた。

　手を伸ばすと触れることが出来た。それが許された。しかも微笑ほほえんでくれた。真まっ直すぐに自分だけを見て、微笑んでくれた。

　ゆっくりと顔が近づいてくる。そして。

　キス、された。

　死んでもいい、とＡは思った。もはや思い残すことはなかった。今この瞬しゆん間かんが絶頂だと、Ａは信じることが出来た。

（俺おれの、嫁っ……）

　自分の人生が栄光の光に包まれるのを、Ａは確たしかに感じ──
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（──《本》になった!?）

　これが夢や幻でないのなら、確かに今、男が《本》になった。姿が消きえ失うせ、そこには二冊の《本》だけが残った。一冊は男が読んでいた《本》。もう一冊は男自身。

　しかも、一人ひとりではない。

　そこで同じように《本》を開いた半分以上の人間が、次々と《本》に変わっていく。

　悲鳴が上がった。

　だが、その声で振り返った人間のほとんどは、何が起こったかを理解しなかった。そのときにはもはや《本化》は終わっていた。

　しかし、続いて起こった異変には、パニックが起こった。

　蟲むしである。

　巨大な雌のカブトムシのような大型の甲虫が建物の隙すき間まからわらわらと現れて、《本》に群がったのだ。

　腐肉に集るかのように。

　文ふみ人ひとの脳裏に、例のネットオークションの《本》探しをしていたときに出合った、クレオパトラ風の少女の姿が蘇よみがえった。

　彼女も同じ蟲むしを使っていた。

　その蟲は、本を背に載せて、どこかへ運び去ろうとしていた。

「待て！」

　傍そばで同じように本を読んでいたが変化のなかった人たちが我先に逃げ出す、逆流する川のような混乱の中を、フィフはするすると抜けて《本》に迫った。

「フィフ！」

　文人もあとを追おうとしたが、肩や足が逃げてくる人々に一歩ごとにぶつかってなかなか進むことが出来なかった。押し戻されないようにするのが精一杯だった。

　それでも逃げてくる人間はさほど多くはなかったので、すぐに抜けることが出来たが、その頃ころには、体のあちこちがひどく痛かった。つくづく肉体労働には向いていない。

　フィフは待っていてくれていた。

　蟲を追って行くことも出来たはずだが、そうはしなかった。代わりに一匹捕まえて、どこから出したのか、紐ひもで結んでいる。それを猫の尻尾しつぽに括くくりつけている。

　手には、《本》があった。変わってしまった男の方ではなく、男が読んでいた方の。

「フィフ」

「この《本》は気け配はいがおかしい」

　開口一番そう言った。

「《人》の気配はするがそれが恐ろしく薄うすい。《人》が《本化》した《禁書》とは違う」

「《落丁本》って訳か？　連中が《人間印いん刷さつ機き》を使った？」

「だと思うのじゃが……何かおかしい」

　そう言うと、フィフは文人に事前の警けい告こくもなく《本》を開いた。

　何かとんでもないものが飛び出してくるのではないか、と身構えたのだが、何も出ては来なかった。

　本の中央には三さん角かく錐すいに見える《仕掛け》が、ぽつんと立っているだけ。

「……なんだ、これ」

「わからぬ。じゃが、これのせいで《本化》をしたのは間違いない」

　フィフは《本》を閉じ、文人に押し付けるようにした。同人誌と、それと、フィフ自身である《本》とでほとんど両手は塞ふさがってしまった。だが、フィフはそんなことにはおかまいなしだった。気付いてもいなかった。

　猫の尻尾を毟むしり取り、その先に紐で結びつけた蟲が飛ぶように掲げる。

　そんなことをしなくても《禁書》の気配は感じるんじゃないか、と思ったのだが、それを読んだかのように、

「この《本》と《本》にされた人間のせいだと思うが、反応が多すぎるのじゃ」

　と言った。

　逃げようと羽ばたく蟲むしはひとつの方向を目指していた。進めずとも諦あきらめない。ただ一心に羽根を動かしている。

「こっちじゃ！」

　フィフは駆け出し、文ふみ人ひとはもちろんあとを追った。
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「なんとまあ、家に帰るまで待てなかったのか」

　戻ってきた蟲──スカラベたちを前に、クレオパトラは呆あきれていた。ほとほとだった。

　あの《本》を買った連中が《本化》するのは早くても夜になってからだと思っていた。何しろ成年指定なのだ。一八禁なのだ。エロエロなのだ。

　そんな《本》をまさか早々に堂々と会場で開くとは思ってもいなかった。こっそりとこそこそと見るものだと考えていた。

「……まあ、それだけ良いものが出来たと自負しないこともないがのう……」

　困った状態ではある。

　今この会場には《銀髪鬼》がいるのだ。

　絶対に、気づかれる。

「仕方ない。だいぶ早いが、引き上げるとするかの。とりあえず《実じつ験けん》は大成功じゃ。ピンポイントで欲望とマッチングさせれば、これほどの短時間で大量に人間を《本》に変えられるということがわかったのだから、大成果じゃ」

「これで一気に、《本化》を進められますね」

　黒衣の単眼鏡モノクルの男はそう言って微笑ほほえんだ。仮面を付け替えたようにぎこちのない笑えみだ。

「そのために、しっかりとわらわを逃がせよ？」

「心得ております。しかし」

　仮面のような顔で呟つぶやく男の隣となりで、ルーエットが背中から巨大なカッターナイフを抜いた。

「もう来たようです」

　その言葉をかき消すように、周囲の壁かべが、荷物が、ブースが、裁断されて吹き飛んだ。
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「出て来い！」

　暴ぼう風ふうのように振り回した巨大なハサミを脇わきに構え、フィフはそう怒ど鳴なった。

　たった今、文ふみ人ひとは恐ろしいものを見た。

　フィフがハサミを振り回した、それだけのことで、巨大な企業ブースの丸ごとひとつがばらばらに裁断されてしまったのだ。

　明らかに、パワーアップしている。

「フミヒトが成長したからじゃ」

　もうもうと白い埃ほこりが立ち込めるその先を睨にらみつつ、そんな風にフィフは呟つぶやいた。

「もはや、拙せつは、かなり強いぞ」

（頼もしい）

　素直にそう思ったが、女の子にそういうのもどうかと思い、考えるだけにとどめた。

　にしても。

　文人は周りを見回して、ううん、と胸の内で唸うなった。

　この始末、どうすればいいのだろう。逃げまどう人々の声が嵐のようだ。

　ここまで派は手でに立ち回って、揉もみ消せるものなのだろうか。ここにいる全員の共通認にん識しきを書き換えることができるのだろうか。

　無理な気がした。

　しかし、敵があれだけ派手なことをしてくれば、比例してこちらの動きも派手になるのは仕方のないことだ。そうでなければ後手に回ってしまう。そうでなくても後手だったのだ。そろそろ逆転しなくてはならない。

「フミー」

「どうなってるの？　凄すごい反応なんだけど……」

　駆けつけてくれた崎さき田た姉妹に、

「連中がやらかしたんですよ。どういう仕組みかわからないですけど、人をすぐに《本》に変えることの出来る《禁書》を発明したみたいで、ここで売りまくったんじゃないかと」

　そう説明した。

「ここ、出版社のブースだけど……乗っ取ったのかしら」

「出版社を作ったとか？」

　ルカの考えに文人は笑った。

　まさか、だった。そんなことをして何をしようと──

「牽けん制せいにとどめるのじゃぞ」

　三人に背を向けたままフィフが言い、文人は思索を止やめた。

「《人》を燃もやしたくなければ、気をつけることじゃ」

「わかっているわ」

　がちん、と鈍にぶい音をさせてチカは《竜りゆう涎ぜん》の安全装置を外し、ホースのハンドルを握る。ルカも同じようにして頷うなずく。

「──出てこいと……言っておる！」

　再び、フィフはハサミを振るった。ただし今度は、刃は寝かせて。先刻のは真空の刃を発生させたが、今度は風だけだった。しかし暴ぼう風ふうである。巻き上がった埃ほこりはほぼ一いつ瞬しゆんで吹き飛ばされ、隠されていた秘密があらわになった。

「貴様ら……」

《禁書》が、いた。少女の姿をしたクレオパトラが。赤い革のコートを着た少女が。初めて見る巨大な男が。そして──あの黒衣の《マイスター》も。

　しかも、クレオパトラは一人ひとりではなかった。少なくとも二〇人もの同じ顔、同じ姿の少女がそこにいた。しかも周囲には拳こぶしほどもある巨大な甲虫がわらわらと、わさわさと群れている。たくさんの《本》を持って集まっている。

「縁えんがあるのう。《銀髪鬼》」

　全すべてのクレオパトラが、同時にそう口をきいた。完全な同どう調ちようだった。生で分身の術を見ることになるとは、文ふみ人ひとは思ったこともなかった。

「後学のために訊きくが、どうやって、わらわたちの計画を知ったのじゃ？」

「貴様らの企たくらみなど知るか！　そっちこそ、拙せつとフミヒトの邪じや魔まをしおって！」

「ほう、そうか」

　クレオパトラは青く縁ふち取どった目を瞠みはった。

「ということは、この人間の言うことが正しかったということか。わらわたちはどうしようもなく引き合うということか」

「何をごちゃごちゃと！」

　ハサミを構えると、す、と赤コートの少女が前に出た。ぴたりとフィフの動きが止まる。強くなった、と自分で言い切った彼女が止まる。

「なるほど」

　ほほ、とクレオパトラは笑う。

「そなたの言う通りのようじゃな、人間。ではここは任せるとしよう。わらわたちは帰る」

「逃がすと思うのか！」

「思うよ？　事実、そなたはそこを動けぬではないか。──では、さらばじゃ」

　二〇人からのクレオパトラが一斉に踵きびすを返す。

　だが、フィフは彼女の言った通り、動かなかった──動けないように見えた。動けば、ばらばらになるかのような、そんな、恐ろしく張り詰めた空気が赤い革の少女との間にあって、動けないのだと思えた。

　無む論ろん、手など出せない。そんなことをしたら、その瞬しゆん間かん、出した手はすっぱりとなくなるだろう。それほどの空気だった。

「フミー。あっちはわたしたちに任せて」

「うんうん」

　崎さき田た姉妹は文ふみ人ひとの返事を待たず、駆け出した。追う訳には行かなかった。フィフをここへ残していく訳にはいかない。《戦せん闘とう司書》には《マイスター》のサポートがいる。

（どうする？）

　文人は周囲を素す早ばやく見回した。

　ギャラリーが増えている。だが、不ふ思し議ぎと騒さわぎは治まっていた。むしろ楽しんでいるような様よう子すさえ生まれつつあった。

（大掛かりなイベントか、ショーか何かだと思ってるのか？）

　そんな雰囲気だった。

「ふうむ」

　黒衣の《マイスター》のそんな声がした。

「わかっていたことだが、見事な均きん衡こうだ。しかし、こうして睨にらみ合ったままでは、まるで、馴なれ合って仕事をしていないかのように思われてしまうな。それは困る」

「何を言ってる……」

「ああ。わからなければ構わない。いや。わかるはずもない。とにかく、これは崩させてもらおう。いや。別の均衡へと移行してもらおう。──ルーエット！」

　男がそう声を上げると。

　まるで彫像か何かのように動かなかった赤い皮コートの少女が、巨大なカッターナイフを凄すさまじく振るった。目にも止まらぬ、とはこのこと。

　周囲の全すべてが寸断される。

　転がっていた瓦が礫れきがまるでバターのように切り分けられる。

「ちいっ！」

　だが、フィフは別だった。

　目にも止まらぬのは、彼女も同じだった。フィフの振るうハサミの刃は、ゆらいで、溶けて、とても目では追えない。

　二人ふたりの間で、無数の火花が散る。

　散り続ける。

　またしても、均衡、だった。

　男の言った通りに。

　何も変わっていない。無限に、永遠に。二人は斬きり続けるだろう。先刻までもそうだったのだ。刃物を振るわぬ戦いもある。

　ならば。

（それを崩すのが、僕の──《まいすた》の役目だ。僕はそのためにいる）

　文人はポケットに手をつっこんだ。

　削りすぎて短くなりすぎた鉛筆をつかむ。早すぎて動きが見えないのなら遅くしてしまえばいい。時間そのものを操あやつればいい。何か必ず隙すきはある。

「──そうはいかない」

　はっと気がついたときには、目の前に黒衣の《マイスター》がいた。単眼鏡モノクルの奥に仮面のような笑えみを浮かべて立っていた。

　鋭するどい痛みが、頰ほおを突き抜けた。

「フミヒトっ！」

　フィフの悲鳴のような声が聞こえたが、殴られたのだと理解するまでに時間がかかった。床に転がり、持たされていた同人誌と謎なぞの《本》をぶちまけてようやく、そうだとわかった。それでも、フィフ自身である《本》だけは離はなさなかった。

「《戦せん闘とう司書》には《マイスター》が必要だ。最強の《銀髪鬼》といえども例外ではなく、その強さは《マイスター》に影えい響きようされる。ならば──」

　腹に男の爪つま先さきがめり込んだ。

「ぐはあっ！」

　息を全すべて吐き出させられた。酸素を求めて口が、水すい槽そうを飛び出してしまった金魚のようにぱくぱくと喘あえぐように勝手に動く。

「──《マイスター》を仕留めてしまえば、次を見つけるまでは《銀髪鬼》といえど、《本》から出ることすら叶かなわない」

　文ふみ人ひとは、今までに感じたことのない恐怖に、《仕掛け》の心しん臓ぞうを鷲わしづかみにされた。鼓動が一いつ瞬しゆん止まったと思える程の恐怖だった。

（殺される──）

　そんなことがあるのだと、自分の身にもそんなことが起こりうるのだと、文人は初めて《実感》した。肌で、体で感じた。

　どうして平気だと思っていたのだろう。心臓を紙の《仕掛け》に変えられて、死の恐怖は感じていたはずなのに。

　そんなのは噓うそだった。

　何も感じてはいなかった。実感していなかった。

　これが──恐怖だった。

「逃げろ、フミヒト！──くっ！」

　フィフの声がした。

　単眼鏡の男の肩越しにその姿が見えた。声を出したそのせいで僅わずかに均きん衡こうが崩れ、赤い革コートの少女のカッターの刃が、フィフの頰を浅く斬きった。

「く、くそっ……！　ぐあっ！」

　腿ももを蹴けり上げられた。地味に痛い。

「逃げろ！」

「く──」

　文ふみ人ひとは、自分の身を切りながら発せられたフィフの言葉と同時に、顔を目掛けて飛んできた男のつま先を転がって避け、そのままの勢いで立ち上がり、ギャラリーの中へ転がるように逃げ込んだ。まるで励ますかのように次々に背中を叩たたかれた。まだイベントだと思っている！

　何か算段がある訳ではなかった。とにかくここを離はなれなければフィフが戦いに集中出来ないとわかっていた。そしてあの黒衣の《マイスター》も追って来るだろうということも。だとすれば、自分が逃げれば、フィフとあの少女との間の均きん衡こうは崩れない。勝ちもないかもしれないが、負けもない。

　あとは、自分と──あの男との問題だ。
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「止まりなさい！」

　駐ちゆう車しや場じように止められた大型のトレーラーの前で、崎さき田た姉妹はようやくクレオパトラたちに追いつくことが出来た。

　素直に聞かないと思っていたが、存外、素直に連中は止まった。

　完全に《竜りゆう涎ぜん》の射程の中に捉とらえられているとわかったのかもしれない。

　フィフは牽けん制せいだけにしろと言ったが、チカはそれを破るのに大した呵か責しやくを感じてはいなかった。別にこんな連中が燃もえてなくなろうが、ちっともかまわない。その気持ちも感じているのかもしれない。

「それが賢かしこいわ。大きくても、小さくても、わたしたちの前では関係ない。意味がない。わたしたちの《竜涎》はそんなものとは関係なく、全すべてを燃やす。焼き尽くす。そして、わたしたちはフミーとは違う。《マイスター》とは違う。逆らうなら──容赦なく燃やすわ」

「で、あろうな」

　クレオパトラは笑った。何十人もが一斉に。

「しかしまあ、わらわにはわからぬのじゃが。……《焚ふん書しよ鬼き》よ。貴様らは、何な故ぜ、わらわに敵対する？」

「何故？　何故ですって？」

　思わず引き金を搾しぼりそうになる。

「そんなの決まっているじゃない。おまえたちがわたしたちの両親を奪った。《本》にした。その復ふく讐しゆうよ」

「なるほど。そうなのであろうな。知っておる。では何故、問答無用で燃やさぬ？　貴様らはあの《焚書鬼》の末まつ裔えいなのであろう？　《禁書》であればなんであろうと、それがたとえ自分の身内であろうと、《本》になった時点で堕おちたとみなし、灰も残さず焼き尽くすのであろう？　それがなぜあの《戦せん闘とう司書》とつるんでいる？　従っている？」

「従ってなどいないわ。わたしたちは互いを利用し、利用されているだけ。忠告なら聞くけれど、どうするかはわたしたちが決める。それに、わたしたちは《焚ふん書しよ鬼き》なんかしらない。その力を利用してはいるけど、そんな奴やつらとは何の関係もない。わたしたちはどこまでもわたしたちのために燃もやしているだけ。だから──おとなしくしなさい」

　大男が低く唸うなり、チカはノズルをついと動かした。

「百ゆ合り若わか、よせ」

　クレオパトラの声に、大男の動きは止まる。

「……のう、《焚書鬼》よ。わらわたちの誰だれかが貴様らの両親を《本》にしたというのなら、まあそれはそうなのじゃろう。奪ったというのなら、そうなのじゃろう。だったらどうじゃ？　その両親の《本》、わらわたちが探してやろうではないか」

「な、に……？」

「驚おどろくことはあるまい？　わらわたちの誰かが犯人だというのなら、そやつに訊きけばすむこと。訊けるのか、と思うておるのか？　もちろん、訊ける。それはそうじゃろう？　そうでないのなら、貴様らに既にそやつが燃やされているのなら、貴様らの両親は解放され、人に戻っておる。今もまだ音おと沙さ汰たがないのなら、貴様らの両親を《本》にした《禁書》は、燃やされても、封印されてもいないということ。ならば、わらわたちの方で問いただすことが出来るということじゃないのかのう」

　わらわはこれでも偉いのじゃぞ、とクレオパトラは言った。

　ノズルの口がどうしようもなく揺れた。

「もしくは……わらわたちの方が先に貴様らの両親である《本》を手に入れ、《銀髪鬼》と戦えと命じたら──どうする？」

「！　あんたっ──」

「あははははっ！……そう怖い顔をするな。冗じよう談だんじゃ。まだ、手に入れてはおらぬ」

　まだ、な、と言って、クレオパトラは、ビターチョコレートのような色の唇に、蛇のような笑えみを浮かべた。

「その可能性もある、ということじゃ。しかしここを見逃してくれるのなら、探さぬと約束してやろう。手を出さぬと誓ってやろう。わらわたちは、あの《銀髪鬼》とはどこまでいっても敵同士じゃが、貴様らは違う。ただの横よこ槍やりじゃ。そちらが手を出さぬのなら、こちらも手を出さぬ」

「信じられると思う？」

「どちらでも好きにすればよい。言うておくが、あの《銀髪鬼》ならともかく、貴様らならばわらわにも勝しよう機きはいくらでもある。というかのう……負ける気がしない」

　怒りに奥歯が割れそうになる。

「負け──」

「──惜しみではないぞ？　《焚書鬼》の武器は知っておる。炎の涎よだれはよく知っておる。何百年も前からの。つまり、それなりに対策も立てている、ということじゃ。貴様らも一度見ておるじゃろう？　わらわの蟲むしを。闇やみと影かげに潜ひそむ蟲を。貴様らを連中で押し包んでしまえば、それですむ。十と重え二は十た重えに包んでしまえば、それでしまいじゃ。その服がいくら耐火性に優すぐれているというても、どれだけ保もつ？　それに、わらわたちも、全すべての蟲が燃もえ尽きるのを待ってやるほどお人よしではない。その前に──殺す」

　出来るものなら、とは言えなかった。

　出来ると思えた。

　チカは気づいてしまった。車の、人の、影という影、そこに、既に蟲が潜んでいるのを。

　すっかり囲まれている。

「……だったら、どうしてやらないの？」

　クレオパトラは肩を竦すくめた。

　じゃらり、と黄金とラピスラズリの首飾りが揺れる。

「わらわの《主》はのう、殺すのは好きではないのじゃ。目的はあくまで人を《本》にすることじゃからな。《本》にし、すべての災いや苦しみから救い、永遠に残す。そこには《焚ふん書しよ鬼き》である貴様らも含まれるのじゃぞ？……まあ、あの人間はどうか知らぬが」

　何十もの口から語られる同じ言葉は、チカの脳をぐらぐらと揺さぶった。

　とても信じられるものではない。

　信じてたまるか。

　だが──

「……わかったわ」

　ノズルを構えたまま、チカは言った。

「チカちゃんっ」

　姉の声が胸に鋭するどく突き刺さる。だが、他ほかに選択肢はなかった。

「行って。行きなさいよ。パパたちのことを出されたら、わたしたち──わたしにはもうどうにも出来ないわ。わたしの目的はそこにしかないのだから」

「賢けん明めいな判断じゃ」

　トレーラーのドアを開け、何十人ものクレオパトラが次々と乗り込み、彼女の蟲が何十冊もの《本》を運び込んだ。百ゆ合り若わかと呼ばれた大男が窮きゆう屈くつそうに運転席に体を押し込み、最後に最後の一人ひとりのクレオパトラが乗り込んだ。

「ああ、そうじゃ。先刻わらわが言ったことは、この場を切り抜けるための方便という訳ではないぞ？　その気があるなら、本当に訊きいてやろう。貴様らの両親の《本》がどうなったのか。無む論ろん、わらわたちに敵対するのを止やめるのが条件じゃがな。よく考えることじゃ。どちらが貴様らの願ねがいを叶かなえるのに近道か」

　クレオパトラは、ふふ、と笑った。それは見かけの少女性からはかけ離はなれた、邪悪で妖よう艶えんな微笑だった。

「ではさらばじゃ。合わせ鏡かがみの《焚ふん書しよ鬼き》よ」

　ドアを閉じると同時に、トレーラーはタイヤから白い煙を上げて急発進し、ひどく車体を傾かせながら駐ちゆう車しや場じようを出て行った。巨大な甲虫の群れが追いかけて飛んでいく。

　車も、蟲むしも、あっという間に見えなくなった。

　他ほかの車に紛れてしまった。

　長いため息をついて、チカはノズルを下げた。ハンドルを握る手がすっかり硬直していた。

「……仕方ないのよね」

　そう、ルカもため息をついた。

「だけど、これからどうしよっか……こんなことになって、こんなことをしちゃって、フミーに顔合わせるの、気まずいよね」

「探すしかないよ」

　チカは、誓うように言った。

「連中よりも先に、パパたちを見つけるしかない。わたしたち、すっかり待ちの姿勢になってた。あんまり居い心地ごこち良くて、だらけてた。わたしたちはこんなことをしている場合じゃなかったのよ。探さなくちゃいけなかったのよ」

「うん、そうだね」

　ルカは、大きく、深く、頷うなずいた。

「あの人たちよりも早く見つけなかったら、本当に、フミーたちと戦わされるかもしれないもん。それは──絶対に嫌いや」

「わたしだって」

　言って、チカは姉を見た。

　まるで鏡を覗のぞいたときのようにそこにいたもう一人ひとりの自分が、大きく頷いた。少し泣きそうな顔をしてそこにいた。

（きっと同じ）

　ルカはそう確かく信しんできた。

（きっと同じ顔をしている──わたしも）




　　　　　☆




「殺しはしない」

　もう何度目かもわからないほど床を転がされた文ふみ人ひとは、黒衣の《マイスター》がそんなことを言いながら近づいてくるのを、平へい衡こう感覚のおかしくなった体で、痛む頭で、変な音のする耳で聞いた。

　まだ、アトラクションか何かだと思っているのか、積せつ極きよく的てきに止めようとするものはいなかった。コミエスのスタッフも来ないところを見ると、何か手を打たれているのかもしれない。

「《主》は誰だれであれ、人間を殺すのを嫌うからな」

（ありがとう……ございますとでも、言えって……いうのか……よ……）

　よろけながら立ち上がると、顎あごを蹴けられた。

　ぷっと血が噴ふき出だした。口の中を切ったらしい。伸びきった胸に掌しよう底ていの一いち撃げきを喰くらった。何てことを。《仕掛け》の心しん臓ぞうが壊こわれたらどうするんだ。

　どうしたらこんなことが出来るのか、カンフー映画みたいに吹き飛んだ。

　悲鳴が聞こえた。

　もうあちこち余りに痛くて、今度はどこをぶつけたのかわからないくらいだったが、どこかのサークルのスペースにつっこんだのだというのだけはわかった。

　ばさばさと本が落ちてきたからだ。

（くそ、動けない……）

　完かん璧ぺきに痛めつけられた。全身が、燃もえているみたいに熱あつい。まだ《本》は持っているのだろうか？　それもわからなかった。

　何とか目は動いた。瞼まぶたは塞ふさがってはいなかった。

（あった……）

　よかった。感覚はとうになかったが、離はなしてはいなかった。

（にしたって……なんてざまだ……）

　もう何年も喧けん嘩かなんかしていなかったが、自分が強いなどと思ったことはなかった。

　だが、これはひどすぎる。弱すぎる。やり返すどころの騒さわぎではない。逃げることすらまともに出来ないとは。

　少しは体を鍛きたえておけばよかった。後悔したが、後の祭りだ。

「自分が狙ねらわれることなどないと思ったか？」

　胸むな倉ぐらをつかんで立たせられた。

「《マイスター》は、《戦せん闘とう司書》の陰かげにこそこそと隠れて、あれこれと指図するだけだと思ったか？　甘い。甘すぎる。そんなわけがないだろう」

　そうかい。

　こっちは、そんな訳だと思っていたさ。

「殺しはしない」

　黒衣の《マイスター》はそう繰くり返した。そうして懐ふところから鋏はさみを出した。布を断ち切るための大きなやつ。それを、シャキン、と鳴らす。

「しかし《マイスター》としては生かしておけない。実に邪じや魔まだからな。とても目障りだ。だから──指を切り落とすことにする。全部」

　ぞっとした。鳥肌が立った。

（マジか!?）

　マジです、と単眼鏡モノクルの奥の瞳ひとみが言っていた。

（冗じようっ談だんじゃないっ……！）

　力を──ほとんど最後の力を振り絞って、文ふみ人ひとは男の腕を振り払った。まさか抵抗されるとは思っていなかったのか、手は意外と簡かん単たんに振り払えた。

　ふらつく独こ楽まのように踵きびすを返して、文人は走った。

　そのはずだった。

　感覚はなく、泥の中を泳ぐようだったが、走っているはずだった。

　どのくらい走り、どのくらい逃げたのか。

「がっ！」

　肩に近い背中に衝しよう撃げきがあった。とっくに全身に火がついたようになっていたが、そこだけ油が注がれて炎の勢いが増したかのように、熱あつくなった。

　足がもつれ、もんどりうって倒れた。

　どうしようもなかった。手を伸ばして体を支えることも出来ず、またしても長テーブルにつっこんで倒してしまった。

　悲鳴と。

　怒声と。

　その中に混じって、文人は自分の名を聞いた気がした。

「──江え本もと！　どうしたの、江本！」

　幻げん聴ちようでなければ、雲くも木きだった。

　間違いなかった。目の上に落ちているのは、生まれて初めて一人ひとりで丸々一冊作った《仕掛け絵本》、『子猫はたたらない』、その見本だった。

　手を伸ばして触れると、ぬるりと血がついた。

　汚してしまった。

　帰き巣そう本能か、それともまったく別の理由かはわからなかったが、どうやら自分のスペースに向かって逃げていたらしい。

「江本！　何があったの!?　ああどうしよう！　背中にハサミが刺さってるよっ！」

　さっきの衝撃はそれか。

　きっと投げたに違いない。そんなことをするなんて、何て危ない奴やつなんだ。

　殺す気、満々じゃないか。

「やれやれ」

　黒衣の《マイスター》の嘆息が聞こえた。

「あまり手をかけないでもらえるか？　殺す気はないと言ったが、それはおまえがおとなしくしていればの話だ。素す直なおに指を落とさせればよし。でなければ腕ごと切り落とすぞ？　ボクとしてはどちらでもかまわない」

（僕は、どっちもごめんだ）

「な、なんなんですかっ！　なんなんですかあなたはっ！」

　雲くも木きの悲鳴のような声が聞こえた。震ふるえている。またか。また巻き込んでしまった。

　なんだか、ふわりと温かい。

　抱きかかえてくれているのかもしれない。こんなにボロボロで情けない男を。

「どけ」

　黒衣の《マイスター》は凍こごえるような声で言った。

「ボクが用があるのは、この少年だけだ。なに。殺しはしない。指を落とすだけだ」

「ふざけないでよっ！」

　雲木の怒った声を始めて聞いた。本気だった。本気で怒っている。

「そんなことさせる訳ないじゃないっ！　そんなこと──」

「許可を求めている訳じゃない」

　悲鳴がした。雲木の悲鳴が。

　温ぬくもりが遠くなり、背中から熱あついものが引き抜かれたのがわかった。

　きっとハサミだ。

　何をするんだ、と怒ど鳴なったのは里さと江えだった。江本、という雲木の声が遠くなる。きっと、避ひ難なんさせてくれたのだろう。

　仰あお向むけにされた。

　相変わらず笑っているのに仮面のような顔が、そこにあった。

（くそ……鉛筆はどこだ）

「諦あきらめろ」

　右手をつかまれ、持ち上げられた。

　手には《本》を持っていた。一いつ瞬しゆん、希望が湧わいたが、それはフィフではなく、『子猫はたたらない』の方だった。フィフであったなら。そうならば、不意を打つことも出来たかも知れないが、これでは駄だ目めだった。これはただの《本》だ。

「おまえの手の内は一度見た。不意打ちはきかない」

（そうかよ……）

　お見通し、という訳だ。

「では、指をもらうぞ」

　男はハサミを手にした。シャキン、と音を立てて空から斬ぎりをする。

（くそ……）

　心がくじけていくのが、はっきりと感じられる。全身の力が抜けていく。

（やっと……やっと、少しだけ《本》を楽しいって思えるようになったのに……面おも白しろいって思えたのに……こんなとこで僕は……）

　指を全すべてなくすなんて。

　もう創つくれないなんて。そんなの。

（嫌いや、だ……！）

　震ふるえるほどにそう思った。

　痺しびれたように動かなかった体が本当に震えた。犬が水を弾はじき飛ばすみたいに。

「往おう生じよう際ぎわの悪いっ！」

　踏みつけられる。体が床にめり込みそうなほど強く。

　それでも痙けい攣れんのような震えは止まらなかった。壊こわれそうな勢いで《仕掛け》の心しん臓ぞうが動き、血液が疾はしる。

　つかまれていた腕が鞭むちのようにしなった。

「うお！」

　男の手をもぎ剝はがすほどの勢い。それが余って《本》が手から離はなれた。離してしまった。

　くるくるとその場で『子猫はたたらない』は回転する。

　黒衣の《マイスター》は、興きよう味みを持たなかった。まったく気に止めず、再び文ふみ人ひとの手をつかもうと、そればかり考えていたに違いなかった。

　だから、気がつかなかった。

（なん、だ……!?）

《本》が突然、回転を止めたことに。誰だれも何もしていないのに勝手に開き、《本》の──『子猫はたたらない』の中から、真っ白な腕が飛び出したことに！

　気づいたときには遅い。

「──ぎゃあっ！」

　黒衣の《マイスター》は、小刀のような鋭するどい爪つめでまともに顔面を裂かれて悲鳴を上げた。

　それでも咄とつ嗟さに数メートルも飛とび退のいたのはさすがだった。

（いったい、何が……）

『子猫はたたらない』は、まだその場で開いたまま空中に留とどまっていた。

　そこから。

「──んにゃっ！」

　真っ白い、宇宙猫のコスプレをした少女が《飛び出し》た！

　雲くも木きよりは、若く。

　フィフよりは大人おとな。

　長い髪は雪のように白く、肌の色も綿のようで胸と腰に張りついた毛皮の部分との境がよくわからない。

　手足の先だけはきぐるみの猫のようで、大きな肉球がついていた。内側が桃もも色いろの耳は存外に大きく、口元がいかにも猫っぽい。

　髭ひげはなく、かわりに刺青いれずみのように左右に三本ずつ、頰ほおに短く線せんが引かれていた。

　ミロだった。

　間違うはずがなかった。それは間違いなく、主人公を助ける宇宙猫のミロだった！

「おんどれは、うちのご主人様になにをしてくれてるんにゃ！」

　言って、ミロは黒衣の《マイスター》に飛び掛りながら、腕を一いつ閃せんさせた。

（ていうか、何、その言葉！　何語!?）

　必死な様よう子すで男はミロの一いち撃げきをかわす。伸びた爪つめは小刀どころではなく、日本刀だった。床をすっぱりと斬きり裂く。

　跳ねながら男は退さがった。退がって──そしてあっというまに見えなくなった。

　ミロは、それを追わなかった。

「……とんでもないやつにゃ」

　するっと爪をしまうとすたすたと傍そばに来て、傍かたわらにちょこんと座った。子供がするみたいに、つま先で。膝ひざを抱えるようにして。

[image: ]

　文ふみ人ひとの顔を、首を傾かしげて覗のぞき込む。

「ご主人様、大丈夫かにゃ？」

「おま……ミ、ロ……な……か……？」

　上う手まく声が出ない。だが伝わったようだ。猫少女は、目を糸のように細くして、そうにゃ、と頷うなずいた。

「末永く可愛かわいがってくれると、うれしいにゃ♪」




　　　　　☆




　まるで、鏡かがみの前で一人ひとりで踊っているみたいだった。

　ハサミを振るい続けながら、フィフはずっと、そう感じていた。

　攻撃の悉ことごとくが、嚙かみ合う。喰くらい合う。自分の攻撃は相手に一切に触れないが、向こうの攻撃も一切自分に触れなかった。

（なんなのじゃ、これはっ！）

　跳とび退すさると相手も下がる。

　フィフは着地と同時にその勢いを利用して思い切り体を回転させた。遠心力でハサミの刃を開きながら、弧を描いて走りながら近づく。

　だが、またしても同じ。

　赤革のコートの《戦せん闘とう司書》も、カッターの刃を伸ばし、脇わきに抱えるようにして回転をして走り寄ってきた。ただし回転の速度は倍で。

　しかし、それで条件は同じだった。開いたハサミの二度の斬ざん撃げきにあわせるための倍の回転だった。

　フィフと赤革のコートの少女は独こ楽まのようにぶつかり合い、弾はじきあった。

　埒らちが明かない。びくともしない。

（フミヒトがいればっ！）

　きっと埒を明けてくれるのに。

　そうは思っても、どうしようもなかった。むしろ、上う手まく逃げられたか心配でならない。

　彼は、《まいすた》であることと、体感時間を止めることが出来るのを除けば、いたって普通の少年なのだ。特に体育が得意な訳でもなく、むしろインドアを好むタイプだ。

　代わりに戦うのが《戦闘司書》なのだ。

　なのに。

（拙せつは、こんなところで何をしておるのじゃっ！）

　苛いら立だちはとっくに爆ばく発はつしていたが、それでも埒を明けることは出来なかった。

　本当に、どこまで行っても平へい行こう線せん。

　合わせ鏡かがみに映った自分を相手に、空むなしいダンスを踊っている気分だった。

「このっ！」

　ハサミの切っ先を床に突きたてて把とつ手てに捕まり、回転の反動を使って回まわし蹴げりを放つ。

　赤革のコートの少女も同じことをする。コピーというレベルではない。タイミングのタイムラグはゼロだ。

　カッターの刃先を折りながら逆側から繰くり出された蹴りは、フィフの足と絡んだ。

　ぱん、と乾いた音を立てて、二人ふたりの右足は脛すねでちぎれ、転がった。

　切きり離はなされた足は、すぐに紙に戻る。

　血は出ない。

　紙なのだから当然だ。痛みはあるが、しかしそれが人のそれと同じなのかは、フィフにはわからなかった。

　ぐるんと回転し、片足だけで立って、フィフと赤革コートの《戦せん闘とう司書》は睨にらみ合った。

　フィフはハサミにすがり。

　彼女は、ナイフにすがり。

　互いに相手の出方を窺うかがうように、小休止した。

　回りはもう結構な騒さわぎになっていたが、構ってはいられなかった。この後始末をどうしたらいいのかを考えると頭が痛くなりそうだったので、無理に思考から追い出す。

　と──。

「ルーエット！　退ひくぞ！」

　そんな声が黒い影かげと共に脇わきを風のように駆け抜けた。それは、文ふみ人ひとを追っていたはずの黒衣の《マイスター》だった。

　ルーエット、と呼ばれた赤革コートの《戦闘司書》は、退ひくその瞬しゆん間かんまでフィフから目を離はなさず、退くときには一瞬で男と共に消えた。

（……助かった……）

　それが実感だった。

　しかし、とフィフは一瞬だけ見た、男の姿を思い出していた。

　男は手で顔を押さえていて、皮ひ膚ふが裂けていた。

　だが、そこからは一滴の血も流れてはおらず、そして、裂かれた皮膚の下にもうひとつ、顔を見たような気がした。

「そうじゃ……フミヒト！」

　フィフは脛すねのところでちぎれた自分とルーエットの壊こわれた《仕掛け》の足を抱えると、ハサミを杖つえにして、黒衣の《マイスター》が逃げてきた方角へと走った。

　人垣に近づくと悲鳴と共にそれは割れた。それはそうだろう。

　構わずにいてくれるのは助かる。

　文ふみ人ひとが生きていることは間違いない。それだけでなく、あの男に勝った。少なくとも撃げき退たいはした。自分がこうして無事でいることが何よりの証拠だ。

　しかしどの程度無事なのかはわからない。あの男が顔を裂かれたように、文人も怪け我がをしているかも知れない。

　だが、あの男の傷。

　文人があれをつけたのだとしたら、いったいどうやったのだろう。

　まるで猛もう獣じゆうに引っかかれたような傷だった。何か、特殊な武器でも考案して、それを出して使ったのだろうか？

　そんな色々な可能性を考えながら、フィフは文人の許もとへと向かったが、どうやら彼は自分のサークルのスペースにいるようだと、なんとなくわかった。

　自分自身でもある《本》とは常に繫つながっているのだ。動物が自分の家に帰ることが出来るように、フィフも自分の《本》へと帰ることが出来る。

　だが──その手前に、人垣が出来ていた。

　フィフとルーエットの戦いを取り巻いていた円よりはずっと小さかったが、それは明らかに文人のサークルのスペースを取り囲んでいた。

「どいつこいつも、寄るんじゃないにゃ！　さがるにゃ！」

　そんな声がする。

（にゃ？）

　何かが異常な感じがした。

　気け配はいがおかしい。

　退どけ、といっても無む駄だだった。人垣は皆、フィフとは反対の方を、円の内側を向いていて、振り返る様よう子すもない。

（仕方ない）

　フィフは棒高跳びをするように、ハサミを使って一気に人垣を飛び越えた。

　わあ、と声が上がる。

　そんな中、フィフは降りながらおかしなものを、明らかに異常なものを見た。

（ね、猫……？）

　だった。しかも人の形をした。

　一いつ瞬しゆん、雲くも木きかとも思ったが、違った。

　彼女は少し離はなれた場所で、里さと江えに押さえられるような格好で立っていた。危ないから近づいちゃ駄だ目めだ、とか言われている。

　文人は気を失っていた。黒衣の《マイスター》に手ひどくやられたのは一目でわかった。肩の辺りが血で赤黒く塗れている。

　その文人をまるで守るかのように、人猫は抱きかかえ、周囲を威い嚇かくしていた。

　ふしゃー、とか言って。

（！　こいつは──）

　着地寸前、こちらに気づいて人猫が上を向いた。

　呼び合うようにフィフと目が合い、縦たてに割れた瞳どう孔こうにこちらの姿が映った瞬しゆん間かん、問答無用で白い腕がすくい上げるように伸びてきた。

　その先端で鋭するどい爪つめが閃ひらめくのを見、フィフは、男の顔に何が傷をつけたのかを悟った。

　ハサミの峰みねで払うようにして懐ふところへ着地。

　同時に、表紙にべったりと血のついた『子猫はたたらない』をつかみ、勝手に開いた頁ページを人猫の顔に押しつけた。

　ぎゅむう、とかおかしな音がする。

「とっとと戻れ！」

　その途と端たん、ぽむ、と間の抜けた音を立てて、人猫は消えた。《本》に戻った。回りがどっとざわめいたが、構ってはいられなかった。

　フィフは自分の《本》と血のついた『子猫はたたらない』を抱えると、

「ヨミ！」

　と呼んだ。

「は、はい！」

　里さと江えの腕を振りほどくようにして、雲くも木きは前に出る。顔は青ざめていたが、気持ちはしっかりとしていた。

「……フミヒトを頼む。一刻も早く、人間の医者に連れて行ってやって」

「も、もちろんだけど、フィフちゃんだって、そ、その足──」

　答えず、フィフは跳んだ。

　そうして、空くう調ちようの僅わずかな風に乗ってあっという間に外に出ると、コミエスの会場を後にして急いだ。




　学校へ──《虚うつろの図と書しよ館かん》へ。













　　　　　エピローグ







「……《禁書》です、これは……」

　革かわ紐ひもで縛しばられた『子猫はたたらない』を見て、グリーズ・ビーは断言した。

　鐘しゆ翠すい善ぜん高校の図書室の扉を破って入った、《産業・工業》と《自然・科学》の書架の間の通路の奥にある《虚ろの図書館》の彼女の部へ屋やで、

「やはりそうか」

　と、フィフは呻うめくように呟つぶやいた。

「だと思ったのじゃ。しかし、わからぬ。フミヒトはこの《本》を、普通の紙で創つくったのじゃぞ？　拙せつの《本》から外した紙ではない。なのに何な故ぜ、こんなことが起きた？」

「……文ふみ人ひとさんのような事例を調しらべるうちに見つけたのですが、前例があります……」

　ビーは、回り全すべてを書架に囲まれた円形の部屋の天てん井じように向けて伸ばした。一冊の本が応こたえるように書架から抜き出て、静かにテーブルに着地し、開く。

「……ここに書いてあります。今から八〇〇年程前ですね。一人ひとりの《マイスター》が、心しん臓ぞうに疾しつ患かんのあった病気の貴族の女性を救おうと、死の間際に心しん臓ぞうを《仕掛け》に取り替えたとあります。その女性は助かりましたが、ある日、その女性が怪け我がをした指で本に触れると、そこから登場人物が飛び出しました。そのせいでその人は魔ま女じよとして塔に幽ゆう閉へいされることになったのですが、ある日、何年かぶりに戻った《マイスター》が話を聞いて塔に向かうと、そこには女性はおらず、代わりに《本》があったそうです」

「つまり？」

「……その女性は《本》になってしまった、ということです。ただしその《本》は他ほかの《禁書》と違って開いても《飛び出す》ことはなく、ただ《本》となってしまい、自分の半生を語ることはなかったとか」

「同じことが起きたというのか？」

「……文ふみ人ひとさんの場合は本物の心臓を《仕掛け》にされた、という違いはありますが、そうだと思います。心臓とはただのポンプですから、初めから紙でも、そうでなくても、機き能のうします。人工のものに置き換えられるのは、そこで血液を造る訳ではないからです。けれど、そこを通ることで血液は変化を起こしました」

「どんな？」

「……紙が少しずつ溶け出して血に混じったんです。その血が染みこむことで、ただの《本》が《禁書》に変わったのではないか、とここでは結けつ論ろんづけられています」

「しかし、だとしたら世の中はとっくに《禁書》だらけではないの？　血を染みこませるだけなんて、そんな簡かん単たんな方法があるのなら、連中はとっくに──」

　つ、と指がフィフの足を指した。ちぎれたそこを。

「……わたしたちは血を流せませんよ、フィフさん」

　大きなきぐるみの熊くまの頭は彼女の表情を隠していたが、どこか寂しげな感じがした。

「……それに、人を《本化》する場合、通常、この事例や、文人さんのように途中の過程というのはありません。人から《本》への変化は一気に起こります。これは、例外中の例外なんです。知らない可能性もあります。それに、語らない《本》など、《奴やつ》は欲しがらないでしょう」

「じゃな。それは、奴の趣しゆ味みとは違う」

「……ですがフィフさん。それどころではありません。このことは、《禁書》を生み出したということとは別に、ひとつの事実を示しています」

「事実？」

　本当は、訊きかなくてもフィフもわかっていた。

　しかし、訊かずにはいられなかった。誰だれかに言ってもらわなければ、それに向き合うことが出来なかった。

「……文人さんが、《本》になってしまうときが迫っている、ということです」
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　ビーは、その大きなきぐるみの熊くまの頭を揺らした。

　ゆらり、と。

　泣いているかのように。

「……それも《禁書》ではなく、ただの──《本》に……」




　　　　　☆




　気がつくと、病院だった。

　そうだとわかったのは、白い天てん井じようと、主には、その臭においだった。消毒液というか。本当はもっと別のものなのかも知れなかったが、とにかくあの独特な臭いだった。

　これが病院でなくて何だというのか。

　どうやら個室のようでそれは良かったが、ひどくだるかった。

　なにがどうなったかを知りたくて、僅わずかに動く手でナースコールを押すと、

『どうしましたかー』

　すぐに応答があった。

「あの……僕、どうしたんでしょう……」

　そう正直に言うと、さして待たずに看かん護ご師しが現れ、簡かん単たんな説明をしてくれた。といってもそれは怪け我がのことで、コミエスのことではなかった。

　当たり前だが。

　それからまた眠ってしまい、再び目を覚ましたときには夜だった。その頃ころにはだいぶだるさも抜けていたが、代わりに痛みが復活していた。

　怪我そのものは、肩の裂傷以外は痣あざ程度で大したことはなかったが、念のため、明日あした、検査をするらしい。

　そして。

「見られたんだよな……」

　文ふみ人ひとは自分の胸を見下した。個室に入れられたのも、看かん護ご師しの様よう子すがよそよそしいのもそれで説明がつく。

「胸の中もかな……？」

　それはない気がした。そうであればこんなところにいないと思えた。何とか誤ご魔ま化かすことが出来るだろうか？　コスプレのようなものです、とか何とか。

　そうするしかないだろう。

　よもや、開けて見せる訳にはいかない。モルモットになる気はなかった。

　ため息をつき、文人はがらんとした部へ屋やの中を見回した。

　誰だれもいない。一人ひとりきりだ。

　崎さき田た姉妹はもちろん、フィフの姿もなかった。彼女自身である《本》も。看護師に私物はどこかと訊きいたのだが、そこにあるだけだといわれた。

　そしてその中に、フィフはなかった。

（結局、どうなったんだ……？）

　わからなかった。

　ミロが『子猫はたたらない』から《飛び出し》てきたようにも思うのだが、ひょっとしたら痛みで朦もう朧ろうとして幻覚を見たのかも知れない。そうとでも考えないと説明がつかなかった。あれは普通の紙で作ったのだ。

　とすると、彼女のおかげで黒衣の《マイスター》を撃げき退たいできたという記き憶おくも、脳が都合のいい解釈をしているのかも知れない。

（ったく……どこ行ってんだよ、フィフの奴やつ……）

　全すべての疑問に答えられるのは彼女しかいないはずなのに、どこにいるのだろう。

　手元に《本》がないのに、不ふ思し議ぎと敵の手に落ちたとは思えなかった。

　これを信頼というのだろうか？

　とにかく、そこは案じなかった。

　おそらくは彼女が自分で持ち去ったのだ。《まいすた》を人に託すしかないと考えて、自分もその場を去らなければならない事情があって、《本》を調しらべられたり、捨てられたりしないようにそうしたのだろう。

　その事情がなんなのかは、見当もつかなかったが。

「痛っ……」

　体を起こそうとした途と端たん、肩から背中にかけて攣つるような痛みが走った。

　リアルだった。

　この痛みだけが、あの場所であったことが事実だと思わせてくれた。

　だが、だとしたら。

（あのあと、いったいどうなったんだろう）

　騒さわぎは、とんでもなく大きくなったはずだ。ひょっとしたら、次回の開催が危ぶまれるようなことになってしまったかもしれない。

　そうだとしたら、申し訳なさすぎる。

（隠いん蔽ぺいできるのか……？）

　難むずかしい気がした。あれだけの人数なのだ。全員の記き憶おくを書き換えることが出来るとは思えなかった。個人とは違う。誰だれが見たか、誰が聞いたか、とても調べられそうにない。

　それにしても、あの騒ぎはなんだったのだろうか。《禁書》たちは、いったい何をしようとしていたのだろう。

　短時間で、人を《本》に変えてしまう、新しい《禁書》。

　それが、企業ブースで売られていたということ。

　何のために？

　今こうしていると何な故ぜか、ルカの、

　──出版社を作ったとか？

　その戯ざれ言ごとが、妙に思いだされた。

（……まさか、ね）

　苦笑し、文ふみ人ひとは背中の痛みに顔を顰しかめた。

（いてて……）

　そのとき、部へ屋やのドアがノックされ、どうぞ、と文人は答えた。母か、崎さき田た姉妹が来たのだろうと思った。フィフならそんなことをせずに一気にドアを開けるだろう。

　だが、開いたドアの向こうにいたのは、予想もしなかった人物だった。

「八や代しろ……雲くも木き……」

「雲木から聞いた」

　そう言って、八代は病室に入ってきた。その顔はどこか厳きびしい。後ろに雲木が続く。彼女の面おもてにはくっきりと疲労が刻まれていた。

「おまえがここに運ばれる間、ずっと雲木がついててくれたんだぜ？」

「そ、そうなんだ……ありがとう……」

　そう言うと、雲くも木きはどこか濁にごった瞳ひとみで文ふみ人ひとを見た。落ち着かなげに、部へ屋やのあちこちに視し線せんを走らせた。

　見たのだろうか？　胸の革かわ装そう丁ていの表紙を。それでだろうか？

　いや、違う。そうじゃない。

　彼女が見たのはあの戦いだった。黒衣の《マイスター》との、あの一方的な戦いだ。

「……おまえ、何を隠してるんだ？　大おお騒さわぎだぞ？　ニュースにもなってる」

「え？」

　いきなりか。

　予想はしていたが、早すぎる。まだ何も考えていない。時間を止めたかったが、鉛筆は手の届くところにはなかった。

「おまえ、何をしてるんだ？」

「何と言われても……」

　説明など出来ない。したところで、信じはしないだろう。

「……事故だよ。アトラクションに参加して欲しいって頼まれてさ。そしたら相手の人が、何かスイッチ入っちゃったみたいで……本気で殴ってくるんだもんなあ……まいったよ。ハサミ投げるとか、ありえないよな」

「何だ、そうか」

　八や代しろは、目を瞠つむって相そう好ごうを崩した。

　信じたのか？

　自分で言っておいてなんだが、文人は驚おどろいた。だが、考えてみれば、雲木がありのままを説明したのだったら、こちらの説明の方がずっと説得力があったのかもしれない。

　しかし、ホッとした。

　雲木には申し訳ないが、その方がいい。

「──なんて、な」

「え？」

　八代の目に、怒りが閃ひらめいた。

「ふざけんなよ、江え本もと？　今度のことだけなら、俺おれも騙だまされたかも知れないけどな」

　なんだ？　どういうことだ？

「憶おぼえてるんだよ、俺は。あの印刷所でのことを、一切合財、憶えてるんだ。雲木は忘れちまってるけどな。俺は自分の頭がどうかしたんだと思ったよ。だけど違った。雲木の話を聞いてすぐにわかった。信じられた」

　文人は曖あい昧まいな笑えみを浮かべることしか出来なかった。

　フィフはしくじっていたのか。それで八代はずっと学校に来なかったのか。自分にも雲木にも会うのが怖かったのか──そう思えた。

「話せよ、江え本もと」

　八や代しろの口く調ちようには、有無を言わせぬものがあった。

「今でも、俺おれたちのことを友達だと思ってんなら」

（友達……）

　昔は何とも思っていなかったその言葉、ただの二文字に。

　文ふみ人ひとは声を詰まらせた。

　どうしてか、涙が出そうになった。




　沈ちん黙もくが、水のように、病室に重く、深く満ちていく──













　　　　　あとがき







　早いもので、今年ことしもあと一ヶ月を切ってしまいましたね！

　問題なくこれが書店に並んでいれば、まあ、そういうことになるわけですが……は、早ええええっ！　早えよっ！

　もう、今年も終わりって、一体何事!?　一年が二四ヶ月あればよいのに！

　……とか、戯ざれ言ごとを言っているのは、それなりに理由があるんですよ。

　最近とんと、書く速度が落ちまして。

　一時期は《月刊　ゆうきりん》とか言われたものですが、最近は《春夏秋冬　ゆうきりん》とか、そんな感じになってまして。

　アイデアが出ないとか、文章が出ないとか、そういうわけではなくて、単純に遅くなったんです。じっくり取り組むようになったというか。




　そこ！　それでこれかよ、とか言わないように！　傷つくから！




　まあそんなこんなで、一年が二四ヶ月あったらいいのになあ、とか思うわけです。一日が四八時間でもいいけど。




　ともあれ、無事とはいえないながらも、同人誌即売会も終了し、《奴やつ》の計画も一歩前進し、物語はこれからいよいよクライマックスへと向かいます。

　なので、来年もぜひ『司書とハサミ』にお付き合いくださいますよう、よろしくお願いいたします！




　それではまた、お逢いしましょう！




　二〇〇九年　　十月下旬


ゆうき　りん







※『司書とハサミと短い鉛筆』シリーズはフィクションであり、実在する地域、個人、法人、会社、団体、イベント等とは何の関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画と美味しいもの。お寿司とかー。上の写真は自分で作った『鮪の握り』の飛び出す仕掛け絵本です。『でぃ・えっち・えぃ』シリーズ（電撃文庫）、『スイ～トスイ～ツショコラ』（徳間書店）もよろしくです！
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イラスト／トモセシュンサク

寒さに弱いので毎年冬になると綿入れを着て股引をはき毛布を頭から何枚も被り手袋を着けマフラーを巻きマスクをつけて描いています。ちょっとした布の固まりです。でも冬は好きです。
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司し書しょとハサミと短みじかい鉛えん筆ぴつ5








ゆうきりん
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